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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「明あき久ひさ君。次私が勝ったら、女の子の格好をして貰えますか？」

「あははっ。姫ひめ路じさんは冗談が好きだなぁ」

「明久君。次私が勝ったら、女の子の格好をして貰えますか？」

「あはは。姫路さんナイスジョークだよ」

「明久君。次私が勝ったら、女の子の格好をして貰えますか？」

「あは……は……。姫路さんってば、冗談ばっかり。ね、冗談だよね？」

「明久君。次私が勝ったら、女の子の格好をして貰えますか？」

「言ってよ姫路さん！　お願いだから冗談だって言ってよ！」

「……雄ゆう二じ。今度はズボンを脱いでもらう」

「翔しよう子こ……！　毎度毎度俺に勝てると思うなよ……！　次に脱ぐのはてめぇの方だ！」

　トランプを片手に妙な緊張感を漂わせる僕ら。

「ねぇ、雄二。どうしてこんなことになったんだろうね……？」

「俺だって知らねぇよ……」

　雄二とふたりで天を仰あおぐ。




　──その切っ掛けは、本当に些さ細さいなことだった。




「ねぇ皆。暇ひまだったらダウトでもやらない？」

　職員会議の関係でいつもより早めに授業が終わったので、僕はトランプを片手に雄二、秀ひで吉よし、ムッツリーニの三人にそう話しかけた。

「ダウト？　トランプか？」

「うん」

　雄二の問いかけに頷うなずいて答える。ババ抜きや七しち並ならべほどではないけどそれなりに知名度の高いトランプゲームの『ダウト』だ。知っている人は結構いるだろう。

「なんだ明久。お前、珍しく今月は懐ふところに余裕があるのか」

「まぁね。丁度今の時期はめぼしいゲームが出ていなかったからさ」

　雄二が懐具合を探ってきた理由は簡単。大きな声では言えないけど、実はこの勝負には賭かけが発生するからだ。ビリがトップにジュース一本。三回負けたら牛丼。五回負けたらハンバーガーのセットといった具合にグレードが上がっていく。この前僕は負けに負けてこの三人にハンバーガーを奢おごるハメになってしまった。今日はそのリベンジだ。

「…………別に構わない」

「ワシも今日は部活が休みじゃからな。付き合うぞい」

「俺も乗った。その余裕のある財布、思いっきり軽くしてやろうじゃねぇか」

　三人ともまるで自分が負けることを想定していないかのように、二つ返事で勝負を受けてくれた。さては、この前の僕の大負けを思い出して余裕とか思っているな？　くそっ。その笑顔、すぐに絶望に変えてやるっ！




「じゃあ決定だね。レートもルールもいつも通りでいいよね」

　全員が頷いたのでカードをシャッフルしてそれぞれに配る。

　ここで、僕らのやっているダウトのルールを簡単に説明しておこう。





・最初の人（僕らの場合はスペードのＡエースを持っている人）が〝Ａ〟と宣言しながらカードを伏せたまま場に出す（この時出すカードは〝Ａ〟でなくてもＯＫ）。

・あとは〝２〟〝３〟〝４〟〜〝Ｊジヤツク〟〝Ｑクイーン〟〝Ｋキング〟といったように、順番に宣言しながら、自分のカードを場に出す（例えば、僕→雄二→ムッツリーニ→秀吉　の順番なら、僕が〝Ａ〟を宣言したら、雄二は〝２〟を、ムッツリーニは〝３〟を、秀吉は〝４〟を宣言しながらカードを出す。〝Ｋ〟までいったら〝Ａ〟にまた戻る）。

・その場に出すカードは宣言どおりのものでなくても良いが、〝ダウト〟と宣告された場合にそのカードが噓うそのカードだったら、場に出ているカードは全て噓をついた人が引き取らないといけない。

・ダウト宣告を行って、そのカードが宣言どおりのものだった場合は、ダウト宣告者が場に出ている全てのカードを引き取る。

・参加者のうちの誰かひとりの手札が残り二枚になったらゲーム終了。その時点での残り枚数で順位を決定する。






　といった具合。

　本来のルールなら手札が全部無くなったら終了なんだけど、そうなるとなかなかゲームが終わらないので僕らのローカルルールを適用している。ラストの手札三枚の中に自分が宣言することになるカードがあれば勝ちは確定するし、噓をついても誰にも指摘されなければ勝ちになる。

「お。まずは俺からだな。〝Ａ〟」

　雄二が手札を一枚場に伏せた。あれはきっとスペードのエースだろう。

「では、ワシが〝２〟じゃな」

　続いて秀吉が場にカードを切る。同じ数字のカードは四枚しかないから、僕の手元に〝２〟が四枚あれば秀吉のカードは噓ということになるけど……今の僕の手札に〝２〟は一枚しかない。これじゃあダウト宣告に踏み切る判断材料にはならない。

「…………〝３〟」

　ムッツリーニがカードを置いて、いよいよ僕の番。必要なのは〝４〟か。う……。残念ながら持っていない。まぁいっか。最初のうちはあまりダウト宣告もされないし、噓をついてダブっているカードで誤ご魔ま化かそう。とりあえず〝10〟が三枚あるから、それを使って──

「〝４〟」

「「「ダウト」」」

　場のカードを四枚ゲット。

「ふ……ふんっ！　別にこれも作戦のうちだから問題ないねっ」

「お前は本当にポーカーフェイスができないヤツだよな」

「まったくじゃ。『序じよ盤ばんだから、きっと噓をついても大丈夫なはず』という態度がありありと見て取れたぞい」

「…………あまりトランプに向いていない」

　ぐ……！　好きに言ってくれるじゃないか……！

　でも、勝負は始まったばかりだ。たった四枚程度の負ふ債さい、どうとでもなるっ。

「いいんだよ。僕は皆と違って、最初からバカ正直にカードを出して後で苦労するなんてことにならないようにしてるんだから」

　集めた四枚を手札に加える。

　そのカードに記されている数字は以下の通り。

〝６〟〝９〟〝Ｊ〟。

「……ただの……ただのひとりも……っ！　正直者がいない……っ！」

　せめて最初の〝Ａ〟くらいは噓をつかなくてもいいじゃないか。

「いいからさっさと次のカードを出せ明久」

「ふんっ。わかってるよ噓つき雄二」

　さっきは僕の〝４〟にダウトが入って終わったので、もう一度僕の番からスタートだ。こういった場合、スタートの人が好きな番号から始めて良いことになっている。そうだなぁ……。とりあえず〝５〟が二枚あることだし、ここから始めようかな。

「それじゃ、〝５〟」

「〝６〟だ」

「〝７〟じゃな」

「…………〝８〟」

　今度はスムーズに数字が進む。僕が〝９〟と言って〝Ｊ〟を出しても、今度は誰もダウト宣告をしてこなかった。

　みるみるうちに場にカードがたまり、それに伴ってプレッシャーが強くなっていく。

　ちなみに現在の枚数は、




『僕：13　雄二：９　秀吉：９　ムッツリーニ：10　場：11』




　といった具合だ。

　噓うそがばれたら十一枚もの負債。ダウト宣言に失敗しても同様の罰ばつを背負う。そう簡単には動けなくなってきた。

「…………〝３〟」

　僕の〝Ｋ〟から雄二の〝Ａ〟に戻り、秀吉の〝２〟に続いてムッツリーニが静かに〝３〟を出した。今度は僕の〝４〟か……。参った。ここまで続くと思わなかった。こんな場面でさっき持っていなかった〝４〟がまた回ってくるなんて──ん？

「？　どうした明久」

「いや、なんでもないよ」

　カードをよくよく見てみると、一枚だけ〝４〟を持っていた。さっきは重なっていて見えていなかったみたいだ。これはラッキーだ。

「はい〝４〟」

「……む……」

　秀吉が一瞬ぴくりと動き、口を少し開いて再び閉じる。ダウト宣告はしてこないみたいだ。頭ではダウトと思っていても僕の動きに不自然さを感じ取れなかった、といったところだろうか。こういう場合、表情を読み取る秀吉は手て強ごわい。

「ダウトだ、明久」

　代わりに隣で雄二が告げた。場合によるけど、コイツは直感よりも理論を信じるタイプだ。さっき僕が〝４〟を持っていなかったことから同様の分析をしたのだろう。ふふん。バカめっ！

「プレゼント、フォーユー」

「げっ！　マジか！」

　雄二に伏せていたカードを開けてみせる。紛まごう方かたなきダイヤの〝４〟。これで雄二は一気に十枚以上の借金を背負うことになった。

「くそっ。バカのくせに頭使いやがるじゃねぇか。一周目は三しや味み線せんをひいてやがったな」

　雄二がぶつぶつ言いながらカードを回収する。

　これでそれぞれの枚数に少し変化が生じて、




『僕：12　雄二：22　秀吉：９　ムッツリーニ：９　場：０』




　となった。

　蛇だ足そくだけど、後で聞いた話によるとこの時雄二は〝４〟を三枚持っていたらしい。最初に噓をついた僕は〝４〟を持っていないと判断し、他のふたりも一枚しか持っていない〝４〟を噓申告で出していたとは考えにくく、その為ダウト宣告をしたとかなんとか。

「やるではないか明久。危うくワシもひっかかるところじゃった」

「…………成長してる」

　今更カードを見落としていたとは言いにくい。

「ビリだけはなんとしても逃れないとな。今月はピンチなんだ。〝10〟」

「ワシとて苦しいのは同じじゃ。負けるわけにはいかん。〝Ｊ〟」

「…………〝Ｑ〟」

　ムッツリーニがそっとカードを出す。

「ダウトだムッツリーニ」

「…………く……」

　雄二のダウト宣告でムッツリーニがカードをたぐり寄せる。あの枚数だし、雄二のヤツ、さては〝Ｑ〟を四枚全部持っているな？　これは要注意だ。

　ムッツリーニの〝Ａ〟が出されて再開。




　そんな具合でゲームは順調に進んで──




　今回は秀吉が順調に枚数を減らし、現在の残り枚数は四枚。続いて僕の六枚。あとのふたりは両手に一杯のカードでどちらも大差のない状態だ。

「〝３〟じゃな」

　秀吉の出したカードで場の枚数は九枚。全て秀吉に押しつけられたら僕がトップだけど、下へ手たに動いて全てが僕のところに来たら一気にビリ争いまで転落だ。けれども、これで秀吉は残り三枚。ラスト一枚の調整は間違いなくやってくるだろうから、勝負に出るとしたらこのポイントになる。どうする……？

「「…………」」

　雄二とムッツリーニも宣告をするべきか迷っている。ここで秀吉に走られたら負けてしまうけど、ミスったらダントツのビリ確定だ。

「ムッツリーニ。〝４〟じゃぞ？」

「…………〝４〟」

　促うながされて、悩んでいたムッツリーニが慌あわててカードを出してしまった。く……！　今の間の取り方はうまい……！　あんなタイミングで促されたら、ついついカードを出してしまうだろう。

「…………っ」

　僕の隣で雄二が『やられた』って顔をしていた。この時点で勝者は確定したに等しい。

「じゃあ、僕は〝５〟」

　持っていたハートの〝５〟を出す。これで秀吉にトップを取られても僕は二位。とりあえず出費は免まぬがれたから良しとしよう。

「俺は〝６〟だな」

　雄二が番号を宣言しながらカードを置く。ビリのはずのムッツリーニが何も動かないのは、秀吉が〝７〟を持っていないと考えてのことだろう。下手に順番をずらすような真似はせずに枚数を貯めて勝負をかける作戦だ。

　そして、秀吉が最後の一枚を切ろうとしたその時。

「あれ？　明久君。まだ皆で残っていたんですね」

　教室に姫路さんがやってきた。手に何かの包みを持っているけど、何かしていたのかな？

「あ、姫路さん。姫路さんこそ、美み波なみと一緒に帰ったんじゃなかったの？」

「いえ。先生にお手伝いを頼まれていたので、残っていたんです」

　笑顔で説明する姫路さん。先生の手伝いなんて面倒なだけなのに、そういった反応を見せる彼女はやっぱり優しいと思う。

「そのご褒ほう美びにチョコレートを頂いたんですけど、良かったら皆でどうですか？」

　姫路さんが包みを掲かかげてみせる。姫路さんみたいに気持ちよく手伝いを引き受けてくれる子には先生方も優しいみたいだ。僕や雄二が手伝いを（強制的に）頼まれた時はそんなものを貰もらった覚えがない。

「ありがとう。この勝負が終わったら貰ってもいいかな」

「はい。……ところで、何のゲームをやっているんですか？」

「ああ、これはダウトだよ。ちょっとした賭けをやっていてね、」

　と、そこまで言ったところで廊下に嫌な気配を感じた。この暑苦しいオーラは……鉄てつ人じんかっ！

　外がい敵てきを察知した他の三人もこちらに視線を送ってくる。賭けトランプをやっていることが鉄人にばれるのはまずい、とその目は語っていた。

「賭け……ですか？　それって何を賭けて」

「も、勿もち論ろんお金じゃないよっ。えっと、賭けっていうのは罰ゲームのことで、その……」

　咄とつ嗟さに良い言い訳が思いつかないで言葉に詰まる。

　えっと……お金じゃなくて、ゲーム性があって、罰になる程度にやりたくないことで、でもそこまで酷ひどい内容じゃない罰ゲームとなると……

「罰ゲームは『ビリが二枚、三位が一枚服を脱ぐ』というものなのじゃ」

「誰か急いで救急車を！　ムッツリーニが静かに血の海に沈んでいる！」

　秀吉の発言は友人を死の淵ふちに追い詰めるほど危険なものだった。

「ぬ、脱ぐって……そんなのダメですっ！　不健全ですっ！」

　お金は賭けていないにしても、流さす石がに脱だつ衣いはまずい。鉄人が踏み込んでくる様子はないみたいだけど、だからと言ってそんな罰ゲームで良いわけがない。これは秀吉の判断ミスか……？

「姫路よ。何をそんなに慌てておるのじゃ？　褒ほめられた罰ゲームの内容ではないにしろ、この程度はどうってことはないじゃろう。何せワシらは全員自他共に認めるれっきとした男なのじゃから「「「秀吉、ダウト」」」待つのじゃ!?　なにゆえワシのところにカードが置かれるのじゃ!?」

　これで秀吉の枚数は十五枚。一気に勝負がわからなくなった。

「と、とにかくじゃ。これは金も賭けておらねば不健全なものでもないただのカード遊びじゃ。何の問題もなかろう？」

「で、でも……」

　それでも納得のいかない様子の姫路さん。

　それはそうだろう。戸こ籍せき上じようでは一応全員が男に分類されているとしても、真ま面じ目めな姫路さんとしては脱衣トランプなんて認めるわけには、

「でも、明久君は男の子の裸にも興味がありますし……」

「ダウト！　姫路さんダウト！　って秀吉！　どうして僕のところにカードを寄よ越こすのさ!?　僕の今のダウト宣告は間違ってなんかいないからね!?」

「諦あきらめろ秀吉。さっきの時点でそれはお前のカードになっていたからな。今のダウトは場にカードが出ていない以上は無効だ」

「待つんだ雄二！　それは遠回しにさっきの姫路さんの発言を肯こう定ていしていることになる！」

　事じ実じつ無む根こんな悪評っていうのはこうして流されるんだろう。まったく、どうして僕が男に興味を抱いているように思えるんだか。

「でもでも、やっぱりそんな罰ゲームは良くないと──」




『いやいや、そんなことはないさ姫路さん』

『そうだな。この程度の罰ゲーム、男子の間では日常茶さ飯はん事じだ』

『男同士なんだから、全ぜん裸らにでもならなければ何の問題もないからな』




「ええっ!?　いつの間に皆さん教室に来たんですか!?」

　脱衣の匂いを嗅かぎ付つけてＦエフクラスメンバーが音もなく教室に集結していた。特殊な訓練を受けた消防隊員でもここまで統制が取れているかは怪しいだろう。




『ところで吉よし井い。負けたらお前を一生蔑さげすむからな』

『坂さか本もと。お前なら勿論余裕で勝てるよな？』

『ムッツリーニ！　その程度の出血で負けてるんじゃねぇ！　お前の力はそんなもんじゃねぇだろ！』




　そして彼らの望みは秀吉の敗北。ゲームを中止にさせない為に一部のクラスメイトは救きゆう護ご班はんを編成してムッツリーニに輸血を施ほどこしていた。なんという訓練度。

「ダメダメ！　ダメったらダメです！　ほら明久君っ。チョコレートでも食べましょう！」

　そんな僕らを止めようと、姫路さんが話題を逸そらすようにチョコレートの箱を開けてひとつをほおばった。

「美お味いしいですよ明久君っ。食べて──みて……」

　と、そこで姫路さんが急に黙り込む。どうしたんだろう？　チョコレートが美味しくなかったのかな？




『『『続き！　続き！　続き！』』』




　クラスメイトが一丸となってゲームの続きを促す。

　そんなコールに気け圧おされるかのように、秀吉が「は、〝８〟じゃ」と告げてカードを置いた。舞台でプレッシャーには慣れているはずの秀吉をここまで動どう揺ようさせるとは、Ｆクラス男子の下した心ごころおそるべし。

「…………〝９〟」

「〝10〟だよ」

「〝Ｊ〟だ」

「では、ワシは〝Ｑ〟を」

「ダウトだ、秀吉」

　ここで雄二のダウト宣言。さっきまで雄二は〝Ｑ〟を四枚持っていたのだから、ここは警戒しておくべきなのに。不用意に〝８〟から始めてしまったあたり、秀吉はかなり雰囲気に圧されているのだろう。

　現時点での枚数は、僕が四枚・雄二が十四枚・秀吉が十八枚・ムッツリーニが十六枚ということで、僕がトップで秀吉がビリということになる。




『木きの下したがビリか！　二枚脱ぎか！　いきなり半はん裸らか！』

『負けるなよ吉井！　とにかく突っ走れ！』

『よ・し・い！　よ・し・い！』




　あと二枚通せば僕の勝ち。そうなれば秀吉は二枚脱ぐ羽目になる。会場のボルテージが上がるのも無理はないだろう。

「む、むぅ……」

　思わず呻うめく秀吉。この感じだと、秀吉の負けはほぼ確実だ。秀吉もそれを理解しているからこそ、苦しい表情をしているのだろう。

「仕方あるまい……。男同士なのじゃから、二枚くらい脱いでも──」

　なんて言いながらカードに手をかけた、その時。




「………………（クタッ）」




「あ、あれ？　秀吉……？」

　秀吉がその場に力なく横たわった。何事!?

「あらあら。木下君ってば、疲れているんでしょうかね？」

　そして、その後ろにいるのはハンカチを手にした姫路さん。つ、疲れているって、今明らかに不自然な眠り方を……。

「仕方がないですね。木下君は眠ってしまったようなので、ここから先は私が代わりに入りましょうか」

　姫路さんがグッスリと眠っている秀吉を優しく抱き上げて、座ざ布ぶ団とんを枕まくらにして寝かせてあげる。その行動自体は優しいんだけど……。

「お、おい姫路。まさか、そのハンカチに何かクスリを」

「違います。木下君は疲れているんです」

「で、でも姫路さん。秀吉はさっきまで普通に」

「違います。木下君は疲れているんです」

　答える姫路さんの目つきは、なぜだか据すわっているように見えた。

　僕と雄二が背中に嫌な汗を流している中、ムッツリーニがひくひくと小さく鼻を動かして呟つぶやく。

「…………この微かな甘い匂におい……トリクロロ──」




　シュッ────ドサリ




「あらあら。土つち屋や君も疲れているようですね？」

「「ムッツリィニィィーッ!?」」













　言葉の途中で姫路さんのハンカチが宙を舞い、一瞬でムッツリーニの意識を刈り取った。あのハンカチ、危険すぎる！

「まったく、土屋君はともかく、木下君は疲れすぎです。よりによって明久君の前で服を脱ごうだなんて、そんなの正常な判断じゃありません」

「いや……。僕は今の姫路さんの方がよほど正常じゃないと思う……」

　いつもの姫路さんならこんな真似はしない──と思う（断言はできないけど）。一体何が彼女をここまで……？

　ふと、彼女の脇に置いてあるチョコレートの包みが目に入る。そこには、大きくカタカナで『ウィスキーボンボン』と書いてあった。

　はて。ウィスキーボンボン……。どこかで聞いたことがあるような──って、ウィスキーボンボンってまさか、中にウィスキーが入っているあのお菓子!?　ってことは、姫路さんは酔よっ払ぱらってるの!?

「どうかしましたか、明久君？」

　問いかけながら、チョコレートをひとつ口に含む姫路さん。顔も赤くなってるし、間違いない。姫路さんの暴走は、あのチョコレート（の中に封入された酒）のせいだ。

　こうなるとゲームの続行は色々とマズい気がする。ここらでゲーム中止を提案しておいた方が良さそうだ。

「いや。なんでもないよ。それより、ムッツリーニも寝ちゃったようだし、三人だけだとなかなか決着がつかないから、このゲームは終わりにして」

「終わり？　何を言っているんですか？　きちんと四人いますよ？」

「へ？」

「……頑がん張ばる」

「翔子!?　お前いつの間に!?」

　ムッツリーニがいた場所には、いつの間にか霧きり島しまさんが座っていた。どういうこと!?

「……夫の服を無理矢理脱がせるのは、妻の仕事」

「ああくそっ！　どこからツッコんでいいのかわからねぇっ！」

　メンバー交代が重なり、気が付けばダウトの勝負は僕・雄二・姫路さん・霧島さんの四人に替わっていた。

　まるで気配を感じさせない登場に驚く僕と雄二を尻しり目めに、姫路さんと霧島さんが仲良く会話を始める。

「あ。翔子ちゃん。良かったら翔子ちゃんもチョコレート、いかがですか？」

「……ありがとう」

「「あっ！」」

　止める間もなく、霧島さんの手にチョコレートが渡っていた。

「……美味しい」

「それは良かったです。遠慮せずにたくさん食べて下さいね」

「……うん」

　どんどん霧島さんの口の中にチョコレートが消えていく。流石は女の子。甘い物に目がない。目がないのはいいんだけど……。

「あの、霧島さん。大丈夫……？」

　恐る恐る聞いてみる。

　問題はその中に入っているアルコールだ。ひとつひとつには少ししかお酒が入っていないけど、たくさん食べたら結構な量になる。おまけに、中に入っているウィスキーはかなり強いお酒のはず。酔っ払っちゃわないだろうか……？

「……大丈夫って、何が？」

「いや。そのチョコレート、中にお酒が入ってるんだけど」

　僕がそう言うと、霧島さんは小さく頷いて答えた。

「……大丈夫。ウィスキーのアルコール度数は40％程度。このチョコレートの容量に含まれる総量の四割なら、私の血液量に対して０・０７％程度にしかならない。何の問題もない」

「そ、そっか。それならいいけど」

　流石は学年トップの霧島さん。計算が速い。これなら確かに酔ってないと

「……そんなことも計算できないなんて、頭の良い吉井らしくない」

「「もうダメだ！」」

　酔ってる！　この人も絶対に酔ってるよ！

（雄二、どうする？　なんか危険な雰囲気だよ？）

（どうするって言われてもな……）

　小声で雄二に話しかける。

　この勝負は、話に出ているように負けたら脱ぐルールだ。さっきの秀吉は自分で提案したのだからともかくとして、前ぜん後ご不ふ覚かくになっている姫路さんや霧島さんにそんな罰ゲームを課すのは流石に気が引ける。何よりＦクラスの連中が見ている前だし。

（仕方ねぇ。さっさと負かして、服を脱ぐ段になったらゲーム終了を提案してやるか）

（そうだね。ちゃっちゃと勝って終わらせよう）

　きっとふたりは罰ゲーム（脱衣）を実際にさせられそうになったら、その恥ずかしさで我に返るだろう。冷静になって貰ったところで優しくゲーム中止を申し出て、この話自体をなかったことにするのが無ぶ難なんな対応かな。

　よし。そうと決まれば、行くぞっ！




『姫路さん、それダウト！』

『残念でした、明久君』

『翔子、ダウトだ！』

『……ハズレ』

『今度こそ、ダウトだ姫路さん！』

『噓なんてついてません』

『そいつはダウトだ翔子！』

『……私は正直者』




　まだまだぁっ！




『明久君、ダウトです』

『ふぐぅっ！』

『……雄二、ダウト』

『なぜわかるっ!?』




「「………………」」

　パサリ、と僕らの衣服がまた一枚畳たたみの上に舞い落ちた。




「明久君。靴くつ下したなんて、ずるいです」

「……雄二。ネクタイを一枚にカウントするなんて、男らしくない」

　残りはＴシャツにズボンにトランクス。いよいよあとがなくなってきた。




『吉井と坂本じゃあ、霧島と姫路に勝てるわけないよな……』

『これ以上は時間の無駄か……』

『帰りにゲーセンでも寄ってこうぜ』




　最初は霧島さんや姫路さんのあられもない姿を期待していたクラスメイトたちも、向こうの圧倒的な実力を目まの当あたりにして、ひとりまたひとりとブチブチ言いながら帰って行った。そりゃそうだ。このままここに残っていても、見られるのは僕と雄二の半裸だ。そんなものを見たがる酔すい狂きような人なんているわけがない。

　そうだ！　僕らが脱いだところで誰も得とくなんてしないんだ！　そろそろここら辺で終わりにしてもいいはずだ！

「あのさ、姫路さん。そろそろ終わりにしても」

「何を言っているんですか明久君？　これからが本番だっていうのに」

「翔子。お前はもういいよな？」

「……倍プッシュ」

　ダメだ！　向こうは見る気満々だ！

「でも、心配しなくても大丈夫ですよ明久君」

「え？」

「脱ぐのが嫌なら──」

「見えない！　僕には姫路さんが鞄かばんから取り出した女子の制服なんてサッパリ見えないからね！　だって真面目な姫路さんがそんなものを僕に着せようとするはずがないから！」

　状況は悪くなる一方。今となっては鉄人に賭けトランプが見つかって説教をされていた方がマシだったと思えるくらいだ。

「ふふっ。明久君がいけないんですよ？　私がいくらダメって言っても、こんなゲームを続けようとしたから」

　言いながら、姫路さんがカードをシャッフルする。

「さぁ。それでは次のゲームを始めましょうか」

　気のせいか、酔っている姫路さんはいつもより動きが機き敏びんで、手先も器用に見えた。




　　　　　☆




　姫路さんがカードを配り、再び絶望的なトランプゲーム『脱衣ダウト』が幕を開ける。

　今僕が着ているのはトランクス・ズボン・Ｔシャツの三枚。靴はおろか、靴下すら既すでに脱いでいる。これ以上は危険ゾーンだ。

（明久、こうなりゃ手段は選んでらんねぇぞ）

　僕と同じような格好の雄二が小さな声で耳打ちしてくる。その視線の先にあるのは、僕の鞄。

（仕掛ける？）

（他に手はないからな）

　確かに雄二の言うとおり、このままじゃジリ貧ひんだ。仕方がない。コレは普通の勝負じゃ絶対にやらない反則技だけど──今はそもそも状況が普通じゃない。身を守る為にはやむを得えないだろう。よし、やるか！

（行くぞ明久）

（ＯＫ雄二）

　タイミングを合わせる為に視線をかわす。……今だっ！

「っとと……」

　雄二が持っているカードを数枚、卓上に落とした。

　そして、その落としたカードに向かう姫路さんと霧島さんの鋭い視線。おっしゃっ！注意が逸れた！

　すかさず僕は自分の鞄から今使ってるのと全く同じトランプを取り出し、すり替えの為にポケットの中に隠し──




　パシッ




「明久君。手て癖くせが悪いですよ？」

「「なにぃっ!?」」

　ポケットの中に隠し持とうとしたところで、こっちを見ていないはずの姫路さんに腕を摑つかまれた。バカな!?　どうして!?

「役割分担を誤りましたね、ふたりとも。明久君ならともかく、あの坂本君が勝負の最中にカードを溢こぼすなんてミスをするわけないじゃないですか」

「……まだまだ甘い」

　そう言って、霧島さんが手に握っているものをこちらに向けた。あれは……コンパクト!?　まさかカードを見ていると見せかけて、鏡でこっちの様子を窺うかがっていたの!?

「ふたりとも、本当にオイタが好きなんですから」

「……やんちゃなイタズラっ子」

　イカサマの現場を押さえたにもかかわらず、僕らを咎とがめることなくクスクスと笑うだけの姫路さんと霧島さん。怖い！　怖いよ！

「それでは、私からですね。〝Ａ〟」

　姫路さんが何事もなかったかのようにゲームを始める。まるで格の違いを見せつけられているようだ……。

「……〝２〟」

　霧島さんが〝２〟を伏せる。続いて僕が〝３〟を伏せて……という具合に、妙に緊迫した雰囲気で場は進んでいった。




『明久君、ダウトです』

『……はい……』

『……雄二、ダウト』

『勝てる気がしねぇ……』




　ゲームを進めているうちに再認識させられたことがある。それは、彼女らふたりが本当に頭が良いということだ。最初に配られたカードを素早く覚え、どの番号をどの場面に残しておくかを決める。そして、場に置かれたカードが誰かのところに押し付けられると、その人のところに何が何枚入っているのかを計算している。




『翔子、その〝３〟はダウトだ』

『……うん』




　たまに、こうやってこちらのダウトが成功することもある。例えば、同じカードを四枚持っている時とか。けど、それすらも向こうの計算の内のように思える。どうしてかと言うと、そういった時は決まって場に置かれているカードの枚数が少ないからだ。そうやってペナルティが少ないタイミングでダウトを敢あえて言わせて、僕らの行動を全て予測し易いように縛しばっているように見える。

「〝７〟です」

　姫路さんがそう言いながら場にカードを伏せた。

　これで彼女は残り五枚。同じく霧島さんも残り五枚。僕と雄二は似たり寄ったりだ。そろそろ仕掛けたいところだけど、ここでダウト宣告が失敗するとかなり苦しい。どうしたら良いだろう……？

　判断に迷う僕。すると、背中の方から小さな声が聞こえてきた。

（吉井君。彼女は噓をついてるよ）

　この声はまさか、久く保ぼ君……？　さっきのギャラリーの中には久保君もいたのか！

（ありがとう久保君！　やっぱりキミは僕の味方なんだね！）

（いや。礼には及ばないさ、吉井君）

　アドバイスを受けているとバレないように口元を押さえながら久保君に返事をする。

　クラスメイトですら誰もが文句を言いながら帰っていったのに、僕らを心配して見守っていてくれたなんて、久保君はなんて良い人なんだ！　ありがとう！　キミがくれたこのチャンス、絶対に活いかしてみせるよ！

　大きく息を吸い、姫路さんが出したカードを指差して告げる。

「その〝７〟ダウトぉっ！」

「残念ながら〝７〟です」

「久保くぅんっ!?」

「すまない吉井君っ！」

　久保君は僕の視線から逃のがれるように廊下へと走り去り、でもドアの陰かげに隠れてこっちの様子を窺っていた。カメラまで用意して、久保君は一体何がしたいんだ!?

（テメェ明久！　何余計なことをやってやがる！）

（だって、学年二位の久保君のアドバイスだよ!?　普通は信じるじゃないか！）

（ヤツを信じるな！　賭けの対象が脱衣である以上、ヤツは完全にお前の敵だ！）

　く……っ！　その辺は久保君も、なんだかんだ言ってもＡクラス所属ってことか。僕らよりも霧島さんの肩を持つなんて……！

　雄二と小声で言い合っていると、不意に姫路さんがこんなことを言い出した。

「なんだか、こうしていると複雑な気分です……」

　妙にしんみりとした口調。

　言われてみて、彼女の気持ちを少し考えてみた。

　いつもはＦクラスの仲間として一緒に戦っている僕らと、こうして対立するような形になるのが微び妙みような気分なんだろうか。いや、もしかしたら優しい姫路さんには罰ゲームというもの自体が性しように合わないのかもしれない。ただ純粋にゲームを楽しみたいだけなのに、罰ゲームが存在する。負けたくないけど、相手に罰を強要するのも気が引ける。そんな葛かつ藤とうが彼女の中に──

「明日からは、身近だった明久君が、ネット界のアイドル『アキちゃん』になって、遠くに行ってしまうなんて……」

「待つんだ姫路さん！　僕は女装・撮影・アップロードのどれひとつとして容認していない！」

　誰だ姫路さんにお酒入りのチョコなんて渡したヤツは！　酔っ払ってとんでもないことを口走っているじゃないか！　そうだ！　彼女は酔っ払っているんだ！　だから……これは決して本音じゃないと、そう思え……っ！




「まったく……。姫路にも困ったもんだな、翔子」

「……うん。相手が恥ずかしがっているのなら、少しは考慮してあげるべき」

「その通りだ。たまには良いことを言うじゃないか」

　雄二が霧島さんの言葉に胸を撫なで下おろしている。霧島さんは酔っていないのか、相手のことを慮おもんぱかる余裕があるようだ。

「……だから雄二」

「なんだ翔子」

「……罰ゲームの時、恥ずかしかったら──目を閉じていても良いから」

「お前はもう喋しやべるなバカ！」

　話は既に僕らの罰ゲームへと移っている。ま、まだ負けたワケじゃない！　ここをなんとか凌しのいで一度でも勝てたら、きっと向こうだって服を脱ぎたくなくてゲーム終了の提案を受け入れてくれるに決まってる！　希望を捨てちゃダメだ！

「ちなみに明久君」

「な、なにかな、姫路さん？」

「私は、自分が最後の一枚になってもこのゲームを途中で終わらせる気はありませんから」

　心が根本からヘシ折られそうだ。

「翔子。お前は──」

「……今日の下着は、ちょっと自信がある」

「ダメだ……！　脱衣に躊躇ためらいがねぇ……っ!!」

　どうしてこのふたりは男の僕らよりも男らしいんだ!?　普通女の子って下着を見られるのを嫌がるものじゃないの!?

「不思議だ……。いつもならトランクス一いつ丁ちようになるくらい、どうってことはないはずなんだが……」

「うん……。こうやって興味津しん々しんで待っていられると、凄く恥ずかしくて脱ぎたくないよね……」

　代わりに僕ら男子が下着姿に対して妙に抵抗を覚え始めた。おかしい。何かが色々とおかしい。

「ほら、明久君の番ですよ？」

　先を促され、仕方なく自分のカードに手をかける。さっき、雄二は〝３〟を四枚持っていた。つまり〝３〟を姫路さんに回せば、間違いなくカードを引かせることができる。

　──できる、はずなのに……！

（え、〝Ａ〟が一枚もない……！）

（くそっ。俺には〝Ｊ〟がねぇ……！）

　アイコンタクトで確認すると、雄二のところには〝Ａ〟が三枚あるということがわかった。僕のところには〝Ｊ〟が三枚。まただ。またこのパターンだ……！

　姫路さんをあがらせない為には、彼女に〝３〟を回す必要がある。けど、そうなると僕のところには〝Ａ〟が回ってくる。そこで〝Ａ〟を持っていないと噓をつく羽目になり、その噓は姫路さんか霧島さんにほぼ確実に指摘されてしまう。そうなれば、姫路さんに〝３〟は回らないし、折せつ角かく場に溜めておいたカードは全て僕のところにやってくることになる。

　雄二が他にはどんなカードを持っているのか確認したいけれど……

「明久君。あまり坂本君の顔ばかり見つめちゃダメですよ？」

　姫路さんが笑顔で威い圧あつしてきて、思うように意思の疎そ通つうができない。僕らの手口を完全に理解している……！

「ご、〝５〟……」

　結局、僕は三枚持っている〝Ｊ〟を姫路さんのところに回せるように、〝５〟を選択した。マズい、マズい……！

「〝６〟だ」

「じゃあ、私は〝７〟ですね」

「……〝８〟」

　姫路さんも霧島さんも、持っている枚数は少ないはずなのに、真実のカードを出しているような気がしてならない。って、この考え方……！　僕はもう、精神面で既に負けているのか……!?

「きゅ、〝９〟っ！」

　嫌な予感を振り払うように、少し強く声を出す。続けて雄二が〝10〟を出すと、問題の姫路さんに〝Ｊ〟が回ってきた。

「〝Ｊ〟です」

　姫路さんが場にカードを伏せる。これで彼女の残り枚数は三枚。姫路さんが噓をついているという確信はないけど、ここで勝負に出ないとマズい。仕方がない。一いちか八ばちか、霧島さんが最後の一枚の〝Ｊ〟を持っていると信じてダウト宣告を──

（待て明久っ！）

　しようとしたところで、雄二に止められた。何かあったのか!?

（気をつけろ明久。姫路は囮おとりだ。向こうの本命は、おそらく翔子だ……！）

　言われてみて気が付く。姫路さんも残り枚数が少ないけど、霧島さんだって残り四枚だ。ここで姫路さんにカードを押し付けても彼女の総枚数は十枚になるだけ。僕や雄二が圧倒的に負けているのだから二位は確定だ。向こうとしては、姫路さんでも霧島さんでも、あがれる方があがれば良い状況ということになる。ここで姫路さんにダウト宣告をすると、次は姫路さんの指定した番号からのスタートだ。霧島さんの持っている数字で始めて勝負をつけにくるに違いない！

（あ、危なかったぁー！　ありがとう雄二）

（おう。ここまではやられっぱなしだったが、そうそう負けてばかりいられるかってんだ……！）

　持っているカードの内容についてのやりとりでなければ特に文句はないようで、姫路さんは何も言わずに僕らのダウト宣言をじっと待っていた。

「明久君、坂本君。いいんですか？」

「ああ。構わねぇ」

　姫路さんの念押しもスルーして、霧島さんに順番が回る。ああやって姫路さんが言ってきたってことは、雄二の読みは多分当たっていたのだろう。

「ほら翔子。〝Ｑ〟だぞ」

　順番を促す雄二。霧島さんにさっさとカードを切らせてダウト宣告をしたいのだろう。

「………………」

　霧島さんがカードに手をかけて動きを止める。

　なるほど。ああやって姫路さんを囮にしてきたってことは、霧島さんは〝Ｑ〟を持っていなかったってことか。危ない危ない。危うく騙だまされて負けるところだった。

　読みを当てて自分の勝ちを確信している雄二に対し、霧島さんは動きを止めたまま静かに声をかけた。

「……坂本雄二は」

「？　なんだ？」

　何を仕掛けられるのか、と警戒する雄二。

　場にカードを伏せつつ、霧島さんが告げる。

「……坂本雄二は、男子よりも女子が好きな、健全な男子高校生である」

「ダうっ!?」

　言葉に詰まる雄二。

　こ、これはズルい！　そんなことを言われたら咄嗟に「ダ噓ウトだ」なんて言えないじゃないかっ！　ただでさえ妙な噂うわさが流れているんだし！

　雄二が言えないのなら、ここは僕が言うしかないだろう。幸さいわい雄二が健全な男子だということを否定しても、僕にはなんの害もないのだから。

　はっきりとダウト宣告をする為に大きく息を吸って、

「はい。次は明久君の〝Ｋ〟ですよ？」

「え？　あ、うん」

　そこでタイミング良く姫路さんに柔らかな笑顔で促され、思わず返事をしてしまった。

　って、返事をしちゃダメじゃないか僕！　これだと霧島さんの順番が終わって僕の番が来たってことになるのに！

「え、えっと、今の返事はそういう意味じゃなくて──！」

　慌てて訂正しようとする僕に、

「じゃあ、私は明久君が出そうとする〝Ｋ〟に、先にダウトって言っちゃいます」

　姫路さんはそうやってダウト宣告をしてきた。う、うまい……！　もう今の台せり詞ふで、完全に順番は僕に回っていることになってしまった。今更霧島さんのカードにダウトを言おうとしても、明らかに遅すぎる。

「き、〝Ｋ〟……」

　泣く泣く持っている〝Ｋ〟を場に伏せる。姫路さんはそれを捲めくって中身を確認すると、場に置かれたカードを全部手元に手た繰ぐり寄よせた。

「今度は私からですね。えっと、〝５〟です」

「……〝６〟」

　無情にも、これで霧島さんはあがり。

「翔子、ダウトだ」

「……はずれ」

　最後の一枚だからとりあえずビリの雄二がダウト宣告をするけど、当然向こうのカードは〝６〟と書いてある。これでこのゲームは終了。一位は霧島さんで、二位は姫路さん。三位と四位は僕と雄二ということになった。

「明久君は三位だから一枚ですか。残念です」

「……雄二は二枚」

　好奇の目でこちらを見ている姫路さんと霧島さん。なんだか妙な感覚だけど……

「ええいっ！　そもそも僕らは男なんだ！　何を恥ずかしがる必要がある！」

「その通りだ明久！　この程度、別にプールに行っていると思えばなんともねぇ！」

　そう言って勢いを付けて、僕は上半身裸に、雄二はトランクス一丁になった。

「あ、明久君も坂本君も、結構鍛きたえているんですね……」

「……引き締まっている」

　雄二はともかく、僕は多分栄養が足りなくて脂し肪ぼうが少ないからそう見えるだけのような気もするけど……。

　流石に驚いているのか、少しだけ酔いが覚めたように見える姫路さん。やれやれ……。姫路さんがお酒に弱いおかげで、とんだ目に遭あったよ……。

「雄二……。もう今後は姫路さんと霧島さんを相手にトランプなんて、やらないようにしようね……」

「ああ……。こんな妙な恥ち辱じよく、二度とゴメンだからな……」

　雄二とふたり、溜ため息いきをついて己の行動を悔くいる。このふたりに逆らうなんて、僕らがバカだった……。

　そうして脱いだ服に手を伸ばしていると、卓上に置かれたカードをまとめていた姫路さんが頰ほおを少し赤らめながらこう言った。




「じゃ、じゃあ、次でいよいよ最後の一枚ですね」

「……ドキドキしてきた」

「「まだ終わらないのかっ!?」」




　　　　　☆




『走れ明久！　このままだと捕つかまるぞ！』

『わかってるよ！　くそぉっ！　どうして姫路さんはこういう時に限ってあんなに足が速いの!?』




「む……。吉井に坂本！　廊下は走るなといつも言っているだ──ろう……が……？」

「あっ！　鉄人！　お願いします！　助けて下さい！」

「頼む！　補習室でもどこでもいいから保護してくれ！」

「貴様ら……。制服も着ないで一体何をしているんだ……」

「説明なら後でしますから！　だから早く！」

「そうだ！　早くしてくれ！　なんなら補習を受けたって構わ──おわぁっ！　来やがったぁっ！」




『待って下さい明久君！　まだ女の子の格好をして貰っていません！』

『……雄二。最後の一枚が残ってる』




「「助けて下さい、西にし村むら先生！」」

「本当にお前たちは……。一体何をやったら、こういう状況を作れるんだ……？」




　　　　　☆




　〜〜二－Ｄ玉たま野の美み紀きさんの目撃証言〜〜

『はい。そうです。放課後に廊下を歩いていたら、ほとんど裸のアキちゃ──吉井君と坂本君が出てきて、西村先生に凄い勢いで……。私、本当にビックリしちゃって、思わず写しやメを……』




　新聞部の記事で大きく掲載された、僕と雄二の半裸の写真。その記事は学校中に更なる噂を呼び込んだ。




　この恥辱……！　僕らは、絶対に忘れない……っ！





































「ははっ。こいつは傑けつ作さくだね」

「学園長。どうかなさいましたか？」

「ああ、高たか橋はし先生かい。なに。ちょいと試し験けん召しよう喚かんシステムの操作系統を変えてみようと弄いじっていたんだけどね」

「操作系統の変更、と仰おつしやいますと？」

「半自動化を試ためしてみたのさ。今までの設定がはっきりとした意識のみを読み取っていたとしたら、今回のはその一歩先の意識と無意識の間あたりも読み取って、ある程度自立的に行動できるようにしてみたんだよ」

「意識と無意識の間……前ぜん意い識しきを読み取る、ということですか？」

「フロイトの言う前意識とは意味合いが変わってくるけどね、だいたいそんな感じさ」

「そうですか」

「まぁ、そんな心理学の定義の話はどうでもいいんだよ。それより、そのおかげで召喚獣が面おも白しろいことになっていてね」

「面白いこと？」

「そう、面白いことさ。こいつは是非とも実際に喚よび出だしてデータを採とりたいところだねぇ」

「よくわかりませんが、データ採さい取しゆでしたら私が協力致しますが」

「いや。アンタの点数だと、試運転に使うには召しよう喚かん獣じゆうが強すぎるからね。何かがあったら困るんだよ」

「故こ意いに一度低い点数を取りましょうか？」

「それでもいいんだけどねぇ。一度低い点を取って、後でまた点数を戻すためにもう一度試験を受け直すとなると、流さす石がに面倒だろう？」

「面倒とは言いませんが、効率が悪いのは確かですね」

「だろう？　だとしたら、それよりも──」




『明あき久ひさテメェ！　なんであのタイミングでくしゃみなんかしやがるんだ！　途中まではうまくいってたってのにこのバカ野郎！』

『雄ゆう二じこそ！　あのタイミングでお腹が鳴るなんて何考えてるんだよ！　あれがなければうまくいってたのにこのクズ野郎！』

『ええいキサマら！　いいから補習に戻らんかあっ！』

『『くそぉおおっ！』』




「──それよりも、最初から点数の低いバカどもにやらせた方が効率がいいさね」

「なるほど。そういうことですか」




　　　　　☆




「「「召喚獣の試運転？」」」

「ああ。そいつをアンタらにやってもらいたいのさ」

　夏休みも終わりに差し掛かったある日。Ｆクラス特別補習（ちなみに霧きり島しまさんは自主登校）が終わってから、一緒に海に行ったメンバーで写真を見ながら雑談をしていると、そこに学園長がやってきてそんなことを言った。

　召喚獣の試運転ねぇ……。

「どうしてウチらなんですか？」

　見ていた写真を片付けつつ、美み波なみが学園長に尋たずねる。

「どうしても何も、アンタらが適任だからさ。アンタらなら点数が高すぎず、召喚獣の扱いにも慣れているだろう？　それに──」

「それに？」

「──補習から脱走しようとしたバカどもへの罰ばつにもなるからね」

「「………………（サッ）」」

　水を向けられ、咄とつ嗟さに目を逸そらす僕と雄二。もしかして、さっき僕らが鉄てつ人じんに捕まったのに大したおとがめがなかったのは、この話があったからなんだろうか。

「あの。試運転って、具体的にはどのようなことをするんですか？」

　話を戻すように、姫ひめ路じさんが手を挙げて学園長に問いかける。姫路さん、ナイスフォロー。

「特にこれといったテスト項目はないさね。喚び出して、適当に動き回らせるだけでいいさ。なんの動きもさせないのはテストにならないから困るけどね」

「あ、それだけでいいんですか。それなら私でもできそうです」

　安心したように胸の前で手を合わせる姫路さん。彼女は簡単そうでホッとしているみたいだけど──僕は（おそらく雄二も）何か妙なきな臭さを感じていた。喚び出して動き回らせるだけでいい、だって？　あのババァが脱走の罰としてやらせることの割には、妙に簡単過ぎない？

「それでしたら、私もお手伝いします学園長先生」

「……私も」

　そんな僕の勘かん繰ぐりをよそに、姫路さんと霧島さんが自ら進んで協力を申し出る。人を疑わずに協力しようとするあたり、この二人の人柄がよく出ていると思う。

「いや。アンタらはダメだね。点数が高すぎる」

　けど、学園長は即座にその申し出を断ことわった。

　そういえば、白しろ金がねの腕うで輪わの時も『点数が高すぎると暴走が〜』なんて話があったっけ。確かに試運転をするのなら、危険を考えて高得点の人を外はずした方が無ぶ難なんだ。学年トップクラスの点数を誇ほこる二人が断られてしまうのは、仕方のないことかもしれない。

「そういうワケで、試運転は吉よし井い・坂さか本もと・土つち屋や・木きの下した・島しま田だに頼むよ。科目は古こ典てんでね」

　学園長の口から試運転のメンバーが発表された。科目が古典で、メンバーはムッツリーニと美波と僕と──って、ちょっと待った！　そのメンバーと僕が同列扱いだって？なんて心外な人選を！

「待って下さいババァ長！　その面メン子ツに僕が入れられるのは納得できません！」（14点）

「そうです学園長！　ウチをこんなバカたちと一緒にしないで下さい！」（６点）

「…………不本意極まりない……っ！」（９点）

「……アンタらのその自信はどこから湧いてくるのかねぇ……」

「三人合わせても姫路や霧島の十分の一以下じゃというのに……」

　まぁ考えてみれば、僕の召喚獣は雑用とかで点数が消費されていて（ここ重要）今は確かに点数は低めだ。試運転に選ばれてしまったのも仕方がないかもしれない。

「ちょっと待てババァ。俺は結構点数が取れていたはずだが」

「アンタには何かが起こっても構わないからね」

「それが教育者の言葉かっ！」

　どうやら雄二には暴走して何かがあっても問題ないらしい。それは正しい判断だと言わざるを得ない。

「とにかく、そういうことだよ。試運転の時間は今から一時間。召喚フィールドは試運転用に学校全体に展開しておくけど、一応この教室から出ないように。データが採りにくいからね。うまくやってくれたら……そうさね。学食の食券か図書券くらいは進しん呈ていしてやろうじゃないか。ただでやらせるのもなんだしね」

「「「おおー」」」

　学園長の進呈という言葉に、美波と秀ひで吉よしとムッツリーニが感かん嘆たんの声をあげる。

「じゃあ、頼んだからね。報ほう酬しゆうを出すんだから──絶対に、途中で投げ出すんじゃないよ」

　そう言い残して、ババァは教室から出て行った。

「人選についてはともかく、ご褒ほう美びを用意してくれるなんて学園長もいいところあるわね。丁度欲しい本があったから助かるわ」

「…………図書券はいくらあっても困らない」

「学食の食券でもありがたいのう」

「良かったですね皆さん」

「……ちょっと羨うらやましい」

　美波たちが嬉うれしそうに話をしている。けど、僕としては手放しには喜べなかった。

　だっておかしいじゃないか。あの学園長が、わざわざお礼まで用意して簡単な操作をやらせるだけだなんて。

「………………」

　隣を見ると、やっぱり雄二も僕と同じことに思い至ったようで、思し案あん顔がおをしていた。

「じゃあ、さっさと始めちゃいましょ」

「そうじゃな。こうしておっても始まらん」

「…………了解」

　そうやって僕らが考え込んでいる間に、既すでに召喚を始めようとしている美波たち。う〜ん……。ここはもう少し考えて、慎重に行動するべきじゃないかな……？

「三人とも。ちょっと待っ──」

「「「試サ獣召モ喚ンっ！」」」

　けれども僕が止めるより早く、三人は声を揃そろえて喚び声をあげてしまった。

　毎度お馴な染じみの幾き何か学がく模様が足元に浮かび上がり、そこから徐々に姿を現す召喚獣。だ、大丈夫かな……？

　警戒しつつ、現れた召喚獣をじっくりと観察する。えーっと……

「良かった。サイズは前のやつに戻っているみたいね」

「やはりこっちの方がしっくりくるのう」

「…………耳と尻しつ尾ぽも以前と同じ」

　三人の言う通り、見た限りは殆ほとんど見慣れた召喚獣とかわりがなかった。前の妖よう怪かい仕様も元に戻っているようで、召喚獣の見た目は特に問題なさそうだ。

「……武器を持っていない」

「服装も学校の制服みたいですね」

「装備をリセットするって言っておったからの。そのせいじゃろうか？」

　霧島さんと姫路さんも会話に加わる。

　彼女たちの言う通り、パッと見てわかる変更点と言えば、現れた召喚獣は文ふみ月づき学園指定の制服姿で、手には何も持っていないというところくらい。喚び出された召喚獣が三体とも同じ格好であるところを見ると、これが装備を設定していない時のデフォルトなんだろう。

「一応、今のところおかしな部分は見当たらないね」

「安心するのはまだ早いぞ明久。さっきのババァの話だと、変更したのは操作性の部分らしいからな。動かしてからが本番だろ」

「ふむ。ならば、早速動かしてみようかの」

　見た目の確認を終えて、秀吉が自分の召喚獣に指示を出そうとする。

　その時、




《では、明久に飛びついて驚かせてみるのじゃ》




「「「へ？」」」

　子供のような高い声が、教室に響き渡った。な、なんだ？　誰が喋しやべったんだ？

「い、今の……何かしら……？」

「小さな子の声が聞こえましたけど……」

　あたりを見回してみる限り、子供のどころか僕ら以外の人の姿はどこにも見当たらない。今の声、どこから聞こえてきたんだろ……？

「そう言えば前に召喚獣が妖怪になっておったな。そのせいで今度は心しん霊れい現げん象しようでも起こったのじゃろうか？」

「「えぇえええっ!?」」

　姫路さんと美波が揃って悲鳴をあげる。う〜ん、心霊現象ねぇ……。

「けど、おかしくない？　それだと操作性の変更とは全然関係ないじゃないか」

「だな。そうすっと、あの声は心霊現象なんかじゃないってことか？」

「…………そもそも、召喚獣と無関係かもしれない」

　なんて雄二やムッツリーニと会話をしている最中に、




《今の声はどこから聞こえてきたんじゃろうか？》




　もう一度、さっきの声が聞こえてきた。うん？　『どこから聞こえてきたん〝じゃろうか〟』って……

「もしかして今の、秀吉？」

「いや。ワシは何も喋っておらんぞ？」

　身に覚えがない、と首を振る秀吉。でも、

「今の話し方って秀吉そっくりだったような……」

　声は幼おさなかったけど、あの口調は秀吉のものだった。けど、秀吉は何も喋ってないって言ってるし──




《な、何……？　お化け……？　うぅ……怖いぃ……っ！》

《…………この声、変声期前の児童のもの》




　気が付けば、他にも次々と聞こえてくる子供の声。何だろこれ。

「ど、どこかにスピーカーでも隠してあるとか、そういうのですよねっ」

「そ、そうよっ。そうに決まってるわ」

「…………その可能性は低い」

　ムッツリーニが姫路さんと美波の言葉を即座に否定している。こういったことに関してムッツリーニがそう言うのなら、それはほぼ間違いないだろう。それに、さっきの声は僕も機械を通したものには聞こえなかったし。

　引き続き声の元を探してキョロキョロとあたりを見回す。

　すると、

「……召喚獣が喋ってる」

　霧島さんがボソリと呟つぶやいた。へ？　召喚獣が喋ってるって……




《それにしても、困ったのじゃ。今朝のことはどうしたら良いじゃろうか……》

《怖い怖い〜！　お化けとか、ウチ本当に嫌なのに〜！》

《…………この視点の低さ。悪くない》




　よく見てみると、召喚獣が口を動かしていて、それに合わせてさっきの声が聞こえてきた。

「ほ、ホントだ！　召喚獣が喋ってる！」

「へぇ〜。こりゃ面白いな」

　まじまじと召喚獣を眺ながめる。召喚獣たちはそれぞれ腕を組んだり、その場に頭を抱えてしゃがみ込んだり、低い体勢から頭上を見上げてみたりと、思い思いの行動を取っていた。

「と、とりあえず、心霊現象とかじゃないみたいね」

「はぁ……。良かったです……」

　お化けの類が苦手な姫路さんと美波が胸を撫で下ろしている。心霊現象じゃなくて一安心といったところだろう。良かった良かった。

「しかしまぁなんつーか、操作性の向上というよりは、自動化って感じだよな。これ、お前らが指示してるわけじゃないだろ？」

「…………特に何もやらせてない」

「ワシもあのような動作をさせてはおらんの」

　喚び出された召喚獣は、さっきから溜ため息いきをつく仕し草ぐさをしてみたり、胸に手を当てたり、仰あお向むけに寝転がったりしている。

　そして、




《お化けじゃなくて良かったぁ……。危うく前の肝試しのときみたいに、また眠れなくなって葉は月づきと一緒に寝なきゃいけなくなるところだったわ……》

《まさかまた近所の男子中学生に告白されるとは……。こんな話が明久たちにバレてしまえば、ワシは更に女扱いされてしまう。なんとか秘ひ密みつ裏りに断らねば……》

《…………この視点の低さなら、いつでもスカートの中を見られる……！》




　召喚獣たちは口々にそんなことを言い始めた。え……？　今のって、何……？

「美波……。今召喚獣が言っていた、肝試し以来お化けが怖くて葉月ちゃんと一緒に寝てるって話、本当なの……？」

「木下君……。ついに学校外の男の子にまで告白されちゃったんですか……？」

「ムッツリーニ……は、別にいつもどおりだな」

　僕らがそう問いかけると、三人はそれぞれ否定の姿勢で返事をした。

「な、何を言ってるのよアキ！　召喚獣が勝手にウチがまったく思ってもいないことを喋ってるだけよ！　ウチがお化けを怖がるとか、そんなのありえないもの！」《寝る時だけじゃなくて最近はお風呂も一緒かな。だって、髪洗う時怖いんだもん！》

「島田の言う通りじゃ。いくらなんでも、男のワシが近所の男子中学生に告白されるなぞ、噓うそにもほどがあるぞい」《今月はこれで三人目じゃ》

「…………スカートの中に興味なんかない」《…………スカートの中にはロマンや夢や希望があり興味は尽きない。タイト・ミニ・ロング・フレア・プリーツなど様々なスカートがありそのどれにも異なった魅力があるが、キュロットだけはスカートを名乗るべきではないと思う。あれにはあれで独特の魅力はあるものの、防御力が高すぎて──》

　語るに落ちるとはまさにこのことだろう。

《でも冷静になると、ちょっと勿もつ体たいなかったかも。意地を張らずに怖いって言って、アキに手でも握って貰もらえば》

「ちょ、ちょっとぉーっ!?　本当に何言ってんのよーっ！」

　言って欲しくないことを口にされたようで、美波が慌あわてて召喚獣に飛びかかる。けれども、美波の召喚獣はその手をひらりとかわして逃げ回ると、なぜか僕の足にしがみついてきた。この召喚獣、まさか僕を盾に──

「って、あれ？　美波の召喚獣に触さわれる……？」

　本来なら物や人に触れないはずの美波の召喚獣が、僕の足にしっかりとしがみついていた。おかしいな。召喚獣は僕の以外は人や物に触ることができないはずだけど……。

「あのババァのことだ。また細かい部分の調整に失敗したんだろ」

「ん〜……。どうも、そんな感じだね」

　雄二の言う通り、学園長がそのへんの設定に色々と手を入れて失敗したんだろう。その証拠に、テストの点数だって未だに表示されてこないし。

「そんなことどうでもいいから、とにかくその子をこっちに寄よ越こしなさいアキ！」

《やっ。ウチはアキのとこにいるっ》

　そう言って僕の足から離れない美波の召喚獣。まるで小さな子供みたいだ。

「え？　今、召喚者の意志に逆らいませんでしたか？」

「……学園長は、無意識領域の一部を読み取ると言っていた」

「なるほど。それで体面より欲求に従った行動を取るワケか」

　雄二たちが何やら難しいことを話している。無意識の行動はより本能に近いものが多く、そこから自動化のために自己を形成させたとしたら、その人格は幼よう児じに近いものになるとかなんとか……うん。何を言っているのかさっぱりわからない。

「えっと、要するに？」

「……この子たちは、幼児程度の行動原理を持ち、自じ我ががあるということ」

「つまり、本ほん音ねを喋っちゃう自分自身の子供の姿、といった感じですね」

「そっか。子供の姿か。だから美波の召喚獣はこうなんだね」

《アキ、抱だっこ》

「抱っこじゃないでしょうが！　何甘ったれてるのよ！　いいから離れなさいっ！」

《やーっ》

　美波が僕の足にしがみついている召喚獣を引きはがそうと苦労している。う〜ん。面白い光景だ。

「ま、気にしなくても大丈夫だよ美波。こういうの、慣れてるから」

「え？　慣れてるって？」

「どうしてか知らないけど、僕って昔から小さな子に好かれるんだよね」

「知能レベルが近いからだろ」

「黙だまれ雄二」

　頭を撫なでてやると、美波の召喚獣は気持ちよさそうに目を細めた。あ。こういうところ、妹の葉月ちゃんと似てる。

《あのね、あのね、アキ》

「ん？　なに？」

　くいくいとズボンの裾すそを引っ張ってくる美波の召喚獣に耳を寄せる。なんだろう？

《ウチね、いつもは酷ひどいことしてるけど、ホントはアキのことが》

「きゃぁあああああーっ！」

「ぎゃああああああーっ！」

　突然美波に腕関節を極きめられた。なにごと!?

「ちょっと、本当に何を話そうとしてんのよ!?　どうしてウチの分身なのにウチが困るようなことを言うの!?」

《アキ、大丈夫？　痛くない？　ごめんね？》

「こらっ！　ウチの話を聞きなさい！」

　できれば僕にも何が起こったのか事情を聞かせて欲しい。

《参ったのじゃ。あの少年、いくらワシが男じゃと言っても聞いてくれんのじゃ》

《──スカートの魅力はたくさんあるがその中でも特筆すべきはそこに内包される可能性つまり見えるかもしれないという希望を提供するといういわば優しさにも似た──》

「むぅ……。この召喚獣、なんとかして消したいのじゃが……」

「…………フィールドが広すぎて範囲外に出られない」

　秀吉とムッツリーニも自由に話し続ける召喚獣に困っていた。

　余計なことを言われる前に召喚獣を消したくとも、よりによってフィールドは学校全体に広げられている。これじゃあ簡単に消すことはできない。自由に行動するから目を離せないし、これはかなり厄介だろう。

「それにしてもこれは凄いな。ムッツリーニはともかく、秀吉が隠そうとしていることまでわかるなんて、なかなかできることじゃないぞ」

「そうですよね。木下君のポーカーフェイスは凄いですから」

「いやいや何を言うのじゃ雄二に姫路。ワシは常に自然体じゃと」《演技を褒められたのじゃ。嬉しいのじゃ》「……………………」

　ぴょんぴょんと跳ねて喜ぶ秀吉の召喚獣。これは面白い。ちょっと試してみよう。

「あのさ、秀吉」

「な、なんじゃ明久？」

　僕を警戒して、一瞬口ごもる秀吉。そんな秀吉には、この質問をしてみよう。

「秀吉は男子に告白されたことってある？」

「あるわけなかろう」《ここのところはほぼ毎日じゃ》

「「「毎日!?」」」

「ななななんてことを言うのじゃ！　明久よ！　今のはこやつの噓じゃからな!?　本当はワシは」《金曜日と月曜日は特に多いのじゃ》「違うのじゃ！　ワシは男に告白などされておらんのじゃ！」

　そっか。週末と週始めは更に増えるのか。道理でたまに姿が見えなくなると思った。

「あ、あれはその、きっと姉上と間違えられておるだけなのじゃ！」《宛名を何度確認してもワシの名前が書いてあったのじゃ》「だから違うのじゃー！」

　慌てて召喚獣の言葉を誤魔化そうとする秀吉。別に、その程度のことで僕らが秀吉を見る目が変わるなんてことはないのになぁ。元々、秀吉が男子にモテるって話は知ってるわけだし。

「んじゃ、今度はムッツリーニに何か聞いてみっか。ムッツリーニ、お前は──」

《…………話しかけるな。今、スカートについて考えるのに忙しい》

「…………………………すまん」

「…………っ！（ブンブンブン）」

　そっか……。いつもそんなに集中して妄想世界に入り込んでいたのか……。

　まぁ、ムッツリーニは本音を聞いてもいつもどおりっぽいからおいておくとして。

「じゃあ、最後は──」

「──島田だな」

「な、なによ」

　僕と雄二の視線を受けて、一瞬美波がたじろいだ。そして、気を取り直すように咳ばらいをして僕らに告げる。

「い、言っとくけどね！　ウチに隠し事なんて何もないんだからね！　アンタたちがいくら質問しても《実は昨日、下級生の女の子に告白されて》いやぁああーっ！」

「「「………………」」」

　まだ何も聞いてないんだけど……。美波は無意識の部分でも隠し事が下へ手たみたいだ。

「ひ、卑ひ怯きようよアキ！　そうやってウチの恥ずかしい秘密を聞き出すなんて！」

「いや。今のは美波の自爆のような……」

「問答無用よ！　いいからアンタも召喚獣を出して本音を喋りなさいっ！」

《本音？　本音って、好きな人のこと？　ウチの好きな人はね、》

「アンタは黙ってなさい！」

　召喚獣を出せだって？　いくら美波の頼みでも、そればっかりは聞けない。この状況で召喚獣を喚び出すってことは、つまりは暴ばく露ろ大会に参加するってことじゃないか。折角学園長を警戒していたおかげで危険を免まぬがれたんだ。ここはなんとしても召喚獣を喚ばずに逃げ切ろう。

「……本音を喋っちゃう、ですか……」

　なんて僕が考えている横で、姫路さんが何かを呟いたかと思うと──なぜか紙とペンを取り出して、せかせかと漢字を書いていた。何をしてるんだろう？

「あの、明久君」

「ん？　なに姫路さん」

「これ、なんて読みますか？」

「えっと、〝格かく差さ問もん題だい〟かな？」

「はい。正解です」

　僕が答えると、姫路さんは嬉うれしそうににっこりと微笑ほほえんだ。？？？　今の質問、一体何の意味が──




　ポンッ　←僕の召喚獣登場




「しまったぁあああーっ!!」

「ごめんなさい明久君っ。でも、どうしても本音で聞きたいことがあるんですっ」

　酷いっ！　なんてことをしてくれるんだ姫路さん！

「ははっ。相変わらずバカだな明久」「……雄二。〝法ほうの精せい神しん〟を書いた人は？」「モンテスキューだろ。お前はいきなり何を言って」




　ポンッ　←雄二の召喚獣登場




「しまったぁあああーっ!!」

　喚び出された僕と雄二の召喚獣。ハッ！　雄二だって人のことを言えないじゃないか！

「ナイスよ二人とも！　さぁアキ、答えなさい！　アンタの好きな人は？」

《あのねあのね、ウチが好きなのはね》

「アンタは言わなくていいの！　さぁアキ、答えなさい！」

「あ、明久君っ！　私も知りたいですっ！」

「……雄二。私のことをどう思っているのか、聞かせて欲しい」

　女子陣の視線が僕らの召喚獣に集まる。その視線を受けて、僕らの召喚獣は

《バカ明久！　お前の名前のせいで喚び出しちまっただろうが！》

《アホ雄二！　人の不幸を笑うからそんな目に遭うんだ！》

　取っ組み合いの喧けん嘩かをしていた。ああ、僕らの本音ってこれなのか。

「明久！　テメェの名前のせいで召喚されちまったじゃねぇか！」

「何を言ってるのさ！　元はと言えば雄二が脱走に失敗するからこんなことになったんだろ！」

　ちなみに本体同士も喧嘩をしていたりする。

「あの、明久君っ。坂本君のことじゃなくて、好きな人について考えてみて下さいっ」

「そうよアキ！　人のだけ聞いておいて自分は逃げようなんて許さないんだから！」

「……雄二。本当の気持ち、聞きたい」

《ムキー！　雄二のアホー！》

《うぎー！　明久のボケー！》

「くたばれ雄二！　責任を取れ！」

「死ぬのはお前だ明久！　地獄に落ちろ！」

「明久君っ」

「アキッ！」

「……雄二……！」

　なんてことをやっているところに、

「皆お待たせー。って、なになにー？　なにか面白そうなことやってるねっ。ボクも混ぜてよっ」

　部活を終えた工く藤どうさんが遅れて合流してきた。

　どうしよう。なんか、嫌な予感しかしないんだけど……。




　　　　　☆




「へぇ〜。本音を喋る召喚獣か〜。面白そうだねっ」

「「「全然面白くないっ！」」」

　事情を聞いた工藤さんは、楽しげにそう言った。工藤さんは自分が喚び出していないからそうやって面白がれるんだっ。

「じゃあ、ホントに本音を喋るのか、確かめてみようかな〜」

「「「…………っ（ササッ）」」」

　ターゲットにされまいと、咄嗟に全員が目を伏せる。

　そんな中、工藤さんはゆっくりと相手を選んで声をかけた。

「ムッツリーニ君」

「…………（ビクッ）」

「ボク、ちょっとキミに聞かせて欲しいことがあったんだよね〜」

　工藤さんがムッツリーニを見てにやぁ、と笑みを浮かべる。よしっ。とりあえず被害は免れた！

「ねぇムッツリーニ君。一つ聞かせて欲しいんだけど」

「…………こっちは話すことなんか──」

《…………エロの話なら大歓迎》

「──何もない」

　早速召喚獣がムッツリーニとは真ま逆ぎやくの発言をしている。大丈夫だろうか。

　なんていうこちらの心配をよそに、工藤さんがムッツリーニの目を覗のぞき込こんで、悪いた戯ずらっぽく問いかける。

「あははっ。そういう話もいいけど、今ボクが聞きたいのはちょっと違うんだよね〜。……ねぇ、ムッツリーニ君」

　相手に考える時間を与えるためか、一瞬間を開けて言葉を続ける工藤さん。

「いつもは『興味ない』って言ってるけど──ホントはボクに、興味があったりしない？」

　そう工藤さんが問いかけると、ムッツリーニはフッと小さく笑ってから答えた。

「…………何をバカなことを」

《…………スパッツの中はどうなっているんだろう》

「…………っ!!（バシバシ）」

《…………痛い》

　思わず本音を喋ってしまった自分の召喚獣を叩くムッツリーニ。

　まぁ別に、ムッツリーニが強がっていても本当は工藤さん（のスカートの中）に興味がある、なんてことは今までのアイツの鼻血を見たら充分にわかることなんだけどね。

「あははっ。本当に喋るんだね。面白〜い」

「…………面白くない……っ！」

《…………スパッツの中、見たい》

「…………っ！（バシバシ）」

《…………叩かないで欲しい》

「あははははっ」

　それはそれとして、工藤さんはとても楽しそうだ。













「じゃあ、もうちょっと遊んでみようかな〜？」

「「ん？」」

　今度はムッツリーニから視線を動かし、僕と雄二を見る工藤さん。なんだ？　僕らに何をする気なんだ？

「ねぇ、吉井君、坂本君」

　僕らの名前を呼びつつ、工藤さんはなぜか自分のスカートの裾をつまんだ。

「スパッツだからつまらないかもしれないけど──」

　またもや相手が考える為の間を取る工藤さん。な、何を……？

「ボクのスカート……めくってみる？」

　そう言って、工藤さんはピラピラとスカートの裾を上げ下げした。スカートをめくってみるかって？　ははっ。まったく、突然何を言い出すのかと思えば。

「何を言ってるのさ工藤さん。僕はそんな《めくらせて下さい》いやらしい人間じゃないよ」

「そうだぞ工藤。俺たちをからかっても《待て明久。俺が先だ》無駄だからな」

「アキ。ちょっとこっち来て」

「明久君。お話があります」

「……雄二、おいで」

　なぜだろう。臨りん死し体たい験けんの予感。




　〜〜しばらくおまちください〜〜




「まったく、覗きや本の没収で少しは懲りなさいよね。そうやっていやらしいことばかり考えてると、また問題になっちゃうんだから。ね、瑞希？」

「え？　そ、それはその、えっと……いやらしいことは年頃だから仕方がないかもしれないですけど……。と、とにかく、愛あい子こちゃんをそんな目で見るのはダメですっ！　あんまりそういうことを考えると、私も美波ちゃんと一緒にお仕置きをしちゃいますからねっ」

「……雄二。浮うわ気きは許さない」

「「肝きもに銘めいじておきます」」

　雄二と二人で額ひたいを畳たたみにすりつけて謝る。

　ぐぅぅ……っ！　美波の関節技と姫路さんのお小言で全身と心が痛い……！

「ごめんねムッツリーニ君、吉井君、坂本君。ちょっとからかっちゃった」

　そんな僕らに工藤さんが手を合わせて謝った。

「…………俺は工藤に興味なんかない」

「本当だよ。酷いよ工藤さん」

「ちょっとは自じ重ちようしてくれ」

「うん。からかって噓なんかついちゃってゴメンね」

「反省してるならいいけど──ぅん？　噓？」

　噓ってなんのことだろう。

「そう。ボク、噓ついてたんだ。ホントは、ボク──」

　ギリギリまでスカートを持ち上げて、工藤さんが告げる。

「──今日、スパッツ穿はいてないんだ」

《…………っ!!（ガタッ）》

《…………っ!!（ガタッ）》

《…………っ!!（ガタッ）》

「「これは違うんだぁーっ！」」

「「「いいからこっち来なさい」」」




　〜〜しばらくおまちください〜〜




「やべぇ……。意識が朦もう朧ろうとしてきた……」

「まずいね……。僕も指先が少し震えてきたよ……」

　畳に倒れ込んだままでの雄二との会話。起き上がれるほど体力が回復するにはもう少し時間がかかりそうだ。

「……雄二。私だってスパッツを穿いてない」

「アキってば。どうしていっつもそんなにいやらしいことばかり考えるのよ」

「明久君っ。ちゃんと反省して下さいっ」

　倒れている僕らに女子勢が言う。うぅ……。そんなことを言われても……。

「…………（ぐったり）」

　ちなみに、ムッツリーニは鼻血で倒れて動かない。そのおかげで折せつ檻かんを逃のがれられるのだから、ある意味羨ましい状態かもしれない。

《アキのバカっ。すけべっ》

　それと、僕の背中の上では美波の召喚獣がぴょんぴょんと跳ねていた。流石美波の古典の点数だ。全然痛くない。これくらいなら怒られても怖くないんだけどなぁ……。

　徐々に感覚を取り戻していく自分の身体に活を入れていると、さらに工藤さんが僕らに話しかけてきた。

「それとね、三人とも。今朝ボクちょっと寝坊しちゃって、ブラをする時間が」

「「もう勘かん弁べん《《《ブラがどうしたっ!?》》》して下さいっ！」」

　ああっ！　意識ではダメだとわかっていても無意識が正直な反応を！

　迫り来る折檻の恐怖に怯えている中、まずは霧島さんが雄二に歩み寄った。これでアイツは本日三度目のお仕置きか……。もう流石に生きていられないだろう。さようなら雄二。あの世でまた会おう。

「……雄二」

「ち、違うぞ翔子！　これは男として仕方のない反応で」

　手をバタバタと振って無駄な弁解を試みる雄二。すると、そんな雄二に霧島さんは更に一歩近付いて、

「……えい」

「んぉっ!?」

　いきなりその頭を胸の中に抱きかかえた。なにぃっ!?　あの野郎！　なんて羨うらやましいことを！

「……嬉しい？」

「ば、バカを言え！　こんなのが嬉しいわけが《イィィヤッホォォー！》あるかぁああああ──っ!!」

　力の限りに叫び声をあげて召喚獣の声を打ち消そうとする雄二。

　霧島さんはそれを聞くと嬉しそうに笑みを浮かべて、更にぎゅっと雄二の頭を抱いた。

「……じゃあ、もう少しこうしててあげる」

「何を言ってやが《キャッホォオー!!》放せぇええええーっ！」

　腕の中から抜け出そうと暴れる雄二。

　まったく。アイツは本当にひねくれてるなぁ。素直に喜べばいいのに。

《いいなぁ雄二！　羨ましいっ！　羨ましいよっ！》

　見てご覧。僕の召喚獣なんてこのざまだよ。

「明久君っ。翔子ちゃんもそういう目で見ちゃダメですっ」

「アキ。まだ反省が足りていないみたいね？」

　そして僕自身も、このざまだよ。




　　　　　☆




「明久君が異性に興味があるのは嬉しいですけど、翔子ちゃんや愛子ちゃんをそういう目で見るのはダメです。玲あきらさんに怒られちゃいますし、そうじゃなくても最近はそういったＨなことで問題ばかり起こしているんですから」

「はい……。ごめんなさい……」

　姫路さんのお説教を正座で聞く。本当は美波も一緒にお説教をしようと姫路さんの隣にいたんだけど、雄二たちの姿を見て召喚獣が《ウチのちっちゃな胸でも喜ぶのかな？》なんてことを喋りだしたら、慌てて離れていった。さっきあんなに雄二（の召喚獣）が喜んだのは、胸の大きさというよりは相手が霧島さんだったからだと思うけどなぁ。

「だいたい、そういうことに興味があるのなら、まずはちゃんとお付き合いする相手を見つけるべきなんです。物事には順序というものがあってですね、」

　腰に手を当てて僕を叱る姫路さん。姫路さんは真剣に怒っているのかもしれないけど、その仕草はどこか愛嬌があって、とても可愛らしかった。

「……明久君、聞いてますか？」

「は、はいっ。勿論っ」

　っと、まずい。きちんと話を聞かないと。怒られているのに、その相手を可愛いと思っているだなんてバレたら

《怒ってる姫路さん可愛いねっ。今日は痛いお仕置きもされないし》

「のぉおおーっ！」

「あ、明久君っ!?」

　バレたらまずいって言ってるのにこのバカ召喚獣！　折角お仕置きをされていないのに、今ので考え直されたらどうしてくれるんだ！

「………………」

　恐る恐る、姫路さんの様子を窺う。

　姫路さんは、怒りつつも嬉しそうという器用な表情をしていた。女の子としては可愛いという言葉は嬉しいけど、怒っている最中に言われるのは複雑、とかそういった感じだろうか。とりあえず、お仕置きがなければいいんだけど……。

「（コホンッ）と、ところで明久君っ」

「な、なにかな姫路さん」

《やっぱりお仕置きされるの？》

　なぜか身を乗り出してきた姫路さんに、思わず一歩引いてしまう。

「いえ、そうじゃなくて……。その、突然ですけど──あ、明久君は……好きな人はいますかっ!?」

「ほぇ？　急にどうしたの？」

《ほぇ？　急にどうしたの？》

　一瞬話についていけなくなる。

　姫路さんは突然何を言っているんだろう。

「……改めて知りましたけど、明久君ってこういう時、本当に質問を理解していないんですね……」

《どうしてこの状況で急に好きな人なんて聞いてきたんだろう？　もしかして、最さい期ごに僕の好きな人に思いを伝えてあげるから、安らかに眠れっていうことかな？　そう言えば、先週見た映画でそんなシーンがあった気がする。死にかけの戦友の手を握って、遺ゆい言ごんを聞くところ。あの時はそのあと、火を点つけたタバコを口にくわえさせて貰って、戦友はゆっくりと天に召されていたっけ。ってことは、この後僕はタバコを吸うことになるのかな。未成年だけど、大丈夫なのかな……？》

「あの、姫路さん。僕はまだ成人してないんだけど……」

「しかも、壮絶に明後日あさつての方向に勘違いしていますし……」

　困った。学校で喫きつ煙えんなんてしたら停学は確実なのに。




《アキはウチと両想いなのかな？　気になるね？》

『こらぁーっ！　ちょっとアンタは黙りなさいーっ！』

《やーっ》

『やーじゃないのっ！』




　少し離れたところで美波が自分の召喚獣と格闘している。大変そうだなぁ。

「そうじゃないですよ明久君。私が聞いているのは、純粋に、今明久君に好きな人がいるのかいないのか、ってことだけです」

　姫路さんが改めて僕に問いかけてくる。死の宣告じゃなかったのか──って、僕の好きな人？　うーん……。そういうことは、あんまり人前で口にするものじゃ

《えっとね。僕が好きなのはね、》

「飛んでけボールのように！」

《ふぎゃぁーっ》

「ああっ。小っちゃな明久君がっ」

　余計なことを言われる前に自分の召喚獣をゴミ箱に蹴り込む。フィードバックで身体が痛むけど、なんとか秘密の漏ろう洩えいは防げた。危ない危ない。

「ダメですよ明久君。いくら自分が相手だからって」

《痛かった》

「よしよし。痛いの痛いの、飛んで行け〜」

　姫路さんがゴミ箱から僕の召喚獣を取り出して、頭を撫でている。ええい！　甘ったれるな僕の召喚獣！

「……雄二。雄二はどう？　私のこと、好き？」

「ふん。くだらねぇ。そんな質問に答える義務は」

《俺？　俺は勿論──》

「唸うなれ俺のハリケーンシュート！」

《みぎゃぁーっ》

「……雄二、酷い」

　向こうは向こうで苦労しているようだ。

「あの、明久君」

　雄二の方を見ている間に、姫路さんが僕の召喚獣を抱きかかえて戻ってきた。

「………………（ジーッ）」

「？？？　どうかしましたか、明久君？」

「い、いや。別になんでもないよ」

　慌てて手を振って誤魔化す僕。

　姫路さんが戻ってきた。それはいい。──問題は、彼女が僕の召喚獣を大きな胸の前でギュッと抱きかかえていることだ。微かにさっきから後頭部にふわふわした感覚があるんだけど、これってまさか──

「って、違う！　さっきいやらしいことを考えちゃダメだって叱しかられたばかりなのに、すぐにそんな不純な気持ちを抱くほど僕はいやらしい人間じゃ」

《おっぱいが柔らかくて気持ちいい》

「行くぞ！　次は焼しよう却きやく炉ろだ！」

「あ、明久君っ!?　いくらなんでも外に蹴り出すのはやりすぎですよ!?」

　姫路さんが僕の召喚獣をかばうように更に強く抱きしめる。おのれ！　そこで嬉しそうに顔を綻ほころばすな僕の召喚獣！

「それより明久君。さっきの質問なんですけど」

「──さっきの質問？」

「はい。明久君の……好きな人は」

　く……っ！　まだその話を続ける気なのか……！　できればこんなことはしたくなかったけど……そこまで引っ張るのなら仕方ない。姫路さん自身にも同じ責め苦を味わってもらおう。やっぱり苦労は皆で分かち合うもんだよね！

　召喚獣が何かを言うより先に、僕自身が急いで返事をする。

「えっと、僕の好きな人はね」

「は、はいっ。明久君の好きな人はっ」

　ずずい、と身を乗り出してきた姫路さんに対して、

「──Ｇクラスにいる、左さ門もんさんかな」

　僕はそうやって勿体つけてから、はっきりとその名前を告げた。

「……え？　さ、左門さん？　誰ですか？　そんな人、聞いたことも……。それに、Ｇクラスなんてうちの学校には──あっ！」




　ポンッ　←姫路さんの召喚獣登場




「さぁこれで条件は五ご分ぶ五ご分ぶだよ姫路さん！　好きな人の話を続けようじゃないか！」

「ず、ズルいです明久君っ！　好きな人の名前で騙だますのは反則ですっ！」

　これなら一方的に質問されることはない。姫路さんにも僕らと同じ土ど俵ひように上がってもらおうじゃないか！

「ふふっ。いらっしゃい瑞希。存分に本音で語り合いましょ……？」

　いつの間にか近くに来ていた美波が姫路さんの肩に手を置いて微笑む。うんうん。本音で語り合える仲間が増えるのは喜ばしいことだよね。

「だ、大丈夫ですっ。私には隠し事なんて」

《実は、さっきから明久君がＨなことを考えてもお仕置きをしていないのは、私もたまにヘンなことを考えちゃうからで》

「いやぁああーっ！」

　大慌てで自分の召喚獣の口を塞ふさごうとする姫路さん。ようこそこちら側へ。

「甘いわね瑞希。隠し事のことなんて考えるから逆に召喚獣が口にしちゃうのよ」

《ウチもね、ぬいぐるみと机の上にアイツの写真を飾ってあってね、》

「こんな風にぃーっ！」

　美波も姫路さんと同じように飛びかかる。愚おろかな……。隠し事について考えたりするからそんな目に

《隠し事？　隠し事って、僕が洗濯籠の下に隠しているＨエツチな本の》

「でぇやぁああーっ!!」

《ふぎゃぁー》

　自分の召喚獣をゴミ箱にダンク。フィードバックなんか気にしてられるかぁーっ！




　　　　　☆




　〜〜同時刻、別の場所〜〜




「あ、あのっ、久く保ぼ君っ」

「うん？　えっと、キミは……」

「私、Ｅクラス代表の中なか林ばやしって言いますっ」

「そうか。こんにちは、中林さん。僕に何か用かな？」

「えっと、なんて言ったら良いのかな……。私、久保君に聞いてもらいたいことがあって、毎日ずっともやもやした気持ちで一杯で……。ううん、もやもや、じゃないかな。哀しみ？　切なさ？　悶もん々もん？　とにかく、上手く言えないけど、どうしても伝えたいことがあって、ずっと苦しくて……。あの、久保君。今忙しい、かな……？」

「いや。時間なら大丈夫さ。問題ないよ」




　ポンッ　←久保＆中林の召喚獣登場




《実は私、Ａクラスの久保君のことがずっと気になって……。運動ばっかりやってるせいかな。あの知性の光る目がすごく好きで──私と付き合って欲しいのっ》

《どうして吉井君はあんなにも無防備で愛らしいのだろう。あのバカな行動。あのバカな発言。あのバカな仕草。全てが愛いとおしい》




「「………………」」




「……中林さん」

「……はい」

「………………すまない」

「こんな屈くつ辱じよく的てきな振られ方はいやぁああーーっ!!」




　　　　　☆




「「どぉりゃぁああーっっ!!」」

《《にぎゃぁああーっ》》

　雄二とハモるように、それぞれの召喚獣をゴミ箱に蹴り込む。この作業、もう何回目だか覚えてもいないほど繰り返している気がする……。

「はぁ、はぁ、はぁ……。今日はなんてハードなんだろう……」

「まったく、だ……。実体化した召喚獣が、ここまで厄やつ介かい、だとは……」

「雄二なんか、まだ、いいよ……。僕なんて、フィードバックまで、あるんだから……」

　流石に召喚獣は生身で相手をするにはタフ過ぎる。しかもこういう時に限って、いくら攻撃しても召喚獣の点数は減らないし……。まさか、これもババァの仕組んだ罠かっ！

「……そろそろ雄二は諦あきらめて正直に本当の気持ちを聞かせてくれるべき」

「ボクは吉井君の色んなヒミツを聞きたいな〜。誰かさんたちの為にも、ね♪」

「「誰が聞かせるかっ！」」

　自分の召喚獣を喚び出していない霧島さんと工藤さんは余裕の表情だ。いや、この二人は喚び出していても余裕な気がしなくもないけど。

「工藤さんっ。工藤さんは僕なんかのところより、ライバルのムッツリーニのところに行くべきなんじゃないかな！」

「ん〜……。そうしたいのはやまやまなんだけどね。ムッツリーニ君はあんな感じだから──」




『…………エロなんて興味はない』

《…………興味津々》

『…………スカートなんてどうでもいい』

《…………どうでもよくない。凄く大事》

『…………どうでもいいんだ……っっ!!』

《…………違う。大好き》




「──あんまりいつもと変わらないんだよね〜」

「う……。ズルい……」

　工藤さんの言うとおり、リアクションが鼻血から召喚獣に変わっただけだから、確かにいつもの姿と大した違いがない。からかうには若干物足りないというのも頷ける。

「そ、それなら、えっと──」

　とにかく僕から離れてもらおうと、周囲を見回して皆の様子を確認してみる。他の皆はどうしているかというと──




『あ、明久君っ！　絶対にこっちに来ちゃダメですからねっ!?』

『声を聞くのもダメよ！　あっち向いてなさい！』

《でも、他の人をそういう目で見るのは困るんですっ！　だからお仕置きはしないけど、お説教はしてたんですっ！》

《あ！　それはウチも同じっ！　許せないよねっ！》




　姫路さんと美波は、少し離れたところで自分たちの召喚獣のお喋りを周囲に聞かれまいと必死にガードしていた。こっちも極力話を聞かないようにしてるけど──たまに聞こえる〝お仕置き〟〝Ｈな話〟〝抱き枕〟という単語が妙に気にかかった。

「残念でした。瑞希ちゃんや美波ちゃんのヒミツは、お泊まり会とかで聞いちゃってるもんね」

　工藤さんがちっちっち、と指を振る。く……っ！　やっぱり姫路さんたちのところには行ってくれないか……！

「それじゃあ雄二で」

「ふざけんなっ！　翔子一人でも手に余るってのに！」

「ん〜……。坂本君は、代表の管かん轄かつだからダメだよ」

　雄二もダメか。となると、あとは秀吉なんだけど……

「あれ？　そう言えば、さっきから秀吉の召喚獣の声が全然聞こえてこないね」

「ん？　そう言やそうだな。不公平じゃねえか」

　考えてみれば、さっきから秀吉も、秀吉の召喚獣も、全く声が聞こえてこない。どうなっているんだろう？

「んむ？　なんじゃ二人とも。ワシを呼んだかの？」

　そうやって名前を呼んでいると、離れて静かに座っていた秀吉が目を開けた。一応、この場には居たようだ。その割には随分と静かだったけど……

「木下君、寝てたの？」

「いや。流石にこんな中ではいくらワシでも寝られんぞ、工藤」

　確かに、この状況で寝ていられるのは余程の大物かバカだろう。

「妙なことを口走られては困るからの。修しゆ行ぎよう僧そうになった気持ちで、瞑めい想そうして気分を落ち着かせておったのじゃ」

《………………》

　秀吉の召喚獣が本人の隣でちょこんと座ざ禅ぜんを組んで、目を閉じている。

「へぇ〜。そうするとおとなしくなるのか〜」

「そうか。意識を空っぽにしたらいいってわけだな」

「うむ。どうやらそのようじゃ」

　召喚獣のすました顔が背伸びをしている子供みたいで可愛い。

　なんて思っているところに、

「……雄二と吉井の召喚獣を連れてきた」

「「[image: ]？」」

《痛かった》

《ひどい目にあった》

　霧島さんが僕と雄二の召喚獣を両手に抱きかかえて戻って来た。しまった！　いつの間に!?

「しょ、翔子！　そいつをこっちによこせ！」

「お願い霧島さん！　僕の召喚獣を返して！」

「……ダメ。渡したら、二人ともまた邪魔をするから」

　僕らに渡すまいと、召喚獣を抱いたまま工藤さんの後ろにまわる霧島さん。まずいまずい……！

「これでようやくちゃんと本音が聞けるねっ。吉井君。好きな人はいないのかな〜？」

「……雄二。本当の気持ちは？」

　満を持して、僕らに質問をしてくる工藤さんと霧島さん。僕らは頑なに口を閉ざしているけど、

《《好きな人？　それは──》》

　意思に反して、召喚獣はその質問に答えようとしていた。く……！　こうなったら、秀吉の方法を試してみるしかない……っ！

　大急ぎで畳の上で座禅を組む僕と雄二。瞑想、瞑想……。

《《………………》》

　すると、僕らの召喚獣は口をつぐみ、黙ってその場で座禅を組み始めた。おおっ。効果ありだ！

「あれ？　吉井君？」

「……雄二。返事は？」

《《………………》》

　召喚獣は沈黙を保っている。よしっ。これならいけるっ。




『見て下さい美波ちゃん。瞑想をしたら大丈夫みたいですよっ』

『ホント!?　じゃあウチらも真似しましょ！』




　目を閉じているからわからないけど、姫路さんと美波が僕らのところにやってきて、同じように瞑想を始めたような気配が伝わってくる。そっか。二人も僕らと同じように座禅を始めたのか。そっかそっか──って座禅っ!?　そ、そんなことになっているのなら……

《スカートで座禅っ。見たいっ。見たいっ》

「しまったぁああーっ！　邪じや念ねんがぁああーっ！」

　元気に跳ね回る僕の召喚獣。くそぉっ！　お前はなんて正直者なんだ！

《なんだとっ！　スカートで座禅だとっ!?》

《…………俺も見る……っ》

「「邪念がぁあーっ！」」

　あ。僕だけじゃないみたいだ。

「あ、明久君……？」

「アキ……。アンタ、またそうやっていやらしいことを」

「ち、違うんだ！　誤解だよ！　そうじゃなくて僕は《なんだー。二人とも座禅じゃなくて正せい座ざじゃないかー》ごめんなさい！　いやらしいことを考えてました！」

　くそぉお……っ！　本音がダダ漏もれだ……っ！

「……雄二。浮気は許さない」

「ち、違うぞ翔子！　俺は別に《スカートで座禅なんて言われたら反応するのが男の本能だよなー》ぐおぉおおっ！　明久ぁああっ！　テメェが余計なことを言うから連想しちまっただろうがぁああっ！」

　なんという恐ろしい状況。一瞬の邪念が命取りになる。瞑想、瞑想、

《んっと、今日の私の下着はピンクだったよね？》

《ウチはみずいろだよ〜》

「「いやぁああああーっ！」」

　瞑想瞑想瞑想瞑想瞑想瞑想瞑想瞑想瞑想瞑想瞑想瞑想……っ!!　消えよ邪念！　失うせよ煩ぼん悩のう！　ババァの裸を思い出せ……っ！

《うぇぇ……。なんか、気持ち悪い……》

　一瞬具合が悪くなったけど、なんとか邪念は消え失せてくれたようだ。よしよし。このまま瞑想を続けよう。

《《《………………》》》

　しばらくすると全員が落ち着きを取り戻し、再び静せい寂じやくが教室に訪れた。良かった。




『ねぇねぇ、吉井君』




「………………」

　目を閉じている向こうで工藤さんが呼びかけてきているけど、僕は瞑想状態を崩さずにジッと座禅を組み続ける。外界の情報を遮断するんだ。




『ん〜。なんか、静かになっちゃったね』

『……困る。雄二の気持ち、聞きたいのに』




　安全地帯の二人の呟き。悪いけど、ここから先は面白いことなんか起きやしない。ただひたすらタイムアップを目指すだけだ。




『あ。そう言えばボク、さっきこの教室に入ってくる前、学園長先生に会ったんだけど』

『……うん』

『その時、全員の動きがなくなったら使うようにって渡されたものがあったんだよね』

『……渡されたもの？』

『そ。この箱なんだけど。なんか、ここから一枚ずつ取り出して、それを読み上げなさいって』




　薄うす目めを開けて見てみると、工藤さんが小さな箱を四つ取り出していた。あれはなんだろ──いやいや。それよりも瞑想だ。無む心しんに、無心に……。




『……三枚のカード……連想ゲーム？』

『よくわかんないけど、そういうことかなぁ。まぁ、とりあえずやってみよっか。えっと、まずは一枚目。はい』

『……〝しましま〟？』

『はい、二枚目』

『……〝ピンク〟』

『はい三枚目』

『……〝みずいろ〟』

『この三つから連想されるものか〜。なんだろうね？』

『……難しい』




《《《パンツ!!》》》




　ダメだ、落ち着け僕。これは敵の罠わなだ。とにかく今は無心状態を保つように心がけるんだ……！




『じゃあ、次いくね。一枚目はこれだよ』

『……〝浴ゆ衣かた〟』

『二枚目はこれね』

『……〝メイド服〟』

『それで三枚目』

『……〝セーラー服〟』




《《《木下秀吉っ！》》》

《《《吉井明久っ！》》》

「待って！　どうしてその連想で僕と秀吉が同数なの!?」

　納なつ得とくいかない！　可愛い格好と言えば秀吉なのに三対三の同数だなんて──ぅん？　三人？　三人って、姫路さんと、美波と、あと一人は……

「まさか、秀吉まで僕をそういう目で……？」

「んむ？　何を言っておるのじゃ明久。ワシが友人をそんな目で《女装と言えば明久しかおらんのじゃ》見ておるはずがなかろう」

　恐ろしい……。今秀吉は顔色一つ変えずに堂々と噓を言い切った。これが、演劇バカの実力というものか……！

《違うよ秀吉。さっきので僕が連想したのは女装じゃないよ。あのラインナップは秀吉の私服じゃないか》

「明久よ。お主、ワシをどんな目で見ておるのじゃ……！」

　く……！　油断した！　また本音が漏れている！




『更にもう一回。はい』

『……〝いやらしいこと〟』

『二枚目ね』

『……〝囁きかける〟』

『三枚目っと』

『……〝吉井に〟』




　どうして僕!?　なんでこういう時はいつも標的が僕なの!?

　いや待て、落ち着くんだ。こんな時こそ気持ちを乱しちゃいけない。瞑想瞑想……。




『そっか〜。吉井君にいやらしいことを囁くのか〜。んふふ〜。これ、ボクがやってみてもいい？』

『……うん』

『ありがと、代表』




　誰かが──というか、工藤さんが僕のすぐ傍にやってきた気配が伝わってくる。彼女は僕の耳元に口を寄せると、小さく息を吸って囁きかけてきた。




『ねぇ、吉井君』




　何かを連想させるような、妙に艶いろっぽい声。

　ぐ……！　工藤さんが妙にノリノリだ……！　耐えろ、耐えるんだ僕。これには命が懸かっていると、自分に言い聞かせるんだ……！

《明久君っ。愛子ちゃんにいやらしいことを考えちゃダメですからねっ》

《アキっ。おかしな反応したら、許さないからねっ》

　言い聞かせると言うか、実際に懸かっていた。

「………………」

　心を無にして、ひたすら時間の経過を待つ。

　工藤さんはそんな僕の抵抗を楽しむかのようにたっぷりと間を取ると、耳元で息がかかるように呟いた。




『……………………○▲×□の……△●※■』




「へ？」

　聞き慣れない単語に、思わず疑問の声が出てしまう。

　○▲×□？　△●※■？　なんだろそれ？

《？？？》

　召喚獣も座禅の姿勢のまま首を傾げている。

　工藤さんの言った単語の意味がよくわからない。それって一体なんなんだろう。




『…………○▲×□の△●※■だと……っ！（ブシャァアアアッ）』

《…………○▲×□の△●※■だと……っ！（ブシャァアアアッ）》




　どこかのバカは召喚獣と一緒になって鼻血を噴いていた。アイツがああなるくらいなのだから、何かよほどいやらしい単語なんだろうけど……僕には意味がさっぱりわからないのでなんともなかった。




『あれ？　吉井君、なんともないの？』

《？　意味がわかんないよ》

『…………むー…………』




　そんな僕のリアクションが気に入らないのか、工藤さんが平然としている召喚獣を前に、むくれている気配がする。残念だったね工藤さん。プライドを傷つけちゃったみたいだけど、ここは僕の勝ちのようだ。諦めて元の位置に戻って──




『──ふーっ』

「ひぁああああああっっ!?!?!?」




　なんて考えていたら、突然耳に妙な感触が。

　何!?　何をされたの!?　今の感覚は一体何なんだ!?

「工藤さん!?　今もしかして僕の耳に息を」

《なんか、耳や背中がヘンな感じ》

「さぁ。なんだろね〜」

「あ、愛子ちゃんっ！　ダメですよっ！　明久君にそういうことをするのは《さっきの明久君の声、可愛かったですっ》きゃぁああ──っっ！」

「そうよっ！　アキにそういうのは《アキって耳や首が弱いのかな》いやぁああーっ!!」

「ほらほら皆。そんなことより瞑想しなくていいのカナ〜？」

「「「ぅぐっ」」」

　召喚獣がまた何かを言い出しそうになったので、慌てて目を閉じて心を落ち着かせる。

　けど、

《………………（ひしっ）》

《………………（ひしっ）》

　姫路さんと美波の召喚獣が僕の頭に両側からしがみついてきていて、首がやたらと辛かった。一応守ってくれてるつもりみたいだけど、瞑想に集中しにくい……。




『うん。これで少しスッとしたかな』

『……愛子。あんまり吉井を苛いじめない』

『はーい。じゃあ、最後にもう一回やって終わろっか。はい一枚目』

『……〝あなたの〟』

『はい二枚目』

『……〝本当に〟』

『三枚目』

『……〝好きな人〟』




《《《えっと、それは》》》

「「「どぉりゃぁあああーっっ!!」」」

　気が付けば、姫路さんや美波や秀吉までもが、耐え切れずに自分の召喚獣をゴミ箱に叩き込んでいた。




　　　　　☆




「もうダメだ……。フィードバックで体中が痛い……」

「俺もこんなに疲れたのは久々だ……」

「…………キツい……」

「流石にワシも疲れたぞい……」

「はぅ……。このままだと、いずれ変な勢いで告白する羽目になっちゃいます……」

「ウチも、こんなことで告白するなんて、絶対に嫌なのに……」

　皆の口から弱音が漏れ始める。

　解放されるまではまだまだ時間があるし、どうしたらいいんだろう……。

「というか、なんで俺たちがこんな目に遭わなきゃならねぇんだ」

「まったくじゃ。理り不ふ尽じんにも程があろう」

「だよね。僕らがこんな酷い目に遭うなんて、一体誰が原因なんだろう」

「そうよ。誰が元げん凶きようなのよ」

「えっと、誰って言いますと──」

　ふと、全員の頭にとある人物の姿が思い浮かぶ。

　白髪で、口が悪くて、こういうことになると知っていながらも僕らに召喚をさせた、諸しよ悪あくの根こん源げんである老ろう婆ばの姿が。




《《《………………》》》




　ガラッ　ザッザッザッザ




　すると、全員の召喚獣がドアを開けて教室から出て行った。

　ああそっか。皆同じ結論に辿たどり着ついたのか。

「まぁ、そりゃそうだよな」

「人を実験台にしておいて、自分だけ無事でいようなんていうのが甘いよね」

「因いん果が応おう報ほうじゃな」

「…………当然の報むくい」

「ま、そう簡単に許せることじゃないわよね」

　皆でうんうんと頷き合う。なんだ。最初からこうすれば良かったのか。




　数分後、階下からは老婆のしわがれた悲鳴のようなものが聞こえてきたけど──それはきっと、召喚獣が暴走したせいだろう。システムの暴走が原因なんだから、僕らには何の責任もないよね。




















































　数日前に行われた体育祭。

　その中の種目の一つ。召しよう喚かん獣じゆう野球で、僕らは死力を尽くして戦った。

　ある時は福ふく村むら君が姫ひめ路じさんの敬けい遠えん球きゆうに倒れ、またある時は福村君が高たか橋はし先生の打球に倒れ、またある時は福村君が高橋先生の打球に倒れた。

　戦友の犠ぎ牲せいを礎いしずえに、手に入れた勝利。

　しかし、その勝利すらも──僕たちにとっては、一つの試練でしかなかった。





「アキくん。これは何ですか？」




　家のリビングで、姉さんが学校から送られてきた小こ包づつみを前に僕に尋たずねる。

　僕は極力相手の目を見ないようにしながら、小声で答えた。

「………………少し、いやらしい参考書です」




　本当に──これはまた、大した試練だ。




「そうですか。では、こちらは何ですか？」

「………………ちょっと恥ずかしい参考書です」

「そうですか。では、こっちは？」

「………………大人の階段を上るための参考書です」

　問答を繰り返すと、徐々に姉さんの表情に柔らかな笑みが浮かび始めた。

　傍はたから見れば穏おん和わで怒っているようには全く見えないけど、弟である僕にはわかる。あれは攻撃色だ。これ以上余計な刺激を与えると、一気に僕の命を刈り取りにくる。ここは大きなターニングポイントと言えるだろう。

「………………」

　少し思案する。こういう重大な判断を迫られる時、思わず誰かに相談したくなる。誰か相談相手がいてくれたらいいんだけど……。

『そういうことなら、俺が話を聞いてやろうか？』

　おや。僕の中の悪あく魔まじゃないか。久しぶりだね。相手が悪魔というのが不安だけど、この際それでもいいから相談を──

『待ってよ。悪魔が嫌なら、天てん使しの僕に』

　そぉい!!

『うぉっ!?　出てくるなり天使がペットボトルロケットのように空の彼方へ!?』

　僕の中の天使。キミには二度と出てくるなと警告しておいたはずだ。

『と、とにかくだ。今相手は興奮状態一歩手前にある。下へ手たに刺激しないよう、頭の中で何パターンかシミュレーションをしてみたらどうだ』

　なるほど。頭の中でシミュレーションか。それは良い考えだ。

「アキくん。姉さんに何か言うことはありますか？」

　姉さんが僕に問いかけてくる。さて。それじゃあ、どういった返答をするべきか。きちんと考えてみるとしよう。




・ケース１『しらを切る』

「それは何かの間違いじゃないかな」

「そうですか」

「うん。そんなもの僕は知らないよ」

「同封されている手紙には『吉よし井い明あき久ひさの没ぼつ収しゆう品ひん』と書いてありますが」

　ダメだ。説明文が同封されているんだから手違いとは言えない。




・ケース２『自分の非を認める』

「すいません。僕が悪かったです」

「そうですか」

「ごめんなさい」

「歯を食いしばりなさい」

　謝るだけで許してくれるような甘い姉じゃない。




・ケース３『雄ゆう二じのせいにする』

「実は、雄二が悪いんだよ」

「そうですか」

「僕は無実なんだ」

「言い訳は聞きたくありません」

　それなら最初から聞かないで欲しい。




　しらを切っても、自分が悪いと認めても、雄二が悪いと言い張ってもダメだと考えられる。つまり、この三つの選択肢以外のところに僕が生き延びることのできる正解があるわけだ。

　よし。それなら第四の選択肢にするとしよう。

　顔を上げて姉さんの目を見て、大きく息を吸って告げる。




「姉さんが悪い」




『よりによって怒っている当とう事じ者しやになすりつけやがった』

『考え得る限り最悪の返答だね』

『何をどう考えたらその答えが思いつくんだろうな……』

　気が付けば僕は最悪の答えを選んでいた。いくら未み曾ぞ有うの危機を前に動どう揺ようしているとはいえ、自分の頭の悪さに驚きを隠せない。

　これから執しつ行こうされるであろう体たい罰ばつに対して身体を震ふるわせていると──

「？　あれ……？」

　意外なことに、姉さんは特に何もしてこなかった。

「はぁ……。まったく、貴あ方なたという子は……」

　代わりにそう言って、溜ため息いきをつく姉さん。あ。なんか許してくれそうな雰ふん囲い気き。これはチャンスだ！　今のうちにきちんと謝っちゃおう！

「あの、姉さん、ごめんなさいっ。反省してま──」

「ちょっとそこに土ど下げ座ざなさい」

　訂てい正せい。全然許してくれていない。

「あのね姉さん。今のフレーズだと普通は『ちょっとそこに正座なさい』と言うもので、『土下座なさい』はおかしいような」

「顔を上げていられるとチュウをしてしまいそうになります」

「………………」

　床が冷たくて気持ちいい。

「アキくん。姉さんだって、何もこういう本を全く読むなと言っているわけではありません」

　僕の参考書を手にとって告げる姉さん。

「ただ、読むのなら死を覚悟しなさいと言っているだけです」

　恐らくそれは全く読むなという命令と同義だろう。

「まったく。男の子なのだからこういったものに興味があるのは仕方がないですが、年齢制限のあるものはきちんとその年になるまで我が慢まんするべきなんですよ」

「うぅ……。姉さんは真ま面じ目め過ぎるよ……」

「当然です。今はアキくんの姉であると同時に保護者でもあるんですから」

　姉であり保護者であるのならチュウとか言わないで欲しい。

「とにかく、反省していますか？」

「はい。すごく」

「では、これからは社会のルールを守り、学生らしく勉学に励はげみますか？」

「はい。励みます」

「健全で、規則正しい生活を送ることができますか？」

「はい。できます」

「姉さんのことが世界で一番好きですか？」

「いえ。それほどでもありません」

「………………」

「あっ！　痛っ！　姉さ……っ！　ビンタはグーでするものじゃ……っ！」

「それにしても……本当に、アキくんの煩ぼん悩のうには困ったものですね……」

「そんなことはないよ。僕は学生らしく真面目に生きているよ」

「そうですか。では、どうしてそのいやらしい本を回収しようとしているのですか？」

「え？　だって、これは参考書だから」

「………………」

「あっ！　痛っ！　姉さ……っ！　ビンタは肘ひじでするものでも……っ！」




　　　　　☆




「ではアキくん。これも持って下さい」

「はーい……」

　陽光暖かく、うららかな土曜の午後。僕は参エ考ロ書本が見つかった代だい償しようとして、姉さんの買い物に荷物持ちとして随ずい伴はんさせられていた。

「うぅ……。重い……」

「軽いと罰になりませんから」

　買い物と言っても、服や小物という色気のあるものではなく、日用品や電化製品といったものばかり。おかげで荷物を載のせたカートが凄く重い。

「ところで姉さん、スチームオーブンなんて何に使うの？」

　カートの上で一番大きな顔をしている電化製品を見ながら姉さんに尋ねる。

　一応我が家にはオーブンレンジがあるんだけど。

「なんとなくデザインが気に入っただけです。深い意味はありません」

　すると、姉さんがよくわからない答えを返してきた。デザインが気に入ったからって、普通わざわざオーブンを買ったりするかな？　って、そっか。そう言えば昨夜テレビで『簡単でおいしい鶏とりささみのチーズ焼き』ってのを紹介していたっけ。鶏ささみの上にチーズとトマトソースをかけて焼くやつ。最後にライムやレモンを搾しぼって風味を出していて……あれは簡単で美お味いしそうだったなぁ。

「そっか。確かに格好良いデザインだよね」

「はい。気に入りました」

　実はあれ、スチームオーブンじゃなくてうちにある普通のオーブンでも出来るんだけど……それは言わない方がいいかな。折せつ角かく一人で作ろうとしてるんだから。

　頑がん張ばる姉さんを微笑ほほえましく思っていると、姉さんは顎あごに指を当てながら小さく呟つぶやいた。

「……あと必要なものは、ライムとチーズと……」

　なるほど。必要な材料を思い出しているのか。テレビで言っていた材料は、ライムとチーズとトマトピューレと鶏ささみの四つだったけど──

「……豚ぶたの血と、鶏ささみ……」

　いけない。きっとこの人、トマトピューレを豚の血と勘違いしてる。

「え、えっとね姉さん」

「……ライム、チーズ、豚の血、鶏ささみ……」

　材料を思い出すことに夢中で僕の声に気付いていない姉さん。まったく、僕に隠れて作ろうとしているからって、材料のメモくらいは取っておくべきなのに。

「姉さんってば」

　もう一度呼びかけてみる。すると姉さんはようやくこちらに気付いてくれた。

「ああ、すいません。考え事をしていました。なんでしょうか」

　何でもないかのように振る舞う姉さん。

　まぁ、折角一人で頑張っているんだから、僕も気付いていない体ていを取とり繕つくろって、それとなく豚の血とトマトピューレの違いを教えてあげよう。

「唐とう突とつだけど、ミートソースのあの色って、トマトピューレで出しているって知ってた？」

「トマトピューレ、ですか？」

「うん。要するに、トマトを茹ゆでて漉こしたものだね」

　決して豚の血の赤ではない。

「そうですか。それは勉強になりました」

「あはは。姉さんは料理についてはあまり知識がないもんね」

　笑って一旦話を切る。

　さて。これであの料理の赤いものは、豚の血じゃなくてトマトピューレだと気付いてくれたかな……？

「……ええと、必要な材料は、ライム・チーズ・豚の血に──金かな鋏ばさみ」

　まずい。注意を逸そらしたせいで鶏ささみが金鋏になってしまった。

　響きが似ているというだけで食べ物と金属を混同する姉に戦せん慄りつしつつ、更にフォローを入れてみる。

「そ、それとね姉さん。金鋏って金属だから、料理の材料にはならなくて」

「当然です。金鋏というものは金属板や針はり金がねを切る為の道具ですから。鉄分が多分に含まれてはいますが、食用とは異ことなります。そもそも人体に必要な鉄分やマグネシウムや亜あ鉛えんといった金属成分の摂せつ取しゆ方ほう法ほうは、直接その塊かたまりを口に含むのではなく」

「う、うん。そうだね。だから金鋏は料理の材料にはならないよね」

　ああ……。そんなに長い文章をこのタイミングで喋ったら、ライムとチーズとトマトピューレと鶏ささみが……。

「……ええと、材料は、ナイフとビールと豚の血と金鋏……」

　もうダメだ。その材料で出来上がるのは鶏のチーズ焼きじゃなくて猟りよう奇き的てきな殺人現場だ。

「姉さん……。僕、今日の夕飯は鶏肉が食べたいから、ライムとチーズとトマトピューレと鶏ささみを買って帰っていいかな……」

「構いませんが、その材料を何に使うのですか？」

　その言葉をそっくりそのまま返したい。

「とりあえず、ここを出たら次はスーパーに寄るってことでいいよね？」

「わかりました。ですが、その前に金物コーナーに」

「大丈夫。その材料は絶対に必要ないから」

　強引に姉さんの手を握って、片手で重たいカートを押しながらレジへと進む僕。流石さすがにいくら料理音おん痴ちの姉さんでも金物を料理に入れたりはしないだろうけど……念には念を入れておきたい。なにせ、命に関わるから。

「ところでアキくん。スーパーの後でも良いですが、姉さんの下着を買うのにも付き合って貰えますか？」

「え……。それは、ちょっと……」

　いくら身内とは言え、下着売り場には付き合えない。むしろ身内だからこそ付き合えない。常識の欠落している姉さんにはあくまで買い物の一つに過ぎないのかもしれないけど、僕にとってはもの凄い羞しゆう恥ちプレイだ。流石にそれは勘かん弁べんしてもらいたい。

「ダメですか？」

「そりゃあ僕も一応男だからね。急ぎじゃないのなら、また今度の機会に姉さん一人で」

「すいません。急ぎなのです」

「へ？　そうなの？」

「はい。実は今け朝さ、シャワーを浴びる前にまとめて洗せん濯たくをしまして」

　シャワーを浴びる前にまとめて洗濯……？　それで、今急ぎで必要になっているってことは、もしかして……!?

「ちょ、ちょっと待って!?　それじゃあまさか、今姉さんのその服の下は──」

「下着ですか？　それなら、つけてま──くしゅんっ」

「つけてま──何!?　『つけてま──』の続きは何なの!?」

「あら？　この目覚まし時計は可愛いですね」

「目覚まし時計なんてどうでもいいから答えるんだ！　下着はつけてま──『す』なの!?　『せん』なの!?　その答え如いか何んで僕が実の姉を変へん態たいと見なすかどうかが決まるんだから！」

　お願い姉さん……！　つけてま『す』って言って下さい……！　僕に、変態の弟というレッテルを貼らないで……！

「つけてま『した』」

「変態だぁーっ!!」

　過去形!?　どうして過去形!?　ズボンだからまだいいけど、スカートを穿はかれていたら僕は卒そつ倒とうしているところだよ！

「アキくんは騒がしいですね。恥ずかしいじゃないですか」

「違う！　姉さんが恥ずかしがるべきなのはもっと違うところなんだ！」

　逃げたい。ダッシュでこの人のそばから離れたい。

「なんて、冗談ですよアキくん」

「へ……？　冗……談……？」

「はい。最近はお説教ばかりだったので、たまに茶目っ気を出してみました」

　そう言ってにっこりと笑う姉さん。冗談って、なんて洒しや落れにならない冗談を……。僕はてっきり本当にそうなのかとばかり……。

「驚きましたか？」

「驚いたっていうよりは『やっぱりか』って感じだったけど……」

「失礼ですね。それでは姉さんがまるで変態のようではないですか」

「『まるで〜〜のよう』が余計だけど、それはこの際どうでもいいか……」

　とりあえずほっと胸を撫なで下おろして買い物を再開。

　必要な物を買かい揃そろえて会計を済ませると、店員さんがレシートと一緒に何かのチケットを十枚ほどくれた。何だろうこれ？

「福引きのチケットですか。良かったですねアキくん」

「あ。ホントだ」

　どうやらこのお店のオープン七周年だかで、一定額以上買い物をした人に福引き券を渡しているらしい。こういうのって、知らないで貰えるとちょっと得とくした気分になるよね。

「それじゃ、ちょっとやってみようか」

「良い物が当たるといいですね」

　一旦荷物を隅の方に置かせて貰って、レジカウンターの近くにある福引きコーナーへ。するとそこには十人程度の列が出来ていて、法はつ被ぴを着た店員さんがガラガラを前に景気の良い声をあげていた。

『おめでとうございます！　四等賞、〝鉄パイプ三千円分〟大当たりです！』

　多分それは世間一般ではハズレの部類に入ると思う。

『さてさて。まだ一等の〝鉄パイプ十万円分〟と特賞の〝鉄パイプ五十万円分〟は出ていませんよ〜！』

　なんだこの店は。鉄パイプしか置いてないのか。顧こ客きやくのニーズをちゃんと調査していないのか。

　田い舎なかの不良だってそこまで鉄パイプを必要とはしないだろうと思いつつ列を離れようとすると、他の賞品のラインナップが書かれた表が目に入った。




『五等賞　卯う月づき温おん泉せんペア宿泊券

　六等賞　海うみの幸さち詰め合わせセット

　七等賞　お買い物券一万円分　　』




　なんでそれらを上の賞に設定しないんだ。

「他にも色々と賞品があるようですね」

「お買い物券は買い物をする前に貰えるといいのにね」

　五等賞という名前の特賞が目玉賞品なのだろう。見ると、さっき四等が当たった人は苦笑いをしながら賞品を受け取らずに帰って行った。

「温泉宿泊券が当たるといいですね」

「あれはカップル用だと思うけど？」

「そうですか？　姉きよう弟だいで行っても問題なさそうですが」

　姉さんと温泉か。それはそれで良いかもしれない。気持ちの良い温泉と美味しい食べ物。なんという至福。毎日の仕事で疲れているであろう姉さんを、是非とも温泉に連れて行ってあげたい。

「じゃあ、はい姉さん。福引き券」

「いえ。それはアキくんが全部引いて下さい。姉さんは見ていますから」

「え？　いいの？」

「はい」

　姉さんが辞じ退たいしたので、福引き十回分のチャンスが全て僕の手に委ゆだねられた。よし。ここはなんとしても五等を……！

　順番を待つことしばし。僕の前の人がティッシュを受け取って去っていった。さて。いよいよ僕の番だ。

『次の方、どうぞ〜』

「お願いします」

　係員の人にチケットを渡してガラガラの取っ手に手をかける。

『一・二・三……十枚ですね。それでは、十回どうぞ』

　目を閉じて、精神集中。行くぞっ！




　──ティッシュティッシュ鉄パイプティッシュティッシュティッシュティッシュ鉄パイプティッシュ




　なんか、たまに四等が当たっているのが逆に腹立たしい。

　積まれていくティッシュを前に（鉄パイプは当然辞退）、深呼吸。

「あと一回か……よしっ」

　グッと力を入れて最後の一回を回す。ガラガラは中で球が混ざる音をあげて、くるりと一回転した。

　そして、水色の球がその口から零こぼれ落おちてくる。お？　これは何等賞だろう？

『おめでとうございます！　六等賞、海の幸詰め合わせセット大当たりです！』

　係員の人がガランガランと手元の鐘かねをならす。おおっ！　海の幸詰め合わせセット！　これはちゃんとした当たりだ！

『すぐにご用意できますが、お持ち帰りになりますか？　それとも後日郵送致しますか？』

　お店の人が僕に聞いてくる。どうしようかな……？

　重たそうだからできれば郵送にしてもらいたいけど、そうなると家に届くのは明日以降だ。折角姉さんが明日もお休みなんだから、今日持って帰って今夜は家で何か美味しい物を作ってあげたい。

「じゃあ、持って帰ります」

『かしこまりました』

　どうせスチームオーブンも送ってもらわずに台車を借りて持って帰るつもりだったし、一緒に載っけて持って帰っちゃおう。

『へぇ……。六等であんなに立派な賞品なのか……』

　遠くで見ているお客さんの中からそんな声が聞こえてくる。なるほど。お店の狙いはその辺にあったのか。

　実際に列に並んで賞品のラインナップを見たら僕と同じ感想を抱いだくんだろうなと思いつつ、僕らは台車に荷物を載せてお店を後にした。




　　　　　☆




「明久君？」

「ん？」

　帰り道。荷物を載せた台車を押していると、背中から声をかけられた。誰だろう？

「あら。瑞みず希きさんですか。こんにちは」

「こんにちは。玲あきらさん、明久君」

「こんにちは姫ひめ路じさん」

　振り返ると、そこにはグリーンのチュニックとスカートという女の子らしい格好をした姫路さんがいた。柔らかい感じの私服姿がまた可か愛わいいな。

「明久君たちもお買い物ですか？」

「うん。この通り」

　僕が押している台車の上には、オーブンや生活雑貨、さっき当たった海の幸詰め合わせセットが載っている。結構な買い物の量だ。

「わぁ……。凄いですね〜。何かごちそうでも作るんですか？」

「いいえ。アキくんが運良く福引きで当ててくれたんです」

　言いながら姉さんが魚ぎよ介かい類るいの入った発泡スチロール製の箱を示す。確かにこの荷物を見たら、何か特別な料理を作ろうとしているように見えるよね。

「ところで瑞希さんはどちらへ？」

「私は夕飯のお買い物です」

　そう言って、手て提さげを掲かかげて見せる姫路さん。きちんと袋を持参しているあたりが姫路さんらしい。

「そうすると、今日は家の夕飯を瑞希さんが作るのですか？」

「はい。家のと言っても、両親が出かけているので自分の分だけなんですけどね」

　そう言えば姫路さんは一人っ子だっけ。

「瑞希さん一人ですか。お父様とお母様の帰りは遅いのですか？」

「あ、はい。友達の結婚式で、ちょっと遠くに行っているので」

　ってことは、戻ってくるまで姫路さんは家に一人か。最近何かと物ぶつ騒そうだし、女の子一人となるとちょっと心配だな。

　なんて思っていると、どうやら姉さんも同じ事を考えたらしく、姫路さんにこんなことを言っていた。

「それなら瑞希さん。よろしければご一緒に我が家で夕飯でもいかがですか？」

「え？」

　姫路さんが目を瞬かせている。

「女の子が一人でいるのは物騒ですから。そんな話を聞いては放っておけません」

「いえ、でも……」

「おいでよ姫路さん。丁度福引きで良い物が当たったし、こんな量は僕と姉さんだけじゃ食べきれないからさ」

　台車に載っている海の幸詰め合わせセットは、福引きの景品になっていただけあってかなりの大きさだったりする。生ものだからあまり日持ちはしないし、一緒に処分してくれたら凄く助かる。

「そんなご迷惑をおかけするわけには」

「大丈夫です。全然迷惑なんかじゃありませんよ」

「そうだよ。僕らも困ってるくらいなんだから、手伝ってよ」

　しきりに遠慮する姫路さんに、僕と姉さんが何度もそう言うと、

「そ、それじゃあ、お言葉に甘えて……」

　姫路さんはようやく首を縦に振ってくれた。うんうん。折角の食材だ。姫路さんも食べてくれるとなれば腕の振ふるい甲が斐いもあるってもんだ。今日は特に頑張って、姉さんと姫路さんに美味しいものを作ってあげよう！

　なんて、思っていたのに。

「あの、明久君……」

「ん？　なに、姫路さん？」

「お邪魔するんですから、せめて私に料理を作らせて下さいっ」

　事態は良からぬ方向へと進み始めた。

「ななな何を言っているのかな姫路さん。おおおお客さんにそんなことさせられるわけないじゃないか」

「でも、それじゃあ私の気が済まなくて……」

　でも、そんなことをさせたらこっちの命が無事で済まないんだ。

「ほら、慣れない調理器具だと怪け我がをしちゃうかもしれないし、ここは僕に任せて」

「それならお家から道具を持って」

「いやいや。そんな面倒なことをしなくても、慣れている僕にやらせてくれたら」

「いいえ。この前お邪魔した時も明久君に作ってもらっちゃいましたから。今日は順番ということで私が」

　おっとりしながらも決して意見を曲げない姫路さん。参った。決心は固そうだ。

　どう説得したら良いのかと頭を悩ませていると、

「まぁまぁ二人とも。そういうことなら──」

　そこに姉さんが割って入ってきた。何か良いアイデアでもあるのかな。

「──そういうことなら、間を取って私と瑞希さんでお料理をする、ということにしませんか？」

「考え得る限り最悪の事態だ！」

　必殺料理人が更に一人加わった。

　どうする僕!?　既に状況は僕の手に余るぞ!?

「玲さんと一緒にお料理ですか。それなら……」

　よりによってこの提案には反対しない姫路さん。お願いです！　もっといっぱい自己主張をして下さい！

「あ、あのね二人とも。僕が言いたいのはそういうことじゃなくて」

「ではそういうことで。よろしくお願いしますね、瑞希さん」

「は、はいっ。よろしくお願いしますっ」

　ダメだ。全然聞いてない。

「それじゃあ、早速材料を買ってきますねっ」

「ああっ！　待って姫路さん！」

　そして、姫路さんは引き留めようとする僕に構わず、大急ぎで近くの薬局へと駆け出していった。ええぇっ!?　食材を買いに行くのにその行き先はおかしくない!?

「それでは、私も何か材料を」

　そう言って、姉さんが反対側にある雑貨屋へと歩いて行く。おかしいよ！　どうして二人とも料理の基本ルールの『食べられるもの』を根こん底ていから覆くつがえすの!?

「………………」

　二人がいなくなった道ばたで台車の傍かたわらに呆ぼう然ぜんと立ち尽くす僕。

　姫路さんと姉さんの組み合わせ。

　はっきり言って止められる気がしない。

　僕の脳のう裏りに、体育祭で口に押し込まれた姫路さんのおにぎりの痛みが蘇よみがえる。

　雄二とムッツリーニに裏切られて、口に押し込まれた劇げき薬やくのフラッシュバック。

　どうして僕がまたそれを味わう羽目に陥おちいっているのだろう。今度は僕じゃなくて雄二やムッツリーニが苦しむ番なんじゃないだろうか。

　しばし考えて、一つの結論に辿たどり着つく。

　そうか。それならせめて──

「えーっと、電話、電話……」

　僕はポケットから携けい帯たい電でん話わを取り出し、悪友の番号を呼びだす。

「あ。もしもし、雄二？　実は福引きで良い物が当たったんだけど、僕と姉さんだけじゃ食べきれないからさ──」

　それならせめて、巻まき添ぞえを増やすとしよう。苦しみを分かち合ってこその、仲間というものなのだから。




　　　　　☆




「おーっす。来たぞ明久ーっ」

　インターホン越しに、そんな雄二の声が聞こえてきた。約束通り来てくれるとは感心感心。

「いらっしゃい。よく来てくれたね」

　ドアを開けて出迎える。するとそこには、いつものメンバーの雄二・秀ひで吉よし・ムッツリーニの三人の姿があった。

「折角の福引きの景品をご馳ち走そうになるなんて悪いな」

「図ずう々ずうしいようで恐縮じゃが、ありがたく相しよう伴ばんに与あずからせて頂こうかの」

「…………楽しみ」

「結構な量だからさ。手伝いに来てくれて助かるよ」

　この人数でもまだまだ余りそうなほどだ。恐きよう縮しゆくなんてする必要がない。

「んじゃ、お邪じや魔ましますっと」

「同じく、お邪魔するぞい」

「…………お邪魔します」

「はいはい。どうぞどうぞ」

　身体を避けて三人を中に通し、後ろ手でドアを閉めてからきっちりと鍵かぎをかける。

「む？　なぜ鍵をかけるのじゃ？」

「あはは。最近は物騒だからね」

　念のためチェーンもかけておくとしよう。これがあるとないとでは脱出の時のタイムロスが全然違う。

「……明久。妙に嫌な予感がしてきたんだが」

　雄二が廊下で先に進むのを躊躇ためらっていた。

「……流石は雄二。相変わらず勘かんがいいね」

「明久に雄二。何を言っておるのじゃ？　ただ海の幸を楽しむだけじゃろうが。別段毒があるわけでもあるまいし──」

　秀吉がそう言いながらリビングへの扉とびらを開ける。

　するとその先には、

「あ、坂さか本もと君に木きの下した君に土つち屋や君。こんばんは」

　必殺料理人の姫路さんがエプロン姿で立っていた。

「──っ!!」

「逃がすかぁっ！」

　ダンッ！

　咄とつ嗟さに玄関に向かおうとする雄二の行く手を、廊下の壁に叩き付けた僕の足が遮さえぎる。

「あ、明久。テメェ……！」

「雄二。ここから先は地獄への一方通行だ。逃げられると思うなよ……！」

　誰が道連れを逃がすものか。ノコノコとやってきた我が身を呪のろうがいい！

「あ、明久！　友人に対してこれはあまりに酷こくな仕打ちじゃとは思わんか!?」

「…………!!（コクコク）」

　秀吉とムッツリーニも悲ひ壮そうな顔をしていた。そう。ここにいる男たちは全員姫路さんの料理の腕を知っている。このリアクションは当然のものだ。けど、

「大丈夫。僕にはわかっているよ。口ではそう言いながらも、本当は僕一人がピンチに陥ってるのが心苦しくて仕方がないんだよね？　仲間として苦しみを共にしたいんだよね？」

　僕は仲間を信じている。

「死ぬなら独ひとりで死ね！」

「このような真似をするヤツなぞ仲間ではない！」

「…………外げ道どう……！」

　素直じゃない仲間たちの心にもない言葉。バカだなぁ。表面上はそんなことを言っていても、隠し切れない本当の気持ちはヒシヒシと僕に伝わってきているというのに。

（（（明久、殺す……！）））

　君らも一緒に死ぬんだ。

「明久てめぇ、さては体育祭の復ふく讐しゆうか！」

「…………陰いん湿しつな……！」

「ワシは関係ないじゃろう!?」

　正直、秀吉を巻き込むのは気が引けた。けど、僕らは仲良し四人組だ。そんな僕らの中で仲間ハズレを作るなんて、僕にはできないっ。

「あら？　坂本君たちですか？　ようこそいらっしゃいました」

　そんな話をしていたら、姉さんもキッチンからやってきた。

「量が量だから、皆にも手伝ってもらおうと思って呼んだんだよ」

「それは良い考えですね」

　この人数なら一人当たりの摂取量は大分少なくなる。上う手まくいけば生き延びられるだろう。

「そういうことなら、美み波なみさんや翔しよう子こさんや愛あい子こさんにも声をかけてはどうでしょうか。前に一緒に海に行った仲ですから、特に」

「え？　いいの？」

　姉さんのことだから、あまり女の子を家に呼ぶと怒られるかと思った。秘密の参考書が見つかったばかりだから、特に。

「はい。アキくんの行動を見て色々と考えたのですが……どうやら姉さんはアキくんを束そく縛ばくしすぎて、逆に良くない影響を与えているような気がするのです。この際、姉さんの見ている前であればある程度は容認しようかと」

　おおっ。まさか参考書が見つかったことが逆にこんな良い結果を招くなんて！　これはありがたい！

「ですが、身体的接触や覗のぞきなどのいやらしい行動は命に関わるので注意して下さい」

「うん。その辺は言われなくても予想できてる」

　僕だってそこまで甘い姉だとは思っていない。

「じゃあ雄二。霧きり島しまさんに連絡してもらえる？」

「あー……。アイツは確か、今日は用事が」

「電話をしてみましたけど、翔子ちゃん来られるそうです」

「姫路は行動が早くて偉えらいなぁ……!!」

　確認をしてみると、美波も工く藤どうさんも大丈夫のようで、気が付けば海に行ったメンバーが勢揃いすることになっていた。
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「で、どうするんだ明久」

「どうするって言われても」

　リビングでソファーに座っている雄二がキッチンを顎で指す。せめておかしな物を入れられないように、とキッチンで見張ろうとしていたのに、『キッチンは女の戦場なんです』という姉さんと姫路さんに追い出されてしまった。死者が量産されるという意味では戦場という表現は言い得て妙だろう。

「あの、明久君」

「ん？　な、なに、姫路さん？」

　姫路さんがキッチンから顔を出している。何かあったんだろうか。

「ちょっと道具を探しているんですけど──」

　道具？　ああそっか。人の家のキッチンだから、調理器具や調味料がどこにしまってあるのかなんてわからないよね。姉さんもあまり詳しくないだろうし。

「オッケー。何が必要なの？」

　頷いてから立ち上がり、キッチンに向かおうとする僕。道具って何が必要なのかな。海え老びや牡か蠣きを蒸すためのせいろかな。それともスープを作る為の寸ずん胴どうとか──

「えっと……瞬間接着剤を探しているんです」

　今僕は、料理の定義を根底から崩されつつある。




『もうダメじゃ……。ワシはここで死ぬんじゃ……』

『くそ……。俺にはまだやり残したことがたくさんあるんだ……！』

『…………生きたい。もっと……！』




　今の発言を聞いて、悪友たちから葬そう式しきムードが漂い始める。皆、まだ諦あきらめるな！　事前に知ることができたのだから、まだ惨さん劇げきは回かい避ひできるんだ！

　というわけで、諭さとすように姫路さんに語りかける僕。

「あ、あのね、姫路さん。わかっているとは思うけど、料理に瞬間接着剤を入れるのはとても危険で──」

「？　何を言っているんですか明久君。お料理に接着剤なんて入れたら大変じゃないですか」

　姫路さんが疑問顔で返事をする。な、なんだ。料理に入れるんじゃなかったのか……。

「だ、だよねっ。大変なことになるよねっ。それくらい常識だよねっ」

「はい。ふふっ。おかしな明久君」

　微笑む姫路さんを前に、リビングの葬式ムードが払ふつ拭しよくされていく。良かった。その辺の常識は大丈夫みたいだ。

　ほっと胸を撫で下ろすと、小さな疑問が一つだけ、頭に残った。ん？　だとしたら、

「それならどうして接着剤を探しているの？」

「はい。えっと、ブイヤベースを作っていたら、圧あつ力りよく鍋なべが真ん中から破は裂れつしちゃいまして──」

『『『さらばだっ！』』』

「ああっ！　こら待てぇっ！　全員逃げるなぁっ！」

　おのれバカどもめ！　僕を見捨てて逃げ出すつもりか！

　巻き添えを逃がすまいと、三人を追って廊下に飛び出す僕。けど、もう既すでに雄二はドアを開けて、今にも外に飛び出そうとしているところで──

「……どうして私が来たのに帰ろうとしているの」

「ぐぁあああ後ご生しようだ翔子！　放してくれぇっ！」

　そこで、丁度やってきた霧島さんに捕まっていた。

「？　木下と土屋もどこに行こうとしているの？」

「ムッツリーニくん。ボクが来たからって照れなくてもいいんじゃない？」

　秀吉とムッツリーニも退路を断たれている。バカめ。僕を見捨てて逃げるなんて、そんなのうまくいくわけないじゃないか。

「いらっしゃい。美波、霧島さん、工藤さん。さぁさぁ中に入ってよ」

「「「お邪魔します」」」

　雄二は霧島さんが捕まえてくれているので、僕は秀吉とムッツリーニの腕をしっかり摑んで再び家の中に戻った。連行される三人は、脱だつ獄ごくに失敗した囚人のような顔をしていた。

「はいアキ。これお土みや産げ」

「……私も、家からこれを。玲さんに」

「ボクはこれね」

　皆が色々とお土産を手渡してくれる。気を遣つかわないでいいのになぁ。その辺はさすがに付き合いの長い雄二たちのようにはいかないか。

「どうもありがとう」

　御礼を言って受け取る。オレンジやグレープフルーツなどの果物と、霧島さんからは箱に入った高級そうなワインを貰った。このお酒、絶対に姫路さんと霧島さんの口に入らないように気をつけないと……！

　ぞろぞろと全員でリビングへ。流石にこの人数だと部屋が手て狭ぜまかな？

「あ。皆さん、こんにちは」

「ようこそいらっしゃいました」

　リビングで姉さんと姫路さんが皆を迎える。美波たちは口々に挨あい拶さつをすると、適当にその辺に腰掛けた。

「瑞希、何を作っているの？」

　ソファーに腰掛けた美波が姫路さんに問いかける。

「はい。ブイヤベースを作っていたんですけど……」

「けど？」

「ちょっと失敗しちゃって、作り直しになっちゃいました……」

　姫路さんが哀しげに呟いた。

　その〝ちょっと失敗〟がまさか鍋の破裂だとは思うまい。

「まぁまぁ、そう落ち込まないの瑞希。誰にでも失敗はあるものよ」

「……失敗は成功の母」

「ボクはお料理を作らないからわかんないけど、きっと次はうまくいくよ」

　女の子同士の優しさが見て取れる会話。僕も励ましてあげたいところだけど、料理に関しては余計なことを言ったら命に関わるので自じ重ちようしておこう。

「でも、時間がなくなってきちゃったので、あまり手の込んだお料理が……」

　姫路さんが残念そうに言う。すると、工藤さんが皆の顔を見回してこんな提案をした。

「そういうことなら、いっそお鍋にでもしたらいいんじゃないかな？」

「え？　お鍋、ですか？」

「うん。人数も多いし、海鮮類ならお鍋も美味しいと思うよ」

　なるほど。確かに鍋もいいかもしれない。あれならそこまで作るのに時間がかからないし、大人数で楽しめる。問題は、

「お鍋ですか。わかりました。それなら、今すぐ用意を始めますねっ」

　問題は、その製作者が必殺料理人だということだ。

「あー、姫路。鍋なら俺が得意だから、任せてくれても」

「ダメですっ。坂本君たちは座っていて下さいっ」

　雄二の主張が一瞬で却きやつ下かされる。

「じゃが姫路。鍋は基本、出だ汁しを入れて煮にるだけなのじゃから」

「木下君まで何を言ってるんですかっ。そのお出汁が大事なんですっ」

　今日は断だん固ことして僕たち男子陣に料理をさせないつもりらしく、さっきも雄二やムッツリーニや秀吉までもがキッチンから締め出しを食らっていた。うぅ……。どうしたらいいんだ……。

「それでは、闇やみ鍋なべなんてどうでしょう？」

　するとここで、姉さんがおかしな提案をした。

「闇鍋、ですか？」

「はい。確か、鍋料理では最もメジャーなものだと聞いています」

「いや姉さん。それは──」

　それは違う、と言いかけて思い直す。

　これ……もしかしたら、結構良い提案じゃない？

　今から僕ら男子勢が短時間で料理を作ると言ったとしても、姫路さんは恐縮して何か手伝いをしようとするだろう。それはどんな料理を作ろうとしてもかわらない。

　けど、闇鍋となれば話は変わってくる。アレはその場で鍋の中に食材を入れるだけのものだから、手伝いも何も関係ない。そもそも調理の腕が関係ないのだから、危険なものが出来上がることがない。もしや、これはいけるんじゃないかっ!?

　雄二、秀吉、ムッツリーニの三人に視線を送る。どうやら三人も僕と同じ結論に至ったようで、メインディッシュを闇鍋に変更させようという意志が見て取れた。よしっ！そうと決まれば！

「あの、玲さん。闇鍋っていうのは普通の鍋料理とはちょっと違って」

「それは良いのう！　闇鍋とは面白い提案じゃ！」

「そうだな！　闇鍋は鍋の中の鍋だよな！」

「…………闇鍋最高……！」

「流石は姉さん！　良いことを言うね！」

　一斉に賛同して、美波の声を掻かき消けす。ここは闇鍋こそが正しい選択。僕らは意地悪をしているんじゃない。美波の命のことも考えた上で行動しているんだ……！

「闇鍋ってボクもちょっと興味あるな〜。やったことがないよ」

「……私も、やってみたいかも」

　工藤さんや霧島さんも乗ってくれた。助かるよ二人とも！

「あ。でも、うちにはカセットコンロがないや……」

　と、ここまで来て重大なことを思い出した。我が家のカセットコンロは前にスイッチが壊れてしまい、それ以来買った記憶がない。けど命に関わることだし、姉さんに頼んで買ってもらうしか……

「明久君。それなら私が家から持ってきますよ？　私の家なら近いですし」

「え？　いいの？」

「はいっ。他にも色々持って来たいと思っていましたから、丁度いいです」

　ここで姫路さんの嬉うれしい提案。そういうことならお願いしようかな。

「じゃあ、ウチは瑞希が戻ってくるまでに、簡単な前ぜん菜さいか何かでも作ろうかな。アキ、あの中身を使ってもいい？」

「あ、うん。勿論」

　美波が海の幸が入っている箱を指差した。願ってもない提案だ。折角の食材だし、闇鍋に使うのはあまりに惜おしい。

「……それなら、私も手伝う」

「じゃあボクも〜」

　美波の後に続く霧島さんと工藤さん。霧島さんの料理はどうだか知らないけど、雄二が止めないってことは殺人級ってわけではないだろう。工藤さんはきっとおかしなものは入れないだろうし、あの三人なら任せておいて問題なさそうだ。

「美波ちゃん。何かを作るんでしたら、私はもしかしたら時間がかかっちゃうかもしれませんから、良かったら先に始めちゃっていて下さいね」

「そう？　オッケー」

「じゃあ、行ってきますねっ」

　姫路さんは美波にそう言うと、小走りで玄関へと向かっていった。

「それでは、私はお鍋の出汁作りでも」

「ね、姉さんっ！　それは後で僕がやるから、とりあえずこっちでゆっくりしてなよ！」

　キッチンに向かおうとする姉さんを必死に引き留める。

　結局、キッチンには美波・霧島さん・工藤さんが入り、姫路さんは一旦家へ。その他の皆はリビングで刑の執しつ行こうを待つことになった。
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「はいお待たせ〜。オードブルが出来たわよ」

「……お待たせ」

　リビングで待っていると、美波と霧島さんが大皿を持ってやってきた。何を作ったのかな？

「ワインがあるって聞いたから、カルパッチョにしてみたんだけど」

「「「おおっ」」」

　大皿の上には鮮魚とその周りを彩いろどるような野菜類が盛りつけられ、更にはソースで綺麗な紋もん様ようが描いてあった。この魚って、福引きで当たったやつだよね？　あれは切り身になっていなかったはずだけど……

「美波って魚をおろせたの？」

「ううん。ウチはソースと盛りつけ。魚をおろしたのは」

「……私」

「ふぇ〜。霧島さんがやったのか〜」

　盛りつけられている魚はお店で売っている切り身と遜そん色しよくないくらいに、綺麗におろされている。今まで知らなかったけど、霧島さんって料理ができたんだ。

「……花はな嫁よめ修しゆ業ぎよう、だから」

　はにかみながら言う霧島さん。

　なるほど。小さな頃からの夢なんだし、一生懸命修業を積んでいるってわけか。霧島さんは本当に努力家で、一いち途ずだなぁ。

「それで、こっちが牡蠣の酒蒸しと海鮮サラダだよ〜」

　遅れて工藤さんがテーブルに器を持ってくる。殻から付きで蒸し上げられた牡蠣と、エビやタコの入ったサラダだ。

「もっとも、ボクは野菜を洗って盛りつけただけなんだけどね」

「いやいや。それだけでも充分だよ」

　テーブルの上に美味しそうな料理が並べられる。海鮮類は鮮度が命だし、カルパッチョが温ぬるくなっちゃわないうちに食べ始めた方が良さそうだ。

「じゃあ、瑞希には悪いけど先に食べ始めちゃいましょうか」

　美波がエプロンを外してカーペットの上に座る。霧島さんと工藤さんもそれぞれ空いている場所に座った。

「姫路さんは待たなくて大丈夫かな？」

「待っても良いけど……そうするときっと、瑞希は待たせちゃったと思って気に病やむわよ。あの子、そういうの気にするだろうから」

　それもそうか。出かける時も『先に始めちゃっていて下さい』とか言っていたし、ここは美波の言葉に従った方が良さそうだ。

「それでは、瑞希さんには申し訳ないですが、先に頂きましょうか」

「「「はーい」」」

「じゃあとりあえず乾かん杯ぱいだよね。姉さんは折角だから霧島さんのワインをもらったら？」

　お酒には詳しくないからよくわからないけど、よく冷えている白ワインだったから、きっとこのメニューには合うだろう。

「そうですね。一人だけお酒で心苦しいですが」

「それはしょうがないよ。僕らは未成年なんだし」

「そうじゃな。代わりにワシらはジュースでも」

「あ。待って木下。飲み物も作ってみたの。今持ってくるわ」

　そう言って美波が立ち上がる。そう言えば、さっきミキサーを使いたいって言ってたっけ。アレはジュースを作っていたのか。

「はい。特製フレッシュジュースね」

　キッチンから美波がグラスに注ついだジュースを持ってきた。これもまた美味しそうだ。自信がないって言ってたけど、美波ってかなり料理ができるんじゃ……？

「それじゃ、かんぱーい」

「「「かんぱーい」」」

　乾杯の声をあげてから、グラスをゆっくりと口元に運ぶ。すると、絞しぼりたての果実の甘酸っぱい香りが鼻孔に漂ってきた。

　何種類か果物を混ぜたんだろうか。色々な香りがする。フレッシュジュースを飲む機会なんて、滅めつ多たにない。じっくりと味わおう。

　グラスを傾けて口に含み、舌の上で転がす。

　それは、よく知った味のようでありながら、今まで飲んだことの無い独特の風味でもあった。

　酸味が強くてコクがあり、それでいて刺激的な、

「……………」

　──そんな、タバスコの味わい。

「辛からぁっ！　すっごい辛ぁっ！　っていうか嫌がらせだよねコレ!?」

　床の上でのたうち回る僕。どうしてこんな酷ひどいことを!?

「アキのことを考えていたらね、手が自然とタバスコの瓶びんに伸びちゃったの」

「なんだ。明久のだけ特別製か」

「島しま田だは明久思いじゃな」

「…………手が自然に動いたのなら仕方ない」

「仕方なくないよっ！　あと、そんな恋する乙女風に言ったところで全然可愛くなんかないからねっ!?」

　完全に油断してた！　敵は姫路さんだけじゃなかったのか！

　とにかく飲み物！　何か飲み物を！

「雄二！　僕にジュースを」

「よせよ明久。間接キスになっちまうだろう？」

「何言ってんの!?　今まで一度もそんなもの気にしたことないくせに！」

　この野郎！　苦しむ僕を見て楽しんでやがるな!?

「な、ならムッツリーニ！」

「…………断る」

「待って！　ムッツリーニは最近僕と距離をおこうとしてない!?」

　誤解だから！　この前の体育祭でムッツリーニの女装が可愛いって言ったのはただの冗談だから！

　じゃあ秀吉──は間接キスになっちゃうからダメだし、他の女子も勿論ダメだ！

「アキくん。どうしたのですか？」

　そこに、いつもの調子で姉さんが声をかけてきた。ええい、この際姉さんでもいいや！　緊急事態だ！

「姉さん、何か飲み物を！」

「飲み物ですか。わかりました」

　ワイングラスを傾ける姉さん。いや違うよ!?　別に姉さんに飲めって言ったんじゃないんだよ──って

「のぉ────っ!?!?!?」

　突然姉さんが僕の頭を抱え込むようにして、顔を近づけてきた。ちょっと!?　何してんの!?

「危なぁーっ！　姉さん、何しようとしてるの!?」

「？　（コクン）飲み物が欲しいのでは？」

「誰も口移しで欲しいなんて言ってないからね!?」

　何考えてんだよっ！　僕が抵抗しなかったら本気で口移しで飲ませる気だったの!?

「……なるほど……口移し……」

「おい待て翔子。密ひそかに俺のグラスにタバスコを入れようとするな」

　仕方がないのでひぃひぃ言いながらキッチンに走り、口を洗うように水を飲む。まったく、なんて酷いことを！　折角の料理の味がわからなくなったらどうしてくれるんだ！

　しばらくそのまま口をすすぎ、口の中が落ち着くのを待つ。するとそこに、美波がグラスを持ってやってきた。

「はいアキ。こっちが本物のジュース」

「え？　ああ、ありがとう」

　美波が持ってきたグラスを受け取る。恐る恐る口に含んでみると、こっちは変な味のしない、美味しいミックスジュースだった。

　そうやって口いっぱいに広がるフルーツ果汁を味わっている僕に、美波がいたずらっぽく笑いかけてくる。

「アキ。少しは反省した？」

「へ？　何を？」

　反省って、僕なにかやったっけ？　今日は特に何もやってないはずだけど……。

「まったく。その顔は、ウチに何を言われているかわからないって顔ね」

「う……。ごめん」

「まぁ、アキが鈍いのは今に始まったことじゃないしね。しょうがないから教えてあげる。ウチが怒っているのはね──」

　美波が僕に指を突き付け、若干口を尖らせながら告げる。

「──瑞希よりも先に、ウチを誘ってくれなかったことよ」

「へ？」

　思わぬ内容に、つい間抜けな返答をしてしまう。

　仲間外れにされたと思ったってことだろうか。別に姫路さんだけを誘ったわけじゃなくて、買い物中に偶然会っただけなんだけどな。

「なんてね。何でもないわ。戻りましょ」

「え？　あ、うん。そうだね」

　最近、美波はよくこういった意味深な発言をする。なんというか、こう……僕に変な期待を抱かせるような、そんなことを。これは僕の考えすぎだろうか。

　そんなことを考えながらリビングに戻ると、まだ少し涙目の僕を見て、雄二が口を開けて笑った。

「明久。特製ジュースは美味かったか？　相当興奮していたみたいだ辛ぁあっ」

　そして、飲み物を口にして、そのまま吹き出していた。

「……雄二。飲み物、欲しい？」

「て、てめぇ翔子！　俺のジュースを明久の物とすり替えやがったな!?」

　霧島さん、グッジョブ。

「まったくお主らは、いつでもどこでも騒がしいのう」

「…………落ち着きがない」

「ボクはこういうの、楽しくて好きだけどなぁ〜」

　こちらは第三者を気取っている秀吉・ムッツリーニ・工藤さんチーム。あのね工藤さん。楽しいのはきっと、傍から見ているからだと思うんだ。

　雄二がのたうつ姿を楽しみつつ、自分の席に戻ろうとする。すると、その途中で姉さんが僕の袖そでを引いていた。

「アキくん。ちょっとここに座りなさい」

「へ？　姉さん？」

　まずった。また何かのお説教だろうか。食事中に騒ぐのはマナー違反とかって怒られるのかな。

　とりあえず言われた通りに姉さんの隣に座る。けど、姉さんは不機嫌そうに首を振ると、ぐいっと僕の腕を引っ張った。

「アキくんは、ここです」

　そして、膝の上に座らされる僕。ちょっとぉーっ!?

「な、何をふざけてるのさ姉さん！　高校生にもなってこんな抱っこなんてはふぅ」

「よしよし。良い子良い子」

　姉さんに抱きしめられて、力が抜ける。

「「「………………」」」

　そんな僕を見て、皆が唖あ然ぜんとしていた。ち、違うんだっ！　皆そんな目で僕を見ないでっ！　僕はシスコンとかじゃないんだっ！

「お料理もワインも、美味しいですね」

　皆の視線を気にすることなく、姉さんがワインや食べ物を口に運ぶ。なんか、ワインがちょっと見ない間にボトル半分くらいまで減ってるんだけど……。

「もしかして、姉さん酔ってる？」

「そう言えば、少し酔っているかもしれません」

　いや。確実に少しじゃない。いくら姉さんでも、素面しらふでこんな行動を取ったりはしないはずだ。これはなんとしても酔いを覚ましてもらわないと。

「酔っているなら、水を持ってくるね」

「そうですか。それは助かります」

　姉さんの膝から抜け出して、キッチンでグラスに水を注いでまたリビングへ。

「はい、姉さん」

「ありがとうございます」

　姉さんに水を渡すと、僕は敢あえて姉さんから一番離れた場所に座り直した。これ以上皆の前で変なことをされたら敵かなわない。




　スクッ（姉さんが立ち上がる音）




　スタスタスタ（姉さんがこちらに歩いてくる音）




　ぎゅむっ（姉さんが僕を抱きしめる音）




「「「………………」」」

　皆の観察するような、冷静な視線。

　もうダメだ。絶対に明日から僕の渾あだ名なは〝シスコン〟だ。

「すいません。遅くなっちゃいま──明久……君……？」

「ごめん姫路さん。色々と言いたいだろうけど、今は見逃して下さい……」

　カセットコンロを持って戻ってきた姫路さんが、姉さんに抱きかかえられた僕を見て目を丸くしている。

　結局、皆の微妙な視線は、姉さんがそのまま眠ってしまうまで続いていた。




　　　　　☆




「それじゃあ、そろそろお鍋の用意を始めますね」

　姫路さんが持ってきたカセットコンロをテーブルの上に置く。

　前菜を片付けて、いよいよメインの闇鍋が始まろうとしていた。

　ではここで、恒例のルール説明を。




①素材は食べられるものであること

②一度箸はしをつけた料理は必ず食べきること

③用いる食材は各自一種類のみ（ただし、最初の出だ汁し取りの昆布は別）




　本来は事前に各自で用意しておいた材料を入れるんだけど、今日はそんな時間もないので、現在我が家にある食材のみを使用するという特別ルール。これなら死につながるような物が混入されることはない。つまり命にかかわる危険なことは──




「そう言えば私、カセットコンロと一緒に、お鍋の具材も持ってきちゃいました☆」




　命にかかわる危険なことは、僕らのすぐ目の前に存在する。

　気を抜くな。意識を集中しろ。このゲーム、懸かかっているのは自分の命だ。

　姫路さんがニコニコと十センチ四方程度のタッパーを掲げている。アレが姫路さんの持ってきた食材（？）か……。

「食材は一人ずつ、他の人に見えないように持ってくるということで良いのよね？」

「……うん。見えたらつまらない」

「えっと、それじゃあボクから持ってくるね〜」

　そう言って、一番手の工藤さんが台所に消えていった。続いて、美波に霧島さんと続いていく。

「次はワシじゃな」

　緊張した面持ちで秀吉が立ち上がり、しばらくしてから何かを携えて戻ってきた。

「…………行ってくる」

　更にムッツリーニ、雄二も何かを持ってきて、元の位置に戻る。

　さて。最後は僕の番か。




『……どんな味になるんだろう』

『ちょっと怖いわね』

『そう？　ボクは楽しみだけど？』




　何も知らない女子陣が楽しげに談笑している中、妙な緊張感を孕はらんだ男子陣の後ろを通って台所へ。

「さて、どうするか……」

　流し台の前に立ち、少し考える時間を取ってみた。

　この闇鍋。僕がやるべき行動は、実は至ってシンプルだ。姫路さんが投入するであろう食材（？）を、雄二かムッツリーニの胃袋に押し込む。ただそれだけ。ただそれだけで、他の皆の命は助かる。

「けど、問題は向こうも同じ事を考えているってことだよね」

　雄二やムッツリーニ、下手をしたら秀吉も、誰かを犠牲にして助かろうとしているに違いない。自分の命のためならば、仲間の犠牲も厭いとわず行動する。僕らが今まで一緒に行動してきた中で培つちかってきた、大切な教訓の一つだ。

「さて。それじゃあまずは……他の皆の食材を調べるか」

　いくらわからないように持っていったとしても、昨き日のうあった物がないというだけで、僕には皆が何を選んだのかがすぐにわかる。とりあえず、戸棚のあたりから調べてみようかな。

　戸棚、流しの下、調味料入れなどを確認する。ふむふむ。なくなっているのは──




①タバスコ（新品）

②タバスコ（使いかけ）

③タバスコ（ピザのおまけ）




「バカばっかりだぁーーっ!!」

　皆の激辛好きに思わず頭を抱えてしまう。

　どうしてタバスコ一択!?　他に食材を知らないの!?　真っ赤な出汁がお好みなの!?




『明久君、どうかしましたか？』




　僕の絶ぜつ叫きようを聞いて、姫路さんがリビングから声をかけてきた。いけない。こんなことで取り乱していたら先が思いやられる。

　僕は「大丈夫。なんでもないよ」と返事をすると、気を取り直して今度は冷蔵庫に向き直った。

「恐らく、こっちが雄二たちの選んだ食材のはず……」

　タバスコを選んだのは、多分美波や霧島さんや工藤さんだろう。確かに、タバスコは闇鍋に入れられたら辛くて大変な食材だ。大変な食材ではあるけど……それは、この闇鍋に命の危険を感じていない、平和で暢のん気きな考えだ。僕や雄二たちのように、常日頃からよく訓練された必殺料理処理班は、そんな選択はしない。なぜなら、タバスコを入れたところで自分の命は助からないからだ。アイツらは、いかに自分以外の人間に姫路さんの食材を引かせることができるか、その一点に特化した選択をしているはず。その考えを読み切らないと、この闇鍋から生きて戻ることはできない。

　大きく深呼吸をすると、僕は冷蔵庫の取っ手を摑つかみ、一気に引き開けた。さて、なくなっているものはなんだ？

「──長ネギ、人にん参じん、豆とう腐ふか」

　一見、食材としてはごくありきたりに思える選択。けれども、そこには絶対に相手を陥れる為の意図が隠されているはずなんだ。

　長ネギというと──そういえば、薬やつ効こう成せい分ぶんが含まれていたっけ。ということは、長ネギで防壁を作って、ひとまず自分の身を守ろうって作戦か。ついでにそのネギを食べておけば、気休め程度でも解げ毒どく作さ用ようが期待できる。なるほど。１％でも生き延びる可能性を高めようという意志が伝わってくるチョイスだ。この攻撃性の低さから言うと──長ネギを選んだのは秀吉あたりだろうか。

　次に、人参について考える。包ほう丁ちようや流し台を見ても、人参を切ったような跡は見られない。つまり、形は三角の状態そのままだということになる。その人参が、二本なくなっている。これはどういうことか。僕なら人参を使って、どう生き延びる……？

「人参……そのままの状態……三角形……。僕が使うとしたら……」

　そうかっ！　さては、人参の三角の形状で斜面を作り、姫路さんの投入物を誰かの前まで転がしていく作戦だな!?　テーブルの真ん中に鍋が置いてあるという配置も考慮して、姫路さんは遠くに手を伸ばしたりはせず、自分の手前に食材を投入するだろうと予測した上での攻撃方法だ。そうすれば、食材は人参で作られた斜面で転がり、誰かの前に配置される。僕ら処理班は極力危険物を摑まないように、自分の投入した食材を取ろうと考えるだろうから──自分の近くに箸を入れる。そこに、危険物が転がり込んでいることに気付くことなく。あとはルール②に則り、そいつに危険物を処理させるだけだ。これは……なんて危険で、なんて攻撃的な作戦なんだ。姫路さんの料理の危険性を知っている僕らにしか害を及ぼすことがなく、それでいて自分の身も守ることができる。発案したやつは心の中でほくそ笑んでいることだろう。

　けど──

「その考え、まだ甘い……っ！」

　その考えはあまりに甘く、あまりに愚おろかしい。なぜなら、その作戦は姫路さんの投入物が球体であるということが前提で初めて成り立つからだ。

　僕の見たところ、姫路さんの食材は球体──いや、それ以前に固体であることすら疑わしい。なぜなら、彼女はカセットコンロを取りに行く前に言っていたからだ。『鍋は出汁が大事』と。凝こり性しようの姫路さんのことだ。投入して終了の具材より、出汁に仕掛けを打ってくる可能性が非常に高い。つまり、投入してくる物は液体か、あるいは煮汁にしみ出す昆こん布ぶのような何かに違いない。それはさっき彼女が持ってきていた容器からも推測できる。この程度のことを読み切れない甘さ……人参を選んだのは雄二とは考えにくい。恐らく、ムッツリーニといったところだろう。

「そうなると、豆腐は雄二か」

　恐らく僕にとって最も大きな敵となるであろう雄二の食材も判明した。ここまでわかれば、向こうの作戦はわかったも同然だ。アイツの考えそうなことなんて、すぐに見当がつく。

「それなら僕は、こいつを使わせて貰おう」

　冷蔵庫の中からそれを取り出し、包丁でほどよい大きさに切っておく。

　さて。あとはコイツを鍋の中にうまい具合に配置するだけだ。




　　　　　☆




　グツグツと美味しそうな音をたてて鍋が煮えている。

　テーブルの中央に置かれたカセットコンロに、大きな土鍋。中身は出汁を取る為に入れた昆布以外は何も入っていない状態だけど、この鍋が一番美味しいのは今この瞬間のような気がした。

「それでは、電気を消しますよ〜」

　姫路さんの声と同時に、パチン、とスイッチを押す軽い音がした。カーテンが閉められたリビングの中に、コンロの火だけがゆらめく。いよいよ戦いの始まりだ。

「じゃあボクから材料を入れるね〜」

　明るい工藤さんの声が聞こえて、同時にトポトポと鍋の中に何かが投入される音が部屋に響いた。本来ならこの時点で『まさか鍋に大だい福ふくなんか入れたりしてないかな？　いや、そもそも投入音が液体っぽいし、もっと他の何かが……』などと不安がよぎるのだけど、今日は全然気にならない。むしろ大福程度なら大歓迎だ。

「ウチもいくわね」

「……私も」

　今度は美波と霧島さん。今のところ、鍋におかしな様子は見られない。タバスコ？　その程度、いくら入れられようと物の数ではない！

「それでは、ワシも入れようかの」

「…………同じく」

　そして、秀吉とムッツリーニが動き出した。秀吉は箸で何かを一つずつ入れていくような、ムッツリーニは大型の物をそっと沈めるような、そんな気配。読み通りだっ！

「次は俺だな」

　今度は雄二が何かを取り出して、素手で丁てい寧ねいに並べていく気配が伝わってくる。素手ということは、豆腐の可能性が高い。この勝負、貰った！

「僕も入れるね」

　雄二が入れ終わって鍋から手を引くのを確認してから、僕は選んだ食材を投入した。雄二が手を引くのを待ったのは、当然後から配置を変えられない為だ。

「最後は私ですねっ」

　できることなら今すぐに蓋ふたを閉じて全てをなかったことにしたい。処理班の誰もがそんなことを考えているだろうけど──そんな僕らの思いをよそに、無む情じようにも姫路さんの食材は鍋の中に投入された。




　トポ、トポ……




　音から察するに、姫路さんの投入物は固体より液体に近い。ゼリー状の何かだろうか。

「…………っっ!!」

　ムッツリーニが身体を強こわばらせる気配が伝わってきた。今更考えの甘さを悔くいても遅い！　地獄で己おのれの浅はかさを呪うことだ！

「それじゃ、もう一度火をつけて煮込むぞ」

　雄二がカセットコンロのスイッチを入れた。

　室内に小さな明かりが灯り、静せい寂じやくの時間が訪れる。

　秀吉は予想通り防御にまわり、ムッツリーニは作戦失敗。残る敵は雄二のみ。

　僕は火にかけられた鍋を見ながら、自分の作戦を思い返した。




　〜〜明久ＳＩＤＥ〜〜

　豆腐を選んだ雄二は、恐らくこんなふうに考えているだろう。姫路さんが投入するものは、出汁に溶け込んだ時点で生命活動に支障を来きたす。それなら、そのスープを隔かく離りして、誰かに押しつけようと。その為の、豆腐。豆腐を利用して、僕と姫路さんを隔離したプールのようなものを形成する。そして、劇げき物ぶつを押しつけようって魂こん胆たんだ。鍋の出汁を少なめにさせたのは、豆腐が浮き上がって隙すき間まができるのを嫌ったからだろう。

　それなら僕は、その雄二の作戦を逆さか手てに取る！

　雄二の豆腐は僕と姫路さんを外がい界かいから隔離している。これは裏を返せば、外に食材Ｘが投入されたら僕は無事で済むということだ。そこで僕は、雄二の前に蒟こん蒻にやくと豆腐（雄二が配置した物）でプールを作っておいた。これは雄二専用の隔離施設だ。

　勿論、これだけだと雄二の前には普通のスープが入ったプールが出来上がるだけで、何の意味もない。危険物は僕の前に投下されておしまいだ。

　けど、ここで闇鍋のルールが活きてくる。材料は各自一つしか選べないけど、実は鍋の中にはもう一つ材料が入っている。それは──出汁を取る為の昆布だ。

　僕は危険物を雄二の前に投下させる為、熱である程度丸まった昆布を取り出し、姫路さんの前に配置しておいた。これで食材Ｘ（ゲル状）は全て雄二の隔離施設へ投下され、周囲に被害を及ぼすことはなくなる！　雄二のバカめ。自分で作った防壁で追い詰められるがいい！

　この生存競争。生き残るのは──













　〜〜雄二ＳＩＤＥ〜〜

　かかったなバカが！　明久の野郎、予定通り蒟蒻でプールを作りやがった！　この俺がなぜ蒟蒻があるにもかかわらず、豆腐なんて言う崩れやすい食材を選んだのか、出汁を取る為の昆布がやけに大きいのに何も言わなかったのか、その理由を全く考えていない。だからお前はバカなんだ！

　台所を管理している明久のことだ。俺が何を選んだかくらいはスグに割れるだろう。そうしたら、当然アイツはこっちに対して何かの手を打ってくる。それなら、俺は更にその裏をかくだけだ！

　まずは敢えて蒟蒻を残し、豆腐を選ぶ。そして、その豆腐に穴を開けておく。あとはそれを俺と明久を隔離する壁に使用するだけ。明久は自分が豆腐で隔離された安全圏にいると思って油断しているはず。まさかその防壁に穴が開いているとも知らず、自分の目の前の食材に箸を突っ込むだろう。俺自身は遠くに手を伸ばし、自分や明久の前などの危険ゾーンと隔離された箇か所しよから食材を拾えばいい。それだけでことは足りる。

　この生存競争。生き残るのは──




『──この僕だ！』

『──この俺だ！』




　　　　　☆




　鍋が煮えるまでの、待ち時間がゆっくりと流れる。

「そろそろいい頃合だな。火を消すか」

　しばらくしてから、雄二の台詞とともにコンロのスイッチが切られ、部屋の中に再び暗闇が訪れた。

「いよいよね……」

「……ドキドキする」

「どんな味になってるのかな〜？」

　ちょっと緊張しながらも、どこか楽しそうな美波たちの声。

「それじゃ、開けてみるわね」

　鍋摑みを手に、美波が鍋の蓋をゆっくり持ち上げる。すると、そこからはタバスコの臭しゆう気きが漂ってきた。

「「「う……」」」

　女子勢が顔を歪ゆがめる気配。それについては自業自得だと思う。

「じゃあ、いよいよ闇鍋スタートだね」

「おっしゃ！　やってやるぜっ！」

　気合いを入れる為に開始宣言をし、僕は具材を取り出そうと鍋の中に箸を突っ込んだ。さて。ここが重要だ。壁になっている豆腐や蒟蒻を取らないように気をつけないと。

「ふん。どうした明久。闇鍋だってのに、随分と余裕そうじゃないか」

「そう言う雄二こそ。今から自分が苦しむ羽目になるとも知らないで」

　具材を探しながら雄二と牽けん制せいし合あう。ふふん、バカめ。まだ自分の豆腐防壁が機能していると思っているとは。僕の蒟蒻が作った防壁の前に絶望するがいい！

　この後見られるであろう雄二の苦しむ姿を想像しつつ、僕は箸の先に当たった何かの具材を挟んだ。ここは安全ゾーンのはずだから、これを食べるとしよう。

「明久。本当にその具材でいいのか？」

「雄二こそ。取り出してから後悔しないようにね」

　同じタイミングで具材選びを終えた雄二ともう一度牽制し合い、具材を落とさないようにしっかり挟み込む。

　それじゃ、落とさないように気をつけながら一気に取りだそう。せぇ──のっ




　どろり　←溶解した蒟蒻の欠片かけら




「「………………」」

　……………………………………………………は？

　一瞬思考回路が停止する。

　いやいやいや。これは何かの間違いだろう。きっと、暗くてよく見えなかったんだ。だって、こんなおかしなことが起こっているはずがないじゃないか。

　何も見なかったことにして、一旦蒟蒻を鍋に戻す。

　ふぅ〜、と大きく深呼吸をして、再び箸で摑んだものを取り皿に載せた。




　どろり　←溶解した蒟蒻の欠片




「「大事な防壁がぁーっ!?」」

「な、何よ!?　いきなりどうしたのよアキに坂本!?」

　暗闇の中、突然絶叫した僕らに美波が驚いていた。

　なんで蒟蒻が溶けてるの!?　何と反応したの!?　どうして鍋物なのに化学反応が起きてるの!?

「恐ろしいヤツだ姫路……！　俺たちの小細工なんか相手じゃないってワケか……！」

　まさか防壁ごと破壊してくるとは。彼女の考えは僕らのような小物とは格が違う。最初っから僕らごときが敵かなう相手じゃなかったんだ……！

「アキ。何かあったの？」

「いや、気にしないでいいよ美波……。所しよ詮せん僕らは奪われる側の存在だったんだ……」

「本当に何があったのよ」

　余計なことは知らなくてもいい。どうせ、今更知ったところで間に合わない。

「ま、まぁいいわ。とにかくウチも……」

　と、鍋に手を伸ばそうとする美波。すると、

「待て島田」

　雄二はそんな美波を止めて、ゆっくりと指を組んだ。

　そして、厳おごそかに言葉を紡つむぎ出だす。

「……天にまします我らが父よ……」

「？　坂本、何冗談やってるのよ？」

「美波！　本気で祈るんだ！　僕は友達が死ぬ姿なんて見たくない！」

　秀吉とムッツリーニが無心に祈りを捧げている気配が伝わってくる。僕らの気持ちは一緒だ。

「──アーメン」

「「「──アーメン」」」

　十字を切って……さて。いよいよ審しん判ぱんの時だ。

　目が暗さに慣れてきたので、取り皿を持ち上げ、暗闇の中でしげしげと観察する。

　温かい湯気と共に立ち上る刺激臭。なんだろう。この湯気はやたらと目に染みるなぁ。涙が止まらないや。

「あ、明久!?　ワシには湯気が紫色に見えるのじゃが!?」

「ぐぅぅっ！　目が、目があっ！」

「落ち着け明久！　暴れて鍋をひっくりかえしたら大惨事だぞ！」

　雄二に腕を押さえつけられる。

　確かに鍋をひっくりかえして中身が人体に降りかかったら大変なことになるかもしれない。その判断は間違っていない。間違っているのはこの鍋の存在自体だ。

「もう、アキってば何を遊んでいるのよ」

「……はしゃいでる」

「吉井君たちはいつも楽しそうだよね〜」

　まだ異常事態に気付いていない女性陣。そうじゃない。そうじゃないんだ……！

「お箸じゃ取りにくいと思いますからおたまにしましょうか」

　具材に豆腐や蒟蒻があると知ってか、姫路さんの提案によりおたまが用意された。各自がおたまを使って鍋の中身を掬すくっていく。それが天国に続く階段とも知らずに。

「……いただきます」

　霧島さんが取り皿を持ち上げ、少し汁を啜った。さて。どうだ……？

『……臭においほど、変な味でもない』

「翔子!?　お前の声が直接脳に響いてくるんだが、魂はきちんと身体の中に入ってるのか!?」

　霧島さんの背中から白いボヤッとしたものが出ているように見える。これって危険なんじゃない!?

「アキも遊んでばかりいないで食べたら？　いただきまーす」

「ボクもいただきまーす」

　今度は美波と工藤さんが化学兵器を口にした。

「「きゃぁぁあぁぁああ!!」」

「えええっ!?　食べ物を口にして悲鳴を上げるっておかしくない!?　普通、感想は『美味しい』か『不ま味ずい』の二択だよね!?」

　そして二人ともテーブルに突つっ伏ぷして動かなくなった。ダメだ。二人とも意識がない！

「み、美波ちゃん!?　翔子ちゃん、愛子ちゃん、しっかりして下さい！」

　姫路さんが倒れた三人に呼びかける。

「う……。な、なによ、あの味……」

「……食べ物とは思えない」

「ぼ、ボクもこれはちょっと……」

　三人は頭を振りながらゆっくりと上半身を起こした。良かった。一命は取り留めたみたいだ。

「うぅ……。まったく、酷い目に遭ったわ……」

「……臨死体験」

「ボク、あんな味は初めてだったよ」

　飲み物を手にして、口直しをする美波たち。

　そうやってある程度落ち着くのを待つと、

「じゃあ、今度はムッツリーニ君たちが食べる番だよね」

　工藤さんがそんなことを言い出した。

「…………っ!?（フルフルフル）」

　急に話を振られて慌てるムッツリーニ。目の前でいきなり三人の友達が意識を失ったんだ。尻しり込ごみするのも当然のことだろう。

「あははっ。そんなに怖がらなくても大丈夫だよムッツリーニ君」

「…………大丈夫なわけがない……っ！」

「もしもの時は、ボクが人工呼吸、してあげるから☆」

「…………っ!!」

「だから、あーん」

「…………っ!?（フルフルフル）」

　工藤さんがムッツリーニの口元に取り皿を運ぶ気配が伝わってくる。そして、その隣では

「……雄二。あーん」

「冗談じゃねぇっ！　俺は食わねぇし、倒れても人工呼吸なんざいらねぇからな！」

「……照れなくてもいい。キスなら、この前してくれたんだから」

「な、何言ってやがる!?　この前のはデコにしたからノーカンだろ!?　だいたいあれは詫わびの印しるしだとかなんとかお前が言い張るから」

「……いいから、あーん」

　その隣では、雄二が霧島さんと死闘を繰り広げていた。とりあえず、今聞こえてきたキスがどうのという話は、異端審問会の法廷で今度じっくりと聞かせて貰うとしよう。

「ねぇ、アキ」

　それよりも、今は僕のところにもやってきた死の御使いについて考えないと。

「あーん」

　美波が僕の口元に取り皿を寄せてくる。おのれ……！　自分が酷い目に遭った腹いせに僕を昏こん倒とうさせようって魂胆だな……！













「や、やめるんだ美波！　僕はまだ死にたくない！」

「何を言ってるのよ！　自分だけ助かろうなんて、そんなの許さないんだから！」

「そんなこと言われても……！」

「いいから口を開けなさい……！」

　命を懸けた押し合いが続く。この怒り方……まさか、倒れるほど不味い食材を入れたのが僕らだと思ってない!?　違うんだ！　僕は皆を守ろうとしたんだ！

「ほら、あーんなさい……！」

　口元に危険物がどんどん近付いてくる。このままじゃまずいっ！

「じゃ、じゃあ、僕が倒れたら、美波が人工呼吸をしてくれるの!?」

　そこで、僕は咄とつ嗟さに変なことを口にしてしまった。やってもうた！　周りの人たちがおかしなことを言ってるからつい僕まで！

　予想される美波の攻撃（あるいは侮ぶ辱じよく）に対して身構えていると、なぜか予想外のリアクションが返ってきた。

「ふえっ!?　そ、それは、その、なんていうか、その、ねっ」

　なんか妙に慌ててる。ってそうか！　そう言えば、前に美波とは勘違いでそういったことがあったんだっけ！

　これは気まずいと思いながらも何も口を出せずに黙ってしまう僕。

　すると、美波がしどろもどろのまま言葉を続けた。

「…………え、えっと……その……アキが、望むなら──」

　へ？　望むなら？

「──た、倒れてなくても……」

「えぇぇっ!?　美波、何言ってるの!?」

　待て。落ち着くんだ僕。ここで浮かれてしまったら何か大事なことを見落とす気がする。人工呼吸……そうか。美波は何もマウストゥマウスとは言っていない。まさか、僕をうつぶせにして背中を踏む気だとか……？

「み、美波ちゃんずるいですっ。抜け駆けですっ」

「ほらアキ！　あーん！」

「もごぁっ!?」

　考えている間に口に押し込まれる鍋のスープ。やられたっ！




『ほらムッツリーニ君、どうぞ』

『…………う……ぐ……っ！』

『……はい、雄二』

『もごぉっ!?』




　遠くでは仲間たちの口にも何かが押し込まれる気配。

　やられた……。もう、意識が……。




『あの……、美波ちゃん。明久君の人工呼吸はじゃんけんで……』

『そ、それは、ほら。アキはうちに頼んでいたから。ね？』

『ずるいです……。美波ちゃん、前にも明久君とキスをしたのに……』




　もう……意識が……




『……雄二。今私が助けてあげる』

『ムッツリーニ君。闇鍋の味、どうだった？』




　意識が……。




　──────なくならない。




「あれ？　全然平気だ」

「なんだ。意外と大したことないじゃないか」

「…………どうということはない」

「んむ？　本当じゃな。辛いことは辛いが、そこまででもないのう」

　口に押し込まれた雄二やムッツリーニ、自分から手を出した秀吉までもが平然としている。なんだ。怖がって損した。

「なるほど。いつの間にか耐性が出来ていたか」

「事あるごとに危険物を口にしておるからのう」

「…………複雑な気分」

　タバスコと溶けた豆腐と蒟蒻の混ざり合ったスープを絡めて、人参や長ネギを食べる。皆の入れた食材のおかげで、いつもより姫路さんの料理の攻撃力が弱まっていたようだ。この程度なら可愛いもんだ。若干舌と手足が痺しびれるくらいじゃないか。

「な、なんでアンタたち平気なのよ!?　こんなに酷い味なのよ!?」

「……理解できない」

「吉井君たちって、味み覚かく障しよう害がい……？」

　美波たちが平然としている僕らを見て戦せん慄りつしていた。




　　　　　☆




「あら？　皆さんはどうなさいましたか？」

「おはよう姉さん。皆なら、ついさっき帰ったよ。こんな時間だし」

　鍋を終えてキッチンで洗いものをしていると、別の部屋で寝ていた姉さんがやってきた。酔っ払って寝ちゃうなんて、ちょっと意外だったなぁ。両親が飲めるから、姉さんもお酒に弱くはないはずだけど……疲れが溜まっていたんだろうか？

「玲さん。おはようございます。頭が痛かったりはしませんか？」

「ありがとうございます瑞希さん。少しお酒が回ってしまっただけで、特に残っていたりはしないので大丈夫です」

　僕と一緒に洗い物をしてくれていた姫路さんが、コップに水を注いで姉さんに手渡している。姉さんはその水を飲むと、姫路さんの方に向き直った。

「それより、瑞希さんはまだ帰らなくても大丈夫なのですか？　ご両親が心配されていなければよいのですが」

「はい。家も近いですし、父も母もまだ帰ってきていないので、時間なら大丈夫です」

　姉さんが空けたコップを受け取ろうと、手を伸ばそうとする姫路さん。




　Ｐｒｒｒ!!　Ｐｒｒｒｒ!!




　その時、彼女のポケットから携帯電話の着信音が響いた。

「あ、すいません。私のみたいです。ちょっと失礼します」

　姫路さんが軽く頭を下げて、僕らに背中を向けて電話に出る。




『もしもし？　あ、お母さん。結婚式、どうだった？　こっち？　こっちは何もないけど──え？　そ、そうなの？　大丈夫なの？　うん、うん……』




　姫路さんが驚いたような声をあげていた。何かあったのかな？　口調から察するに、誰かが倒れたとか、そういった話ではなさそうだけど。




『そう。ううん、気にしないで。私は大丈夫だから。うん。うん。もう……、折角って、お母さん相変わらず暢気なんだから……。うん。わかった。それじゃ──』




　電話を切り、こちらに向き直る姫路さん。あんまり良い知らせの電話でもなかったようだけど──

「姫路さん、何かあったの？」

「あ、いえ。ちょっと父と母が、すぐには帰って来られなくなったそうなんです」

「え？　そうなの？　何があったの？」

「なんでも、空港がスト状態になって、飛行機が飛ばないとか……」

「ストですか……。アキくん、テレビを点けて貰えますか」

「う、うん。了解」

　姉さんに言われて、リビングのテレビを点けてみる。チャンネルをニュースに回すと、海外からの中継画面が映っていた。




『それでは中なか西にしさん。空港は当分使用可能になる目め処どは立たないというわけですね？』

『はい。どうやら空港に勤務する人々の不満は大きいようで、労働条件の改善を求める動きは依然止とどまる気配を見せません。暴動などの不安はないようですが──』




　テレビの映像では、出国できなくて弱っている人たちの顔と、看板を掲げてストライキをしている現地の人たちの様子が映っていた。

「もしかして、この国に？」

「はい。二人の昔からのお友達の結婚式だとかで……」

　姫路さんの両親が出掛けていたのって、海外だったのか。

「とりあえず身の危険はなさそうですね。治安の良い観光の国ですし」

　姉さんがテレビを見ながら言う。そっか。安全なのか。それは不幸中の幸いだ。

「はい。母も、『折角の機会だし、空港が使えるようになるまでお父さんとゆっくり観光していこうかしら』って」

「あはは。それはまた、ポジティブな考え方だね」

「うちのお母さん、すごく暢気なので……」

　じゃあ、あとはストが終わるのを待つだけか。姫路さんの両親の方は大丈夫そうだ。

　そうなると、問題は──

「瑞希さんはどうするのですか？」

「そうですね。私が日本からできることはないので……のんびりと帰ってくるのを待ちます。ストとなると、いつ戻ってくるのかよくわかりませんけど」

「ああいや、そうじゃないよ姫路さん」

「？？？」

「ご両親が戻られるまで、瑞希さんは一人で暮らすのですか？」

「あ、はい。そうなりますね」

　姫路さんの一人暮らし。ちょっと、いやかなり心配だ……。年頃の女の子が一人で暮らすなんて、危ないと思う。最近は物騒だし。

　どうしたものか、と思っていると、

「それでは、ご両親が戻られるまで、我が家に滞在しませんか？」

　姉さんがそんな提案をした。え？　えぇえええっ!?

（ちょ、ちょっと姉さん！　そんなことしてもいいの!?）

　慌てて姉さんの肩を摑んで耳打ちする。あんな話を聞いたら、僕もそうしてあげたいと思っていたけど──まさか姉さんから言い出すとは思わなかった。不純異性交遊とか言っていた癖くせに、そんな提案して大丈夫なの!?

（良いも悪いもないでしょう。瑞希さんの為ですから）

　僕の問いに対して、姉さんが迷いなく答える。そして、

（それともアキくんは、こういう時に何もしない姉さんが好きですか？）

　そう言って、姉さんは悪戯っぽい笑みを浮かべた。

（そんなことないよ！　こういう姉さんが大好きだよ！）

（そう言ってもらえると嬉しいです）

　姫路さんの前でなければハグの一つでもしていたかもしれない。常識には欠けるけど、やっぱり姉さんはなんだかんだ言って優しい。

　そんな姉さんに感動していると、姫路さんが僕らにおずおずと告げた。

「あの、お気持ちは嬉しいですけど、そんなご迷惑をおかけするわけには」

「いえ。迷惑なんかじゃありませんよ。瑞希さんはとても良い子ですし」

「うんうん。それに、姫路さんのお父さんとお母さんもその方が安心するだろうしね」

「そう言われても……」

　女の子の一人暮らしは不安だろうに、なかなか首を縦に振らない姫路さん。

「あの福引きの景品だって結局殆ど残ったままだし、嫌じゃなかったらどうかな、姫路さん？」

「い、嫌だなんて、とんでもないですっ！」

「嫌じゃない？　そっか。じゃあ、決まりだね」

　言げん質ちを取って、押し問答を終了させる。

　ちょっと誘導尋問っぽいけど、その辺は目を瞑つむってもらおう。本気で嫌がられているのなら別だけど、そうでもなさそうだし。

「あ、あのっ、えっと」

　姫路さんはどうしたらよいか迷ってしばらく言いよどんで、

「それでは……すいませんが、お世話になります……」

　そして、深々と頭を下げた。礼儀正しいなぁ。

「こちらこそよろしくね、姫路さん。何か困ったことがあったらいつでも言ってよ」

「瑞希さん。同年代の男の子がいる家なので恐縮ですが、その辺は私が責任を持って監督しますので、安心して下さいね」

「あ、いえ、そんな。明久君なら心配なんて」

「具体的には、何かある度たびにアキくんの指を一本へし折ります」

「ちょ、ちょっと姉さん!?」

「そして、折る指がなくなったら頸けい骨こつを折ります」

「言いなよ姉さん！　もうハッキリ死刑って言い切りなよ！」

　こうして、体育祭を終えた直後、今度は姫路さんとの共同生活という、新しい日常が舞い込んできた。

　姫路さんのいる生活か。どうなるんだろう……？

「ふ、ふつつか者ですが、よろしくお願いしますっ」

　とりあえず、姫路さんが凄くテンパっていることだけはよくわかった。





































『美み波なみ。ドイツに残りたいか？』

　夕食の席で、お父さんが私にそう尋たずねた。

『ドイツに残るのなら、美波には一人暮らしをしてもらうことになるけど……』

　お母さんが困ったように頰ほおに手を当てている。

　両親の仕事の都合というごく一般的な理由で、次の二月に十四年間のドイツ暮らしが終わりを告げることになった。

『え？　お姉ちゃんは一緒に行かないの？』

　妹の葉は月づきが不安げに私を見上げている。この子、好奇心は旺おう盛せいで活発なんだけどお姉ちゃんっ子だから……。私が一緒に日本に行かなかったら、きっと不安になっちゃうでしょうね……。

『どうする美波？　お父さんはお前がどうしてもと言うのなら、ドイツに残っていられるようにするが……』

　口ではそう言っているけど、お父さんとしては私にも一緒に日本に行って欲しいんだと思う。それはそうよね。年頃の娘を一人で、しかも海外に残していくなんて、そんなの心配に決まってるもの。

　私としては、正直に言うと困ってる。急に日本だなんて言われても、想像がつかない。物もの心ごころつく前からずっとドイツにいるし、こっちの学校に通っているから友達だって全員こっちの子。両親は日本に戻ることになるとは考えていなかったようで、家の中でもドイツ語を使っていた。そのせいで私には日本語がほとんどわからない。私にとっては、日本人こそが外国人だ。できることなら、こっちでずっと仲の良い友達と一緒にいたい。こっちに残っても、家族となら長期休みに会える。でも、日本に引っ越してからこっちの皆に会いに来るのは──きっと、難しいと思う。それなら、私は……

『お姉ちゃん……一緒に行かないの……？』

　なんてことを考えていると、葉月が泣きそうになりながら私の顔を覗のぞき込こんでいた。

　本当に、この子はお姉ちゃんっ子なんだから……。まぁ、仕事であまり家にいないお父さんとお母さんの代わりに私が面倒を見ることが多かったから、そうなっちゃうのは仕方がないことなんだけど。

　そう考えると、自然と私の心は決まっていた。日本に戻っても、お父さんとお母さんの忙しさはきっと変わらないと思う。そうすると、私がいなかったらこの子は一人でいる時間が増えてしまう。そんなの、まだ小さいこの子にはあまりに可か哀わい想そうだ。

　だから、私はお父さんとお母さん、そして可愛い妹に笑みを作ってはっきり言った。

『ううん。私も行く。お父さんとお母さんと、葉月と一緒に日本で暮らす』

　私がそう言うと、皆が安あん堵どしたように顔を綻ほころばせた。




　　　　　☆




　ただでさえ退屈だっていうのに、言葉がよく聞き取れなかったせいで更につまらなかった入学式も終わり、私たちはこれからの一年間を過ごす教室で自己紹介をしていた。

「──亮りようです。これからよろしくお願いします」

　私の前の席に座っていた男子が自己紹介を終えて、席に戻ってくる。今度は私の番だ。

　少し緊張しながら前に出る。日本に馴な染じめるかどうかは、この第一印象で大きく変わってくる。変なことをしないように気をつけないと！

　頭の中で昨日の晩に練習した自己紹介を思い返して、チョークを手にとって自分の名前を黒板に書いてから皆に向き直って大きく声を出す。えっと、

「シマダ　ミナミ　でス。よろシくお願いしマす」

　私がそう言うと、教室にいる皆が目を丸くしていた。え？　なに？　私早速なにか変なことした？

　全身に冷たい汗が流れる。どうして皆そんな顔をしているの？

「島しま田ださんはドイツからの帰き国こく子し女じよだそうです。日本にはつい最近帰国したばかりなので、皆さん色々と助けてあげて下さい」

　担任の先生が日本語で言うと、皆が納なつ得とくしたように頷うなずいた。早口だから何を言っていたかわからないけど……私の事情を説明してくれたのかな？　あ、そっか。私の見た目は日本人なのに、言葉が片かた言ことだから皆が驚いてたんだ。

　原因がわかって一安心──と思ったら、今度は皆がクスクスと忍び笑いをしはじめた。な、なに？　なんなの？

「島田さん。大丈夫ですよ。漢字は徐々に覚えていけば良いのですから」

　先生が何な故ぜか黒板を見た後で私に笑いかけた。黒板には、私がついさっき書いた自分の名前しかないはずだけど……？

　見回してみると、教室の皆が黒板の私の字を見ていた。あれ？　何か間違えた？

　ポケットからメモ帳を取り出して確認。まさか私、自分の名前を間違えたの!?

〝島田美波〟

　メモにはそう書いてある。そして、私が書いた黒板の字は──

〝島由美彼〟

　あ……！　何か細かい部分がちょっと違うかも……！

「…………っ!!」

　私は大おお慌あわてで黒板の字を消して、代わりに大きくローマ字で〝Ｍｉｎａｍｉ　Ｓｈｉｍａｄａ〟と書いた。何よ！　間違ってるなら間違ってるって言ってくれたらいいのに！　何も言わずに笑うだけだなんて、こっちの連中って陰いん険けんなんじゃないの!?

「よろシくお願いしマす！」

　恥はずかしかったから自己紹介をそれだけで終わらせて、私は自分の席に早足で戻った。うぅ……っ。いきなり変なミスしちゃった……。




「神かん無な月づき中学出身、坂さか本もと雄ゆう二じだ」




　私の次の男子が短い自己紹介をして席に戻っていった。ラフ──というよりは荒っぽい雰ふん囲い気きの男子で、愛あい想そもあまりない感じ。そんな彼を見て、周りの人が小さな声で何かを囁ささやき合あっていた。




『アイツ、例の神無月中の……』

『悪あつ鬼き羅ら刹せつって噂うわさの……』

『かなりヤるヤツらしいぞ……』




「……フン」

　そんなざわめきに対してつまらなそうに鼻を鳴らすその男子。えっと、サカモト……だっけ？　ちょっとキツそうだけど、ああいうのって日本では普通なのかな？　お父さんは『日本は世界でも稀まれにみる治安の良さだから心配いらない』って言ってたし、あの人も見た目だけで、きっと日本ではスタンダードな男の子なんだろう。うん、大丈夫。何も心配いらないよね。

　納得して、次の人の自己紹介を聞く。今度は女の子みたい。

「木きの下した秀ひで吉よしじゃ。よろしく頼む」

　？？？　ちょっと語ご尾びがよくわからない日本語だったけど、普通よね？　女の子なのに男の子の制服を着ているのが変って言えば変だけど、その程度は別におかしいことじゃないわよね？　きっとスカートに慣れていないとか、そういうことよね。

　大丈夫大丈夫。私はきっと日本に馴染める。だって、お父さんは『日本には怖いこともおかしなことも何もない』って言ってたもの。

　一瞬頭をよぎった不安を振り切って、次の人の自己紹介に注意を向ける。今度は男の子みたいだ。

　呟つぶやくようにゆっくりと、私でも聞き取れるような速度でその男子が言う。

「…………土つち屋や康こう太た。趣味は、盗さ──何もない。特技は、盗ちょ──特にない」

　そう告げる彼のポケットからは、デジタルカメラとボイスレコーダーが顔を覗のぞかせていた。

　……ふ、普通……よね……？　きっと趣味がカメラで、ボイスレコーダーは──きっと、授業を録音しておく為に使うのよね。そうよ。そうに決まってる。あの程度のこと、別に日本がおかしいって証明になるわけじゃないわ……よね？　お父さん、私はお父さんの言葉を信じていいのよね……！

　気を取り直して、次の人。今度もまた男の子だ。

「長なが月つき中学出身の吉よし井い明あき久ひさです。よろしくお願いします」

　そう言って頭を下げたその男子は──何故か他の人とは違って、上着だけセーラー服を着ていた。

「………………」

　騙だまされてる……っ！　私、絶対にお父さんに騙されてる……っ！

　もう完全に今後の生活は不安色に染まっていた。どこが日本は怖くもおかしくもないのよ！　怖い人とおかしい人と危ない人しかいないじゃないの！

　あまりにインパクトのある三人のせいで、他の人の話が一切頭に入ってこないまま、いつの間にか自己紹介が終わっていた。

　担任の先生が連絡事項を告げて、教室から出て行った。入学式とＨホームＲルームで今日の学校はおしまいみたいだし、まっすぐ家に帰ろうかな。入学式を見に来てくれていたお父さんたちも家にいるだろうし。

　そう思って立ち上がろうとすると、私の周りに人だかりができていることに気が付いた。え？　な、なに？

「島田さんって帰国子女なの？　日本にはいつ来たの？」

「生まれはこっち？　それとも海外？」

「英語とか得意なの？」

　矢や継つぎ早ばやに質問を浴びせられて、思わず口ごもる。え？　キコク……なに？　生まれは日本だけど、英語とか日本語は苦手で──って、これってこっちの言葉ではなんて言えばいいんだっけ？

「今はどこに住んでるの？」

「部活とかは入らないの？」

「彼氏とか、向こうにいたりするの？」

　考えている間に次々と質問が増えていく。人が答えようとしているんだから、ちょっとくらい待ってよ！

「趣味は何？」

「好きな食べ物は？」

「バストのサイズは？」

　ああもうっ！　とりあえずは静まってくれないと返事もできやしないじゃないの！　日本語で〝静かにしなさい〟ってなんて言えばいいの？

　頭を抱かかえたい衝しよう動どうに駆られていると、不意に今け朝さ見かけた女の子の台せり詞ふが頭をよぎった。男の子に話しかけられてうんざりしていたその子は、相手を一言で静かにさせてたっけ。私も真似をしよう。

　その時あの子が言っていた台せり詞ふは確か──

「だ……」

「「「だ？」」」

「黙だまりナサい。ブタどモ」

　なるべく嫌な感じを与えないように、にっこりと笑みを浮かべて言ってみる。

　あの時は確か、こんな感じの台詞をドリルみたいな髪型をした女の子が言っていた。

　私の言いたいことは伝わったかな、と思って様子を窺うかがってみると、周りの皆は静まりかえって私の顔を見ていた。

「そ、そう。ごめんね」

「俺、初対面でブタなんて言われたのは生まれて初めてだ……」

「外国ではああいう物言いって普通なのかな……」

　気まずい顔をして私の周りから去っていくクラスメイトたち。え？　あ、あれ？　別にいなくならなくても。ちょっと待って欲しいだけなんだから。私何か言葉のチョイスを間違えた？

　きついことを言ったつもりじゃないって訂正したいけど、うまく言葉が出てこない。

「Warten Sie bitte. H[image: ]ren Sie meine Geschichte bitte.（待って。私の話を聞いて）」

　咄とつ嗟さに向こうの言葉が出てしまい、皆が困ったように愛想笑いを浮かべて離れていく。うぅ──！　誰かドイツ語がわかる人はいないの!?

「あ、アノ、Do not misunderstand, please.」

　それでも日本語が出てこないので、せめてわかってもらえそうな簡単な英語で話しかけてみる。英語もあまり得意じゃないけど、日本語よりはまだマシのはずだから。

「あー……。アイキャンノット、スピーク　イングリッシュ」

 　けれども皆はそんな返事をするだけで止まってくれなくて、気が付けば私は自分の席でぽつんと一人きりになってしまった。

「………………」

　初日からいきなり失敗しちゃった……。

　クラスメイトたちは私から距離を取りつつ、新しい友達を作ろうと話をしたり、あるいは顔なじみの友人（同じ中学校の出身かな）と遊びに行く算段を立てていたりしていた。

　……いいなぁ……。

　私も早く友達が欲しいし、顔なじみと遊びに行ったりしたい。

「ハァ……」

　私は大きく溜息をつくと、荷物をまとめた鞄かばんを持って教室を出ようとした。

　そんな時。

「あ。えっと……島田さん、だっけ？」

　後ろから話しかけてくる男子生徒の声。良かった！　さっきは何か失敗しちゃったみたいだけど、まだ話しかけてくれる人がいたんだ！

「ハイ？」

　期待して振り返る。すると、

「…………ハァ…………」

「え？　なに？　どうして僕の顔を見てすごくがっかりしたような顔をするの？」

　そこにはセーラー服を着た例のおかしな男子がいた。な、なんだか期待を裏切られた感じ……。

　って、人を見かけで判断しちゃダメよね。もしかしたら話をしてみるとすごく良い人かもしれないし、この格好だって何か理由があるのかもしれないし。

「？？？」

　私がじっと見ていると、その男子生徒は首を傾げていた。あ……。小動物みたいでちょっと可愛いかも……。確か、ヨシイとか言ったっけ？

「アノ」

「ん？　何かな？」

　声をかけると、私が日本語に不慣れなことを気き遣づかってか、ゆっくりと聞き取りやすいように返事をしてくれた。なんだ。いい人じゃない。

「なゼあナたの服ハ……？」

　とりあえず一番気になることを問いかけてみる。

「え？　ああ、この格好？　えっと、この格好は、その……」

　言いにくそうに口ごもる男子生徒。

「今朝、寝坊して慌てていたから……」

　日本の学生は慌てているとセーラー服を着るの!?　よくわからないけど、すごく高度な読解力を求められてる気がする！

「おいバカ。出入り口を塞ふさいで頭の悪い会話してんじゃねぇ」

　必死に相手の言っていることを理解しようとしていると、更に横から声がした。

「やめなよ坂本君。まだ島田さんは日本に慣れていないだけなのにバカ呼ばわりだなんて」

「オマエのことを言ってんだよ、吉井」

　不機嫌そうな顔で返事をしたのは、サカモト、とかいう乱暴そうな男子生徒だった。

　バカ、と言われたヨシイはむっとした表情でサカモトの顔を睨にらみ付つけた。

「む……。僕のどこがバカだって言うのさ」

「その格好と言動だ」

「なんだとっ！　人を見た目と中身だけで判断するなっ！」

「それ以上の判断要素はいらねぇだろ!?」

　ヨシイとサカモトが何やら言い争っている。

　？？？　なんて言ってるのか、早口でよくわからないんだけど……。

「僕のことをバカって言うけど、それならそっちだってバカじゃないか！　あんな凄い綺麗な女子に話しかけられても無視なんかして！」

「あ、アイツのことはテメェにゃ関係ねぇだろこのバカ野郎！」

「なんだとこのバカ野郎！」

　どんどんヒートアップして二人のテンションが上がっている。えっと、私はどうしたら……？

「だいたい、テメェは今朝最初に会った時からずっと気に食わねぇんだ！　特にその馬ば鹿か面づら！　もうちょい男らしくしゃきっとしやがれ！」

「それはこっちの台詞だ！　いきなり初対面の相手をバカ呼ばわりしてくるなんて、この礼儀知らず！」

「入学式にセーラー服を着てくる男に礼儀を云うん々ぬんなんて言われる筋合いはねぇぞ！」

　戸惑う私をよそに、目の前で怒鳴り合いを始める二人。勢いよく喋しやべっているせいで単語もろくに聞き取れないけど、これだけはわかる。こいつらと関わったら……多分、二度と普通の学生生活に戻れなくなる。

「ジャ、じゃア、サヨウナラ」

　こっちを見ないで睨み合っている二人を尻しり目めに、私はそそくさとその場を後にした。




　　　　　☆




　私、この学校でうまくやっていけるのかな……？

　この先のことを考えると、溜息ばかりが出てくる。日本とドイツの文化が違うということはわかっているつもりだったけど、これはなんだか文化以前の問題の気がする……。

　ひとまず今日はこれ以上疲れる前に家に帰ろう。そう思って玄関目指して廊下を歩いていると、前方に見覚えのある女子生徒の姿が見えた。女子なのに男子の制服を着ているクラスメイト──キノシタ、とかいう子だ。

　キノシタは後ろを歩いている私に気付いていない。どうしよう。女の子のクラスメイトなんだし、挨拶くらいしていくべきかな。

　しげしげと後ろ姿を観察してみる。さっきのバカっぽい男子生徒二人と違って、キノシタは普通の人のような気がする。女子の制服のスカートを穿はいてはいないものの、スカートを嫌う女の子がいるっていうのは知ってるし、そこまでおかしなことでもないはず。ここで会ったのも何かの縁えん。挨拶くらいはして帰ろう。

　心を決めて、頭の中で日本語での挨拶を思い出す。帰り際の挨拶は確か〝さようなら〟だ。『キノシタさん、さようなら』と言えばいいはず。

　小さく深呼吸をしてから、駆け寄って後ろから話しかけようとすると──キノシタは突然思い直したように進路を変えた。あれ？　どこに……って、なんだ。トイレか。

　わざわざそこまで追いかけて挨拶をする気はないけど、私もキノシタの後を追ってトイレに向かった。自己紹介の時に使ったチョークの粉が手についていたので、手を洗っておこうと思ったからだ。

「………………」

　キノシタがトイレの青色のドアを押し開けて、中に入っていく。へぇ……。日本では青色のドアが女子用で、ピンク色のドアが男子用なんだ……。キノシタの後を追って良かった。何も知らなかったら男子用に入っちゃうところだった。

　ちょっとした文化の違いを新鮮に感じつつ、ドアを押し開ける。すると、

「「「ぅおおおぃっ!?　女子がどうして入ってくるんだっ!?」」」

　用を足している男子生徒たちが一斉に絶ぜつ叫きようした。ちょっとぉおおっ!?　どうして男子がいるのよーっ!!

「ま、待て！　落ち着くのじゃ！　ワシは男じゃと──」

「「「なんでもいいから早く出ていけーっっ!!」」」

「Gehen wir hier, Kinoshita!!（出るわよキノシタ！）」

「誤解なのじゃーっ！」

　何かを言おうとしているキノシタの腕を摑つかんで、私は大慌てでトイレから出て行った。

「ハァ、ハァハァ……」

　そしてそのまま全力疾走して、階段の踊り場まで戻る。

「むぅ……。なぜワシが逃げねばならんのじゃ……」

　キノシタが不服そうな顔をしている。まさか、自分がやったことを理解してないの!?

　ほ、本当に、この……っ！

「Sind Sie dumm!?　Treten Sie nicht ins Badezimmer der M[image: ]nner ein!!（アンタバカ!?　男子トイレに入ってどうするのよ!?）」

「な、なんじゃ!?　なぜ島田は怒っておるのじゃ!?」

　キノシタは私に怒鳴られている理由がわかっていないらしく、目を白黒させていた。海外から来た私でもトイレの男女を間違えたらまずいってことくらいわかるのに、どうしてコイツはわかってないの!?　女子なんだから、きちんと女子用トイレに入りなさいよ！　おかげで私まで変だと思われちゃったじゃない！

「島田よ。お主はきっと何か誤解しておると思うのじゃ。よく間違われるのじゃが、ワシは歴れつきとした男で」

「Gehen Sie in Zukunft zum Badezimmer der Frauen!!  Es ist gut f[image: ]r Sie!!（アンタのために言っておくけど、今後はきちんと女子用トイレに入った方がいいわよ！）」

　まだ何か言おうとするキノシタにドイツ語で忠告して（伝わってないだろうけど）、私はその場を後にした。ああもう……っ！　本当に今日は、とんだ厄やく日びだわ……！

　ちなみに、今日は春一番とかなんとかいうやつで風が強かったらしく、玄関先ではたくさんの女子生徒がスカートを押さえていて──その近くでは小柄な少年が血だまりを作って倒れていた。本当に、日本ってなんなの……？




　　　　　☆




　私の入学式ということで休みを取ってくれたお父さんとお母さんと、まだ学校の始まっていない葉月と四人で食事をしていると、お父さんが私に心配そうに尋ねてきた。

『美波。日本の学校はどうだった？　馴染めそうか？』

『………………』

　アレに馴染んだら、私はバカか変態になる気がする。

『？　お姉ちゃん。何か嫌なことでもあったの？』

　不安げに葉月が私の顔を見ていた。いけないいけない。心配をかけないようにしないとね。

『ううん。嫌なことなんて何もないわよ。あの学校、すごく特徴的で、変わった人がいっぱいいたわ！』

　というか、変わった人しかいなかった気がする。

『そうか。楽しかったようで良かった』

『たくさんお友達ができるといいね、お姉ちゃんっ』

『そ、そうね』

　正直、あれならあまり友達が出来ない方が良いような……？

『美波。帰国子女なんて言ったら、質問攻めにはあわなかったの？』

　お母さんがデザートのリンゴを剝くむきながら聞いてきた。

『うん。あんまりいっぺんにたくさんの質問をされちゃったから、少し文句言ってきちゃった』

『文句？　日本語で？』

『うん』

『へぇ〜。お姉ちゃん凄いねっ。もう日本語をちゃんと使えるんだ！』

『勿論よ。きちんと日本語で、「黙りナサい。ブタどモ」って言ってきたんだから』

　と私が言うと、お父さんとお母さんが絶ぜつ句くしていた。え？　なに？

『み、美波……』

『？　どうしたの、お父さん？』

　お父さんの顔が引きつっているように見える。どうしてだろう。

『それはドイツ語で言うと〝Werden Sie schweigsam, ein Schwein.〟という意味なんだが……』

　お父さんが恐る恐る、といった体ていで教えてくれた。

　え？　〝Werden Sie schweigsam, ein Schwein（黙れブタ）.〟？　そ、それって……悪口も悪口、最低の罵ば倒とうじゃないの!?

『『………………』』

　お父さんとお母さんが心の底から心配そうに私を見ている。ど、どうしよう!?　何か言い訳しないと！

『えっとね、今日お友達になった子が、冗談でそんな日本語を教えてくれて……！』

　咄嗟に噓うそをついて誤ご魔ま化かす。と、友達じゃないけど、言っていた子がいてそれを真似したのは噓じゃないから、ギリギリセーフよね？

　私がそう言うと、お父さんとお母さんは大きく安堵の溜息を漏もらした。

『もう、美波ったら。転校初日から変な日本語を覚えてきて、いやねぇ』

『全くだ。友達ができてふざけるのはいいが、気をつけないと咄とつ嗟さに変な日本語を言ってしまうぞ』

『は、はーい』

　こうして、私の前途多難な転校初日は幕を閉じた。




　　　　　☆




「──あり・おり・はべり・いまそかりと言って、これらの活用は──」




　入学式から十日も経てば授業も本格的に始まっていて、私にとっては何を言っているのかわからない話が今日も続いている。

　一応赤点とかについては考慮してくれているものの、クラス全体に対して行われている授業そのものは、帰国子女の私には全くわからない説明でもおかまいなしに進んでいく。数学ならまだわかるんだけど（証明問題を除く）、この古典とか現代国語とかはさっぱりだ。何を言っているのか全然理解できない。

「ハァ……」

　外を見ながら溜息をつくだけの退屈な時間。ここのところ、毎日がずっと憂ゆう鬱うつだ。

　授業がわからないのはまだいい。想定していたことだから。問題は、なかなかこのクラスの皆に馴染めないこと。

「ハァ……」

　初日の〝ブタども〟という発言は思った以上に尾を引いた。入学したばかりで余裕のないクラスメイトたちは、そんなおかしな発言をする帰国子女に構う余裕はないようで、私の近くに寄ってくる人はここ数日間では片手で数えられる程度だった。




「では吉井君。この場合の〝はべり〟の活用形は？」

「えっと……〝はんなり〟です」

「古語の活用形を聞いているのに返ってきたのが京都弁とは、清すが々すがしいほど明後日あさつての方向の解答ですね」

「え？　あ、あれ？」




　クラスのバカが古語辞典を片手に、おかしなことを言って教室の皆に笑われていた。あの吉井ってヤツ、今までにあてられてまともに答えられたのを見たことがない。言葉のわかっていない私よりも正答率が低いなんて、どういう脳みそしてるんだろう。もしかしたら辞書の使い方すらわかっていないんじゃない？

　なんて私は呆あきれ返かえっているけど、周りの笑っている人はそうじゃなかった。呆れてもいるんだけど、どちらかと言うと、〝微笑ほほえましい〟って感じの方が強そうだ。「吉井は本当にしょうがないヤツだな」なんて台詞が聞こえてきそう。

　入学してまだ間もないというのに、もうそんな馴染み方をしているそのバカが、私には妙に気に障さわった。




「残念ながら〝はんなり〟は間違いです。正解は──」




　先生が苦笑混じりに答えを告げる。解説もしてくれているけど、その内容は私にはさっぱりだった。数学とかならまだわからなくもないけど、古典や現代国語、他にも日本史なんかは私にとっては異国の言葉の羅ら列れつだ。日常会話の単語レベルならまだしも、固有名詞や昔の言葉遣いなんて完全に理解の範はん疇ちゆうを超えている。

「ハァ……」

　結局私は、また外を見て溜息をつくだけの時間を過ごすことになった。なんだか、日本語の勉強をやる気がしないなぁ……。土曜日の日本語特別授業もサボっちゃおうかな……。どうせ、週に一回程度の勉強なんて大して効果なんかないだろうし。

　そのままぼうっとして授業の終わりを待つ。退屈なだけの古典の授業は、時計の針の進みがとても遅いように感じられた。




「──これで、授業を終わります」




　先生が教室を後にして、ようやく苦痛の時間が終わった。さて、帰ろ……。

「あ。島田さん。どこに行くの？」

　鞄を抱えて教室から出て行こうとすると、横から名前を呼ばれた。このしまりのない声は、アイツだ。あの癇かんに障るバカだ。

「何デスか？」

　思わず語尾が強くなる。

「えーっと……」

　人が折せつ角かく返事をしてやったっていうのに、話しかけてきたバカ──吉井は困ったように頰を掻かいていた。何よ。用もないのに話しかけてきたっていうの？

「ワタシ　ハ　帰リ　たいのデす」

　苛いら々いらしながら自分の意志を伝える。こんなバカと話をしているくらいなら、さっさと家に帰って夕飯の支度でもしている方が何倍もマシだ。

「へ？　〝What a sea〟？」

「ワ・タ・シ！」

　聞き返してきたバカに、更に強く一音一音区切って言ってやった。誰がこの状況で〝What a sea〟なんて言うのよ！　そんなに私の〝ワタシ〟って発音がおかしい!?　それともバカにしてるの!?

「ああ、〝ワタシは帰りたい〟って言ってたのか」

　ようやく私の言いたいことがわかったようで、吉井がマイペースに手を打つ。その仕草すらも、私には苛つきの材料にしかならなかった。




「──もかえりたいけど、それはまだダ──よ。──の後にＨホームＲルームが──るから──」




　私の気分を察することなく、吉井が言葉を続ける。けど、苛ついて集中力を欠いている私には、ＨＲという単語が耳に残る程度にしか届いていなかった。

「………………」

　言われた内容について、少し考える。

　ＨＲ？　ああそっか。そういえば、授業が終わったあとにそういうのがあるんだっけ。早く帰りたい一心ですっかり忘れちゃってた。

「だから、まだ帰っちゃダメだよ。もう少し待って」

　にこにこと私を見て笑っている吉井。何よ。そんなに私がＨＲを忘れて帰ろうとしたのがおかしいの？　それとも、私が日本語を聞き取れないで困っているのが楽しいの？

　なんか、コイツのへらへらした顔を見てたら、どんどん腹が立ってきた……！

「ああ、──れと、ＨＲがおわ──なんだけど──らで──くから──」

　まだ目の前のバカが何かを言っている。まだ帰るなってことは言ったんだからもう用は済んだんじゃないの？　それとも、まだ私に何か言いたいのかしら？

　集中して聞いていない自分が悪いんだけど、相手の言っていることがわからないことで苛ついて、つい目の前の吉井を睨み付けてしまう。

　すると、吉井は更ににへら、と笑って私に言った。

「えっと──ちゅう──どれ──ぶにいる──もなみ？」

　…………はぁ…………？　コイツ、何言ってるの……？

「ちゅう──どれ──ぶにいる──もなみ？」

　笑みを浮かべながら、もう一度同じ台詞を繰り返す。今度はちょっと集中してみたけど、それでもコイツが何を言っているのか聞き取れなかった。

「？？？」

　吉井が顔に疑問の色を浮かべる。「どうして聞き取れないんだろう？」といった感じの表情だ。どうしても何も……私にとってここは外国で、アンタらの言葉は外国語なんだから、聞き取れなくても不思議はないのよ！

「えっと──」

「ワカりまセン！」

　もう一度繰り返そうとした吉井の言葉を、私は大きな声で遮さえぎってやった。きっとコイツ、私が日本語を聞き取れないのが面白くて、私のことをバカにしてるんだ！　いつもは自分がバカにされているから、自分より下の私をバカにして楽しんでるんだ！　そうに決まってる！

「ワタシ、帰ル！」

　こんな授業もろくにわかっていないようなバカに下に見られていると思うと、我が慢まんがならなかった。ＨＲなんて知ったことか。早退でもなんでもつけたらいいじゃない！

「「「………………」」」

　クラスメイトたちの視線が集まるのがわかったけど、もうそんなことは関係なかった。別にこれが原因で更に距離をおかれたって構わない。どうせ元々距離をおかれていたんだから！

　私はいつもより早い時間に学校を後にして──時間つぶしも兼ねて商店街で夕飯の買い物をしてから家へと帰った。




　　　　　☆




『お姉ちゃん。このコロッケ美お味いしいねっ』

　夕食時。妹の葉月が、私の買ってきたカレー味のコロッケをにこにこと頰張りながらそんなことを言った。

『そう？　それは良かった』

『うんっ。クリームコロッケも好きだけど、こういうのも好きっ』

　クリームコロッケ、と言われて一瞬落ち込みそうになる。葉月がクリームコロッケが好きなのは知っている。私も好きだし、今日だってそれを買って帰ってくるつもりだった。でも……食卓に並んでいるのは、カレー味のコロッケ。ソースだって、ウスターとオイスターの両方が並んでいる。その理由は簡単。私が、きちんと買い物できなかったからだ。

　何も知らない妹が純粋に喜んでいる姿を見ると、少し気分が陰いん鬱うつになった。

『美波。今日はお夕飯の支度をしてくれてどうもありがとうね』

『ううん。気にしないでお母さん』

　お母さんが申し訳なさそうに私にお礼を言う。

　引っ越しも落ち着いて本格的に仕事が始まったのか、今日はお母さんの帰りが遅かった。お父さんにいたっては、まだ帰ってきてもいない。どうやら今夜は残業になるらしい。

『それで、まだちょっとお仕事がバタバタしていてね、少しの間帰ってくるのが遅くなっちゃうんだけど……』

　お母さんが、今度は私と葉月の二人に向かって言う。お父さんとお母さんは同じ会社で働いている。お父さんの帰りが遅いのなら、お母さんの帰りも遅くなる。そんなのはわかっていたことだから、私も葉月も文句を言うような真似はしない。

『大丈夫だよお母さんっ。葉月にはお姉ちゃんがいるんだからっ』

　姉あね冥みよう利りにつきる台詞を言ってくれる葉月。勿論、私だって葉月を放っておくようなことはしない。その為に、日本に来たと言ってもいいくらいなのだから。

『心配しないでお母さん。お家のことなら任せておいて』

　胸を叩いて自信満々に答えてみせる。それを聞いたお母さんは安堵で顔を綻ばせていて──その表情が、噓をついている私には少し心苦しかった。




　本当の私は、学校も、買い物も、何一つうまくできていないのに。




　　　　　☆




　この学校に通い始めて、もうすぐ三週間になろうとしていた。

　周りのクラスメイトたちは友達もできていて、お昼休みともなると皆楽しそうにグループになってお弁当をつついていた。

「ハァ……」

　そんな楽しげな雰囲気の教室で、私は一人で溜息をついている。

　相変わらず私はクラスに馴染めないし、買い物だって未いまだに間違える。欲しいものをうまく見つけられず、一度家に帰って日本語を調べてから再びお店に行くことだって幾度もあった。

「ハァ……」

　日本語もほとんど上達していない。なぜかというと、そもそも使っていないからだ。話ができないから友達ができない。友達がいないから日本語を使わない。絵に描いたような悪あく循じゆん環かん。自分が自分で嫌になる。

「ハァ……」

　もう数えるのも億おつ劫くうになるほどの溜息の繰り返し。

　私、ずっとこうやって溜息ばかりついて日本の生活を続けるのかな……。

　こっちに来ると決めた時にはやる気だった日本語の勉強も、今ではすっかりやる気を失ってしまっていた。生活に必要な日本語の勉強でもそのレベルなんだから、授業に対するやる気なんて言うまでもない。教科書やノートは学校に置きっぱなしで、予習も復習もしないから新品同様の綺麗な姿だ。……あ、いや、違うか。一応名前は書いておいたから、新品ってわけじゃないか。入学式の前の晩に、これから頑がん張ばろうと意気込んで、漢字で自分の名前を書いたんだっけ。もっとも、その名前は間違えて覚えていたんだけど……。

　入学式の自己紹介で恥をかいたことを思い出す。『島由美彼』と『島田美波』。紛まぎらわしい字じ面づらなんだから、間違えたってしょうがないじゃない。まったく。最初のあのミスから、全てにけちがつき始めたような気がするわ……。

　まるで今の私の状況の原因が全てそこにあるような気がして、なんとなく教科書を取り出して自分の名前が書かれている欄に目をやった。するとそこには、私のうまくいかないこっちでの生活を象徴するように、『島由美彼』という間違った名前が──

「？？？」

　間違った名前が──ない。どうして？

　そこに書かれているのは、『島田美波』という私の正しい名前だった。あれ？　間違えて名前を書いたのって、私の記憶違い？

　まぁいいか、と思い直して教科書を再び机の中に押し込んだ。全ての元げん凶きようっていうのも、あくまでそんな気がしただけだし。別にここに書いた名前が合っていたからって、今の私の環境が変わるわけじゃないわよね。




『おい明久。Ｃ組の曙あけぼの中出身のやつらが購買のパンを賭かけてバスケをやろうとか言ってるがどうする？』

『パンを賭けてバスケ？　やるやるっ！　今月の食費苦しかったから助かるよ！』

『よし。そんじゃ、メンバーを集めるか』




　教科書をしまって教室の中を何気なく眺めていると、教卓のあたりで例のバカと乱暴そうな男子がそんな話をしている姿が目に入った。あいつら、仲が悪そうだと思っていたのに、いつの間に仲良くなったんだろう。……別に、羨うらやましくなんかないけど。




『…………手伝う』

『ワシも参加させてもらおうかの。何やら楽しそうじゃ』




　更におかしな二人がその中に加わる。似たもの同士、仲良くやってるってわけか。バカが集まってバカをやるなんて、ホント、バカみたい。

　冷ややかにバカどもを観察していると、私の視線に気付いて吉井がトコトコとこちらにやってきた。な、何の用よ。

「えっと──ちゅう──どれ──ぶにいる──もなみ──？」

　またよくわからない日本語で話しかけてきた。〝ちゅう〟って、中学校のこと？　〝ちゅうがくに　もどれば　？？？ぶにいる　？？？、もなみ〟って言ってるの？　〝ぶにいる〟は〝部にいる〟かな。中学のクラブにいる──って、ああもうっ！　全然わかんないっ！　コイツ外国語だけじゃなくて日本語の文法もおかしいんじゃないの!?　もういい、無視しちゃえ！

「………………」

　気分が荒すさんでいるのも手伝って、私がずっと無視していると、バカは何度も同じことを繰り返し喋っていた。

「──ちゅう──どれぱ、どぶにいる──もなみ」

　聞く気がなかったので、今度は妙な発音だけが耳に残る。やっぱり何を言ってるのかわからないけど……それはそうと、語尾の〝もなみ〟っていうのは何よ！　もしかして私の名前のこと？　私の名前は〝もなみ〟じゃなくて〝みなみ〟だっての！　名前もロクに覚えられないクセに、馴れ馴れしくファーストネームで呼ぶんじゃないっ！

　一度そうやって考え始めると、その苛つきはどんどん心の中で大きくなってきた。

　だいたい、なんでコイツはいちいちこうやってつっかかってくるのよ！　私がイラついてるのが全然わからないの!?

「？？？」

　目の前でバカが何も知らずに笑っている。

「ハナシ　カ　ケルナ　バカ！」

　はっきりとした拒絶の意志を日本語で示してやる。すると、バカはきょとんとした様子で私に聞き返してきた。

「へ？　梨なし──蹴るな？」

　ああもうイラつくっ！　どうして通じないのよ！　そんなに私の日本語がおかしいって言いたいわけ!?　いいわよ！　それなら英語で言ってやるわこの大バカ！

「What a shit man you are!!」

　慣れない英語はお互い様だ。この程度の簡単な英語なら、いくらこのバカだって流さす石がに聞き取ってくれるはず──

「へ？　え？　えっと、その……僕も、一応男だけど……？」

　そう思っていると、吉井は日本語で妙な返事をしてきた。

　今のは一応聞き取ることはできたけど──ボクモオトコ……僕も男？　このバカは何を言ってるの？　どうして性別がここで出てくるの？

「おい明久。なんでここで性別の話になるんだ」

　隣の乱暴そうな男子──坂本が吉井に尋ねる。すると、吉井は臆おく面めんもなくこう答えた。

「だって、今島田さんは〝ワタシ　ハ　man、youは？〟って聞いてこなかった？」

　へ？　私はman、you は？　それってつまり、『私は男ですが、あなたは？』って言われたと思ったってこと？

「僕が初日にセーラー服を着ていたせいで性別を誤解されているのかと思って」

　バカが更に何かを言いい募つのるけど、私の耳には一切届いていなかった。へぇ……。私はスカートを穿いて、髪も伸ばしているのに、『私は男』って言われて疑問に思わないんだ、このバカは。

「………………」

　それってつまり……このバカには、私が、女の子じゃなくて男に見えるって、そう言いたいのかしら……？

「違うぞ明久。島田は早口で言ったから〝ワッタシッマンユーアー〟と聞こえたが、さっきのは区切って発音すると、ワット　ア　シット　マン　ユー　アー。要するに、お前がムカつくって言ったんだ」

「へ？　そ、そうなの？」

「怒っている女子を、よりによって男呼ばわりとは大したモンだな」

　良い度胸ね、このバカ……！　海外からの転校生だからって、私がいつまでも言われっぱなしだと思ったら大間違いよ！　いくら私でも、男なんて言われて黙っていられるほど温おん厚こうじゃないんだから！

「Halten Sie mich nicht in Hohn!!  Ich nehme einen Streit !!（こんな侮辱は初めてよ！　覚悟はできているんでしょうね！）」

　吉井を睨んで怒鳴りつける。上等よ！　喧けん嘩かでもなんでもやってやろうじゃない！

　摑みかからんばかりの勢いの私を前に、吉井はあたふたと手を振って何かを言った。

「ち、違うんだよ島田さん！　別に僕は、島田さんの胸が小さいから男だと思ったとか、そういうわけじゃ……！」

「Verdammt!!（なんですってぇー!!）」

「ふぎゃぁああっ！　肘ひじ関かん節せつが逆方向にっ!?」

　何を言おうとしたかわからないけど、『胸が小さい』って部分ははっきりと聞き取れた！　コイツ私をとことんバカにするつもりね！　別に私の胸は小さいわけじゃなくて、ちょっと成長が遅れているだけなんだから！　一年後にはきっと抜ばつ群ぐんのスタイルになっているに決まってるわ！

「ははっ。こいつは傑作だ。あの状況で胸が小さいなんて言うとは、お前は本当に大したヤツだな」

「……うぅ……つい、口が滑っちゃって……」

　床に倒れている吉井に、坂本が声をかけている。フンッ！　心配してくれるような仲の良い友達がいて良かったわね！　このバカ！

　そんな二人のやりとりを見ていると無む性しように腹が立ったので、最後にもう一度聞き取りやすいようにはっきりと指を突き付けて言ってやる。

「What a shit man you are!!」

　ああもう気分が悪い！　こんな教室にはこれ以上一秒だっていたくない！

　勢いよく鞄を引っ摑むと、私はそのまま教室を出て行った。

「おい島田」

　エントランスに向かう途中の廊下で、坂本が背後から私に呼びかけてきた。けど、私は立ち止まらない。どうせ、『俺の友達をよくもやってくれたな』とかそういうことを言おうとしてるんでしょ。はいはい、仲の良いお友達で良かったですね！

　ずんずんと歩を進める私に構わず、坂本は言葉を続けた。

「俺も知り合ったばかりで、まだあまりよくわかっていないんだが──」

　私に聞き取らせるつもりがないのか、坂本は普通の話し方をしている。

「──あのバカ、結構面白いやつかもしれないぞ」

　そう言われて……自分でもどうしてかわからないけど、一瞬足が止まった。

「アイツが言っていたこと、調べてみろよ」

　そして坂本は最後だけ口調を変えて、はっきりと、聞き取りやすいように区切った台詞を私に告げる。

　はっきりと、聞き取りやすいように区切った台詞。

　その口調には、どこか憧しよう憬けいのような響きも含まれていて──少し気になって振り返ってみると、もう廊下には坂本の姿はなかった。




　　　　　☆




　勢いで学校を飛び出してしまったものの、家に帰ってもやることがなくて、私はただ無む為いに時間を過ごしていた。特に買い物も必要ないし、葉月が帰ってくる頃にはもう一度外に出て、普通に学校から帰ってきたふりをしなきゃいけないし。

　自分の部屋で、なんとなくベッドに横になって天井を見る。昂たかぶっていた感情はすっかり落ち着いて、今は逆に沈んだ気分になっていた。

（今からでも、ドイツに戻れないかな……）

　いや。今からじゃなくてもいい。例えば、葉月がこっちに馴染んだら、とか。あの子は人ひと懐なつっこいし、物もの怖おじもしないから友達だってすぐに出来るだろう。そうしたら吸収力のある歳としなんだし、日本語だってあっと言う間に覚えるはず。きっと私がいなくたって大丈夫！

（──って、そんなワケないか……）

　頭を振って自分の考えを振り払う。あの子が日本に馴染んでも、両親の仕事の忙しさが変わるわけじゃない。小さな妹がこの家で、たった一人で夕飯を食べている姿を想像すると、なんとも言えない気分になってきた。

（結局、私が日本に馴染むのが一番なのよね……）

　何度考えてみても結論は変わらない。私がこの国に慣れる。日本語を覚える。それこそが最善の策だということだ。それはわかっている。わかっているけど……

「ハァ……」

　どうしても、どうしてもやる気が出てこない。だって、言葉を覚えたからってどうなるっていうの？　クラスにいるのは遠巻きにこちらを見ている連中とか、あの気に食わないバカたちとか、そんなのばかり。彼らとコミュニケーションを取るために、わざわざ勉強なんかするの？　馬鹿馬鹿しい。

（とは言っても、このままの状態でいいわけないし……）

　仕方なく、溜息をつきながら枕元に置いてある和独辞典を手に取った。そして、特に何かを調べる気もなくパラパラと捲めくってみる。

（〝ba [chia] tari（ばち当たり）〟は〝verdammter〟のこと。〝ba] i（倍）〟は〝doppelt〟のこと。〝ba] ibai（売買）〟は〝Kauf und──）

　話し言葉だけならまだしも、漢字に平仮名、片仮名という三種類の言葉を使う書き言葉はまったくできるようになる気がしない。どうして平仮名だけとかにしないの？　こんなの、日本で生まれ育っていなかったらできるわけないじゃない！

　辞書を放り出したいという衝動を堪こらえながら、ページを捲る。〝bai [ten〟は〝Kiosk〟で、こっちの〝ba] ka〟は〝dummkopf〟……。

　ふと、バカという単語から学校の出来事を思い出した。そう言えば、帰り際に何か言われたっけ。

　思い出してみると沸ふつ々ふつとお腹の底から怒りが再び沸き上がってきた。あんなバカに、散々にコケにされるなんて……！　丁度良いわ。暇ひまだし、あのバカが言っていたことに日本語で返事をして、逆にバカにしてやろうじゃない！

　私はベッドから起き上がると、辞書を片手に机に向かった。

（えっと、アイツが言っていたのは確か……）

　記憶を探って文章を書き出してみる。あのバカが壊れたレコーダーみたいに何度も繰り返してくれたおかげで、その音だけはハッキリと記憶していた。

〝ちゅうぬぶどれぱどぶにいるもなみ〟

　適当にそれと思おぼしき単語を辞書で引いてみる。〝ちゅうぬ　ぶどれ〟？　それとも、〝ちゅう　ぬぶどれ〟？

　しばらく調べてみるけど、一向に該当する日本語が見つからない。「中（学校）の部どれ？　パド部にいる　美波」とか？　でも、〝中の部〟なんて表現は辞書に載ってないし、そもそも文脈もおかしいし……。

（うん？　そう言えば……）

　もなみ、という部分が少し引っ掛かった。最初は〝美波〟の言い間違いかと思ったけど……考えてみると、あのバカは私のことを〝島田さん〟と呼んでいた。そうなると、これは〝美波〟じゃなくて別の単語ってことじゃないだろうか。

（もなみ、もなみ……モナミー？）

　ふと、小さな頃のことを思い出した。そう言えば、まだ葉月が生まれていない頃に家族旅行をして、そこら中で名前を呼ばれた気がして何度も振り向いたことがあったっけ。その度にお父さんとお母さんが笑いながら「あれは〝ミナミ〟じゃなくて〝mon amie〟って言ってるんだよ」と教えてくれた。あれって、確か……。

　机を離れて、本棚からアルバムを引っ張り出してみる。何冊か見ていくうちに、その時の写真が出てきた。

　その写真の下に、お母さんの字でメモが貼ってある。




【Minami美波。 3 Jahre三歳。 alt── In Frankreichフランスにて。】




「っ！」

　ノートに書いたあのバカの言葉をもう一度見直してみる。

〝ちゅうぬぶどれぱどぶにいるもなみ〟

　なんだか発音が日本語にしてはおかしいと思ってはいたけど……もしかしてこれ、全部フランス語!?

　日本語じゃないと思うと、妙にあのバカの言っていたことが気になって──私は大急ぎで筆記用具をまとめて家を出た。確か、近くに図書館があったはず……！




　　　　　☆




　図書館に着くと、私は言語の棚から仏英辞典と英独辞典を借りて単語の意味を調べ始めた。制服姿だったから司書の人が一瞬眉まゆをしかめたけど、特に何も言ってきたりはしなかった。

 〝ちゅうぬぶどれぱどぶにいるもなみ〟……。

　辞書と首っ引きでノートにメモしてある単語を調べる。仏独辞典なんてものは見つからなかったから、まずはフランス語から英語に訳して、その英語からドイツ語に訳す。その作業はかなり大変で……何より、あのバカの発音だけしかヒントがなくて、スペルが全くわからないというのが最悪だった。

　閉館時間ギリギリまで粘って、ようやくなんとか文章を訳すことができた。

『〝ちゅうぬぶどれぱどぶにいるもなみ〟→Tu ne voudrais pas devenir mon amie?』

　〝Tu ne voudrais pas〟は英語でいう〝could you〟の二人称形で、〝devenir〟は〝become〟の変化。それに〝mon amie〟の英訳を付け加える。

　

　〝Tu ne voudrais pas devenir mon amie?〟

　

　これを英語に訳すと──







　〝Could you become my friend?私と友達になってくれませんか〟




　一瞬、息が止まった。




　こんなの、ドイツ語に訳すまでもない。この英語の一文だけで、あの男の子が何を言っていたのか、その内容が理解できた。

　どうしてフランス語を、と思って彼の顔を思い浮かべる。もしかすると、私の出身地のドイツをフランスと間違えたとか……？　普通、そんなのありえない。ありえないけど……あのバカなら、それくらいやってもおかしくない気がする。

　〝Tu ne voudrais pas devenir mon amie?〟

　この言葉を、最初に言われた時のことを思い出してみる。あれは入学してから十日くらいが過ぎた頃で──クラスに馴染めない私は、ＨＲの存在も忘れてすぐに家に帰ろうとしていた。

　〝Tu ne voudrais pas devenir mon amie?〟

　誰もそんな私を気にかけない中、彼は私を呼び止めて、更にそんなことを言ってくれた。バカのくせに。英語どころか日本語も怪しいバカのくせに、よりによって全く知識のない外国語で。

　自分がこの一文を調べる為に書かき殴なぐったノートの字を見てみる。私がこの一行の意味を知るために費やした時間、労力。それらは決して小さなものではなくて──あのバカな男の子にとっても、それは同様だと思う。いや、あの男の子のことだ。私よりも更に手間取っていたところで何の不思議もない。日本語をフランス語に訳して、辞書で単語の発音記号を調べて、発音記号の発音の仕方を更に調べて。わからない言語を訳して発音することがどれだけ大変か、それは私が身をもって体験している。

　その苦労を、あのバカは私の為に背負っていた。

　出会ってたった十日程度の、特に何の交流もない私の為に、使い慣れていない辞書を片手に。

　きっと彼は不ぶ器き用ようで、とても要領が悪いのだろう。そうでなければドイツ語とフランス語を間違えたりはしないし、それでわざわざ私に話しかけてきたりはしない。私だったら最初は先生に聞いてみるし、発音に自信がなかったら紙に書いて渡したりする。そもそも日本に来ているのだから、まずはゆっくりと日本語で言ってくれたらいい。ただそれだけで、私は彼のことを誤解せずに済んでいたはず。

　だけどアイツは、私の出身地を勘違いしたまま、わざわざ自分で苦労して外国の言葉を調べて、それが間違っていたせいで私を苛つかせて怒鳴られて、それでも私に話しかけてきてくれた。まったく。本当になんてバカで、なんて不器用で──そして、なんて優しいんだろう。

　私は図書館という公共の場にいるにも関わらず、目頭が熱くなってくるのを堪こらえられなかった。

　嬉しい。

　単純に、そう思った。誰も知り合いがいなくて、言葉もうまく伝えられなくて、ずっと一人で過ごしていくと思っていた学校に、私のことを気にかけてくれている人がいた。ただそれだけの事実が、私にとって何物にも代え難い宝物のように思えた。ただそれだけの事実で、私はこれからも頑張っていけそうな気がした。

「あの……」

　いつの間にか、司書をやっている女の人が隣に立って私を心配そうに見ていた。

「すいマセン。なンデモ　ナいでス」

　目元を拭ぬぐって、司書の人に笑いかける。すると司書の人は訝いぶかしげに私を見ながらも、とりあえず納得した体を装っていた。

「スグ　帰りまス」

　広げていた荷物をまとめて、片付けを始める。司書の人はそんな私を見て、自分の持ち場に戻っていこうとした。

「アの……」

　そんな彼女を呼び止める。折角図書館に来ているんだから、本を借りて帰ろうかな。

「？　はい、何か？」

　振り向く司書さんに、私は本の在あり処かを尋ねた。

「日本語会話ヲ　勉強ノ　本ハ　アりますカ？」

　書き言葉なんてどうでもいいけど、会話だけはすぐにでも上手くなりたい。……あの人が、何を言っているのかを理解するために。




　　　　　☆




「ヨシイ！」

　翌朝、登校した私は、あのバカの顔を見るなり駆け寄って声をかけた。

「え？　な、なに島田さん？」

　私から話しかけられるのが意外だったのか、吉井は目を丸くしていた。いくらなんでも、そんなに驚かなくてもいいじゃない──って、当然よね。昨日私にひどい乱暴をされたんだもんね。

　驚いている彼に、私は一音一音丁寧に、聞き間違いのないように告げた。

「ア・ノ・ね、ヨ・シ・イ」

「う、うん」

「ワ・タ・シ・は」

「わ、〝What a shit〟？　ごめん。また僕なにか怒らせるようなことを……？」

　音を区切って言っているせいか、吉井が勘違いを始めた。

　このバカ。今度は〝ワタシ〟じゃなくて〝What a shit〟って言われてると思ってる。聞こえ方が似ているとは言っても、どうしてこの文脈で罵倒されてるって思えるのよ。そんなに私の〝ワタシ〟って発音はおかしい？　それとも、〝What a shit〟って台詞の印象が強烈過ぎた？

「違イマス。ワタシは──」

　とここまで言って、自分でも思った。確かに私の言う〝ワタシ〟と〝What a shit〟は似ているかもしれない。

　どうしようかな、と少しだけ考える。それなら自分の呼び方をちょっと変えてみようかな。いちいち自分のことを言う度に怖がられたら嫌だし。

　前に夕飯の時にテレビで流れていた、特徴的な一人称を思い浮かべる。

　仕方ない。ちょっと変だけど、今後は〝ワタシ〟は使わないでいこう。……だって、これからはきっと……このバカと一緒にいる時間が、たくさん増えるだろうから。




「アノね、ヨシイ。ウチは──」








　あとがき




　本作を手に取って頂き、誠にありがとうございます。小説担当の井いの上うえ堅けん二じです。

　この巻をもって、ついに本シリーズは十冊目という大台に乗ることができました！　皆様にこんなにもお付き合い頂けるなんて、本当に幸せなことです。どこまで続けられるかわかりませんが、宜よろしければ今しばらくお付き合いをお願い致します。




　さて。話は急に変わりますが……最近たまに、「執しつ筆ぴつはどのような環境でやっていますか」という御質問を頂きます。なので、そちらについて少しお話をさせて頂きましょう。

　基本的に僕は家で書いていますが、週末の日中などは図書館を利用していたりします。というのも、近所の図書館には持ち込みＰＣコーナーというものがあり、そこが非常に快適なのです。電源やインターネット回線完備で。周りが静かで、資料も豊富。最高です。

　そんな好環境なので、周囲には大勢の利用者の方がいらっしゃいます。例えば、仕事の資料を作ろうとしている会社員の方。例えば、今からＰＣの勉強を始めようとしているお爺じいさん。他にも、大学の授業の為のレポートを作っている大学生の方なんかもいらっしゃいます。

　特に隣の席との間に仕切りがあるわけではないので、作業内容はちょっと視線を動かすと見えてしまいますが、周囲の人が真ま面じ目めに作業に取り組んでいる姿を見ていると自分も頑がん張ばろうという気持ちになってきます。

　集中して書いて、疲れたら図書館内にある喫茶店で一休み。コーヒーや甘い物を摂とって、リフレッシュして席に戻る。そんな心地良い環境に身を置いていました。

　そんなある日。いつものように僕が喫茶店で一ひと休やすみしてから自分の席に戻ると、隣の席の大学生らしきお姉さんが、チラチラと僕のＰＣを覗のぞき込こんでいる姿が見えました。

　あらら……これは失敗です。離り席せきする時に、ＰＣを閉じていかなかったようです。基本的に僕は正体を隠して小説を書いているので、あまり書いている内容を見られてしまうのは好ましくありません。バカテスを書いているとバレなければ良いのですが……。




　なんて心配をしながらも、一方で何かを期待している気持ちもあったりします。




　もしかしたら、このお姉さんが実はバカテスのファンだったり……。隣のＰＣを覗き込むと〝明あき久ひさ〟とか〝雄ゆう二じ〟とかの単語が書いてあって、気になってしまったとか……。だとしたら、それはとても嬉しいです。とても嬉しいんですけど──それはそれとして、やっぱり書いている途中の原稿を見られてしまうのは色々とまずいです。

　僕は心の中で「ごめんなさい。あんまり見ないで下さいね」と謝りながら、自分のＰＣの前に座り、続きを書こうとディスプレイを覗き込みました。

　その時、表示されていた文章が目に入ります。

『　気が付けばいつも

　　お前の姿を追っている

　　思い出せばいつも

　　お前の笑顔を求めてる




　　木きの下した秀ひで吉よし




　　たとえるならば俺は向ひ日まわ葵りで

　　お前は俺を照らす太陽だ　　　』（※本文Ｐ．１１２より）







　見るなぁあああ──っっ!!







　いや違う！　そんな命令形じゃない！　見ないで下さいお願いします！　というかむしろ忘れて下さい！　今見たことと僕の存在、その全てを忘れて下さい！

　これはもう恥ずかしいなんてレベルじゃありません。この部分だけ読まれてしまっては、僕はもうガチの痛い人です。好きな人を想ってポエムを書き、しかも相手は「木下秀吉」という、見るからに男の名前。そりゃあ気になりますよね！　この人何書いてるんだろうって思いますよね！

　慌あわててＰＣを閉じて、これ以上は見えないようにします。すると、その陰に置かれていた資料の本が姿を見せました。




『わかりやすい現代詩（朗ろう読どくＣＤ付き）』




　違いますよね。見るな、とか、忘れろ、とか、そんなことを願うのはおこがましいですよね。もうそんな贅ぜい沢たくは言いません。ＰＣを開きっぱなしで席を離れた僕が悪いのですから。だから、だからせめて……説明をさせて下さいっ！　僕はバカテスという本を書いていて、これらは全てそのネタの為のものだと、言い訳をさせて下さいっ！

　以前上じよう司しの前で〝総そう受うけ〟という単語を口にしてしまったことがありましたが、これは更にその上をいく恥ずかしさでした。家に帰っても顔が火ほ照てってずっと熱かったことを覚えています。ファミレスでは必ずＰＣを閉じてから席を離れるのに、この時は完全に油断していました。図書館の穏おん和わな雰囲気は緊張感を喪そう失しつさせてしまうのですね。今後はいついかなる時も油断しないよう気をつけたいと思います。あの図書館に立ち寄ることは当分ありませんけど……。

　尚、前述の常つね村むらのポエムは、バカテスのアニメスタッフの一人、関せき根ね亜あ由ゆ実みさんに雛ひな形がたを書いて頂きました。ページ数の都合などで僕が色々と改変してしまいましたが、関根さんが書いて下さった原文〝太陽とひまわり〟はとても素晴らしいポエムになっております。『読む人が恥ずかしくて悶もん絶ぜつするような詩が必要なんです』と打ち明けてみたところ、本当に悶絶するほど恥ずかしい詩を作って下さいました。いつかその原文を掲載できる機会があれば良いのですが……それは関根さんにとって良いことなのでしょうか。判断に困ります。




　ここで話は変わりまして。今回は短編集なので、各話解説を簡単にさせて頂きましょう。ネタバレを含むかもしれませんので、未読の方は一旦お別れです。




『僕とダウトと男の尊厳』

　女子と楽しむ脱衣トランプのお話。時期的には六巻と七巻の間あたりでしょうか。

　本来であればサービス回以外の何物でもないはずなのですが、なぜか脱ぐのが男ばかりという特殊な状況に。最近思うのですが、『バカテス』に登場するキャラクターは男子より女子の方が男らしい気がします。特に瑞みず希き。最後の一枚になってもやめる気はない、なんてなかなか言えるものではありません。『バカテス』開始前の構想にあった〝正統派純情ヒロイン〟という単語はどこに消えてしまったのでしょうか。久く保ぼ君同様、彼女は引き返せないところまで足を踏み入れている可能性があります。最初は『弱みもあった方が特徴的かな』と思って料理を下へ手たという設定にしたのに、今ではそんな気き遣づかいが必要なかったと思えるほどタフなヒロインになっています。恐ろしい……。

　ちなみにこの話では、ボケは瑞希・翔しよう子こ・久保の三人が全て請うけ負おっています。皆様、目を大きく見開いてご覧下さい。彼らが先進的な進学校の文ふみ月づき学がく園えん第二学年が誇るトップ３の生徒たちです。




『僕とホンネと召喚獣』

　一度やってみたかったドタバタなお話。こちらはダウトのちょっと後、夏休み中の出来事になります。時間軸で言えば、Ｅクラス代表の中なか林ばやしさんの初登場はここになりますね。登場と同時にあまりに不ふ憫びんな理由で振られてしまった中林さん。このせいで彼女が明あき久ひさを憎んでしまうようになったところで、誰がそれを責められましょうか。

　友達同士、本ほん音ねで語り合うことで仲が良くなってめでたしめでたし……とはいかないですよね、やっぱり。隠し事というものは、隠しておいてこそ〝華はな〟なのではないかと思います。本当の姿を知ったところで、心に残るものは後悔だけということはままあることです。いやいや違います。別に自虐しているわけではありません。ただ、これだけは知っておいて下さい。痴ち漢かんに遭あう男が全員美形だと思うなよ……っ！







『僕と福引きと闇の鍋』

　タイトルだけで全てが想像できてしまうお話。これは七巻のあとの出来事ですね。

　実はこのお話は、二巻を書いたあたりで練習用に書いていた短編を修正したものだったりします。登場人物を追加し、現在の設定を反映し、時間軸を調整した結果──元々の短編との共通点は〝鍋〟という状況だけになっていました。これなら最初から全部書き直した方が楽だった気がします……。

　それにしても、昔の自分の原稿を読むと色々と面白いですね。当時の僕の中では、美み波なみは料理ができない設定だったようです。元々の原稿では、美波は闇鍋の中に猫ねこ砂ずなを入れていました。気をつけるんだ当時の僕。美波までそっちに行ったらツッコミが追いつかなくなるぞ。




『ウチと日本と知らない言葉』

　明久たちが入学した直後、本編から見ると一年半も昔の話になります。明久が雄ゆう二じのことを〝坂さか本もと君〟と呼んでいるのが変な感覚でした。

　ここでは美波だけではなく、明久たちも全員初対面ということになります。ここからしばらく時間が過ぎてから三・五巻に収録されている葉は月づきの話につながり、そして一巻に至るというわけです。過去の話になると、瑞希や翔子の出番がなくなってしまうのはちょっと寂しいですね。その代わりに、ダウトの話では美波の出番がなくなってしまっていますが。

　尚、作中に出てくる外国語なのですが、いつものテスト問題同様、間違っている可能性があります。何かで使う機会があるのでしたら、一度きちんと調べてみることを強く推すい奨しよう致します。ここで胸を張って『間違いなんてありません！　いつでもどこでも使って下さい！』なんて言えると格好良いのですが……すいません。




　さてさて。そんな解説をしているうちに、ページ数も残り少なくなってまいりました。そろそろ恒例の謝辞コーナーに入らせて頂きましょう。




　イラストの葉は賀がさん。ついにやりましたね！　僕らが願い続けた男子表紙です！　感無量です！　あ、いえ。別に僕は嬉うれしいってわけじゃないんですよ？　ただ読者の皆様が望まれていたようだから《イィィヤッッホォォオーゥ！》要望を出していただけで。

　担当編集のＫ様。男子表紙の要望を叶えて下さってありがとうございます。ところで、ご存知ですか？　バカテスにはまだまだたくさんの男子が存在することを……。いえ、そんな嫌そうな顔をしないで下さい。半分冗談です。──それと、かなりの極ごく道どう進行を押しつけてしまって本当に申し訳ありません。無事にこうして出版に至ることができたのも、Ｋ様のご協力があってこそです。心より御礼申し上げます。

　デザイナーのかがやさん。毎度毎度特殊なページが入ってお手数をおかけします。僕の文章力の不足を補って頂けてとても助かります。今後とも宜しくお願いします。

　アニメやコミックなどの関係者の皆様。小説の方に手一杯で、あまり協力できなくてごめんなさい……。最近はすっかり一読者（一視し聴ちよう者しや）になってしまっていますが、とても面白くて毎回楽しみにしています。もしかして、僕が関わらない方が面白いものが出来上がるんじゃ……？

　そして何より、読者の皆様！　皆様の応援のおかげで、ついに十冊目という大台に乗ることができました。本当にありがとうございます。ファンレターやお葉書など、お返事ができずにおりますが、全て大喜びで読ませて頂いております。ご期待に応えられるかどうかわかりませんが、精一杯書かせて頂きますので、宜しければ今後もお付き合いをお願い致します。




　それでは最後に簡単に次回予告でも。次は本編の八巻で、闇やみ鍋なべのラストに書かれていた続き──瑞希と明久の同どう棲せい生活のお話になる予定です。そろそろ皆の関係や物語を大きく動かしたいところですが、果たしてどうなることやら……。どこまで書けるのか目め処どが立っていないのであまり大きなことは言えませんが、ひとまず瑞希との生活でアタフタする明久の姿をお楽しみに、ということで。次の巻はサービスイラスト（但し対象の性別は問わない）が増えそうで、僕自身とても楽しみです。

　ではでは、またバカテスの舞台でお会いしましょう。
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明久の表紙を提案し続けること早二年。自分で言っておいてなんですが、まさか本当に実現するとは……っ！　しかもこの巻が記念すべき十冊目。メモリアル巻に女装男子を表紙に持ってくるなんて、ファミ通文庫編集部は僕が思っていたよりも遙かにアグレッシブのようです。よくやってくれました！　それにしても、原形は明久のままなのに普通に可愛いですね。さすが葉賀さん凄い！　グッジョブです！
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井上さんと共に熱望していた男キャラのカバー進出がついに実現！　やったー！　何か違う気もするけどやったー！　あと冬服久々でしたね。体のラインが偽装しやすいのでアキちゃんにはピッタリです。あ……言うまでもない事ですが、3.5巻の人は男の数に数えません。
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